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究
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お
よ
そ
八
世
紀
頃

(奈
良
時
代
)、
日
本
古
代
文
学

の
宝
庫

の
中

に

一
篇

の

き
わ
め
て
重
視
す
べ
き
作
品

『浦
島
子
伝
』
が
現
れ
た
。
小
中
村
清
矩

・
青
木

正
児
両
氏
の
考
証
に
よ
り
、
こ
れ
が

『萬
葉
集
』
の
編
纂
よ
り
さ
ら
に
古

い
も

(
1

)

の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
物
語
文
学
の
形
成

(
2
)

史
上
も

っ
と
も
古

い
、
「小
説
」
と
呼
び
得
る
文
学
作
品

で
あ
る
。
そ
れ
は
、

和
製
の
古
代
漢
語
で
書
か
れ
、
題
材
や
文
体
の
形
式
な
ど
が
、
す
べ
て
中
国
唐

代

の

「伝
奇
」

に
類
似
し
て
い
る
。
こ

の
小
説
は
、
題
材
の
形
成
、
主
題
の
表

現
、
中
間
媒
体

の
用
法
、
お
よ
び
文
化
史
や
文
学
史
上
で
の
意
義
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
に
お
け
る
豊
か
さ
と
複
雑
さ
か
ら
い
っ
て
、
物
語
文
学
形
成
の
過
渡

期
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
私
た
ち
が
日
本
古
代
小
説
の
形
成
、

お
よ
び
、
日
本
古
代
文
学
と
中
国
大
陸

の
文
化
と
の
関
係
を
解
明
す
る
た
め
に
、

軽
視
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
意
義
が
あ

る
。
本
文
で
は
こ
れ
を

「漢
文
伝
奇
」

(
3
V

と
名
付
け
る
。

日
本
古
代
文
学
が
神
話
や
伝
説
か
ら
物
語
文
学

へ
と
発
達
す
る
過
程
に
は
、

古
代
漢
文
伝
奇
の
創
作
を
主
な
内
容
と
七
た
過
渡
期
的
段
階
が
あ
る
。
こ
の
時

期

の
作
品
は
、
そ
の
題
材
や
構
想
、
ま
た
創
作
方
法

に
お
い
て
、
中
国
漢
魏
六

朝

の

「志
怪
」
お
よ
び
唐
代

の

「伝
奇
」
を
多
く
継
承
し
て
い
る
。
こ
の
特
殊

な
過
渡
期
の
出
現
は
、
日
本
古
代
の
物
語
文
学
の
形
成
が
、

一
方

で
そ
の
民
族

の
神
話
や
伝
説
を
継
承
し
つ
つ
、
ま
た

一
方
で
東
ア
ジ
ア
の
文
化
と
多
く
関
連

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
特
徴
が
ま
さ
に
日
本
の

「物
語
」
文
学

形
成

に
お
け
る
文
化
の
豊
か
さ
、
お
よ
び
そ
こ
に
内
在
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
複

雑
さ
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第

一
節

テ
キ
ス
ト
の
研
究

『浦
島
子
伝
』
は
日
本
古
代

「浦
島
文
学
系
列
」
中
の
最
古
の
文
人
創
作
で
、

日
本

に
お
い
て
多
種
の
古
文
献
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
研
究
者

の
な
か
に
は
、
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「伝
奇
」
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
と

「伝
説

」
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
を
入
り
混
ぜ

て
扱
う
人
も
い
る
が
、
こ
れ
は
二

つ
の
異
な
る
発
展
段
階

の
作
品
で
あ

る
。

1

「浦
島
伝
説
」
は

「伝
奇
」
に
先
行

す
る
段
階
の
作
品
で
あ
り
、
完
全
に

民
間
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
『浦
島
子
伝
』
は
文
人
の
創
作
作
品

で
あ
る
。

伝
播
の
歴
史
が
古

い
の
で
、
『浦
島
子
伝
』
の
テ
キ
ス
ト
間

に
は
多
岐

に
わ

た
る
意
義

の
相
違
が
生
じ
た
。
文
化
史
学
的
立
場
か
ら
考
察
を
加
え
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
テ
キ
ス
ト
の
間
に
は
、
事
実
上
前
後
す
る
伝
承
関
係
が

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
伝
承
の
発
展
こ
そ
、
伝
奇
文
学
の
日
本
化
の
行
程
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
際
の
便
宜

の
た
め
、
順
次

「第

一
テ
キ
ス
ト
」
、

「
第
ニ
テ
キ
ス
ト
」
…
…
と
言
う
名
称
を
用
い
る
。

1
、
第

一
テ
キ
ス
ト
:

「古
事
談
」

の
記
録

今
本

『古
事
談
』
巻

一

「
王
道
后
宮
」
部
に

『浦
島
子
伝
』
が
あ
る
。
私
の

見
解

で
は
、
こ
れ
が

『浦
島
子
伝
』
の
第

一
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
『古
事
談
』

は
日
本
古
代

「説
話
」
の
集
成
で
、
成
立
年
代
は
不
詳
、
現
存
す
る
最
古

の
も

の
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
源
顕
兼
の
写
本

で
あ
る
。
淳
和
天
皇

の
天
長

二
年

(八
二
五
年
)
に
、
丹
後

の
国

に
あ

っ
た
あ
る
奇
異
な
出
来
事
を
記
し
て
い
る
。

そ
の
中
か
ら

『浦
島
子
伝
』
の
全
文
を
以
下
に
引
用
す
る
。

雄
畧
天
皇
廿
二
年
、
水
江
浦
島
子
獨
乘
二
釣
船
ハ
曳
二得
龜
ハ
浮
二
於
波
上
。

眠
二
於
舟
中

一之
間
、
靈
龜
變
化
、
忽
作
二
美
女
O
玉
顔
之
艷
、
南
威
障
レ袂

而
失
レ魂

;
素
質
之
閑
、
西
施
掩
レ
面
而
無
レ
色
。
眉
如
三
初
月
出
二
於
蛾
眉

山
ハ
靨
似
三
落
星
流
二
於
天
漢
水
。
纖
躯
雲
聳
、
當
レ散
暫
留
。
輕
躰
鶴
立
、

將
レ
飛
來

レ
翔
。
嶋
子
問
云
、
神
女
有

二
何
因
縁

一而
化
來
哉
、
何
處

レ
爲

居
、
誰
人
爲
レ祖

;
神
女
云
、
妾
是
蓬
莱
山
之
女
也
。
不
死
之
金
庭
、
長

生
之
玉
殿
、
妾
之
居
處
。
父
母
兄
弟
在
二彼
金
闕
。
妾
在
昔
之
世
、
結
二夫

婦
之
儀
。
而
我
成
二
天
仙
ハ
生
二
蓬
莱
宮
中

一
;
子
作
二
地
仙
↓
遊
二
於
澄
江

波
之
上
。
今
感

二
宿
昔
之
因
ハ
來
隨

二
俗
境
之
縁

一也
。
宜

レ
向
二
蓬
莱
宮
ハ

將

レ
途
二
曩
時
之
志
。
願
合
眼
。
嶋
子
唯
諾
、
隨
二
神
女
語
ハ
須
臾
之
間
、

向
二
於
蓬
莱
山
。
於
レ
是
神
女
與
嶋
子
提
携
到
二
蓬
莱
宮
。
而
令
三
嶋
子
立
二

於
門
外
ハ
神
女
先
入
告
二
於
父
母
ハ
而
後
共
入
二仙
宮
ハ
神
女
衣
香
馥
々
、

似
三
春
風
之
逡
二
百
和
香

一;
珮
聲
鏘
々
、
如
三
秋
調
之
韻
二
万
籟
響
。
嶋
子

已
爲

二
漁
父
ハ
亦
爲

二
釣
翁
ハ
然
而
志
成

二
高
尚
ハ
凌
雲
弥
新
、
心
存

二
強

弱
ハ
得
レ仙
因
健
。
其
宮
爲
レ
躰
。
金
精
玉
英
、
敷
二
於
丹
塚
之
内
一
;
遙
珠

珊
瑚
、
滿
二
於
玄
圃
之
表
。
清
池
之
波
心
、
芙
蓉
開
レ
唇
而
發
レ
榮

;
玄
泉

之
涯
頭
、
蘭
菊
含
笑
而
不
レ凋
。
嶋
子
與
二
神
女
一共
入
二
玉
房
一、
薫
風
吹
二

寳
帳

一而
羅
帷
添
レ
香
、
翡
翠
簾
蹇
而
翠
嵐
巻
レ筵
、
芙
蓉
帳
開
而
素
月
射
レ

幌
。
朝
服
二
金
丹
石
隨
ハ
暮
飲
二
玉
酒
瓊
漿
。
九
光
芝
草
駐

レ
老
之
方
、
百

節
菖
蒲
延

レ
齡
之
術
。
妾
漸
見

二
嶋
子
之
容
顔

一累

レ
年
枯
槁
、
逐

レ
日
骨

立
。
定
知
外
雖

レ
成

二
仙
宮
之
遊
宴
ハ
而
内
生
二
舊
郷
之
戀
慕
ハ
宜
還

二
故

郷
、
尋
訪
旧
里
。
嶋
子
答
日
、
久
侍
二
仙
洞
之
筵
、
常
甞
二
霊
藥
之
味
ハ
何

非

レ
樂
哉
、
亦
非

レ
幸
哉
。
抑
神
女
爲

二
天
仙
ハ
余
爲

二
地
仙
訥
隨

レ
命
進
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退
、
豈
得
レ
逆
レ
旨
哉
。
神
女
與
二
迭
玉
匣
ハ
裹
以
二
五
綵
之
錦
繍
ハ
緘
以
二

萬
端
之
金
玉
ハ
誡
二
嶋
子
一
云
、
若
欲
レ
見
二
再
逢
之
期
↓
莫
レ
開
二
玉
匣
之

緘
。
言
畢
約
成
、
分
レ
手
辞
去
。
嶋
子
乘

レ舟
眠
目
歸
去
、
忽
以
到
二
故
郷

(
4

)

澄
江
浦
。

こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
完
全
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
中
国
唐
代

「伝
奇
」
の
性
格
に

酷
似
し
た
作
品
で
、
作
者
は
中
国
六
朝
の

「志
怪
」
と
唐
代
の

「伝
奇
」
が
常

に
用

い
る

「変
異
」
と
い
う
方
法
を
採
用

し
、
男
女
二
人

の
主
人
公
を
設
定
、

実
際
の
社
会
生
活
の
中
か
ら
得
た
啓
示
を

一
つ
の
不
思
議
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に

作
り
上
げ

て
い
る
。

こ
の
不
思
議
な
物
語
は
、
当
時

の
丹
後

・
丹
波

一
帯
に
伝
承
さ
れ
る
う
ち
、

男
性

の
主
人
公
が
民
間

の
神

に
祭
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
京
都
府
与
謝
郡

(「網
O
ω
9
-
O
篝
」
は
、
テ
キ
ス
ト
中

の

「余
佐
」
で
あ
る
)
伊
根
町

に
、
「宇

(5

)

良
神
社
」
が
あ
り

「浦
島
明
神
」
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
伝

奇
の
物
的
表
現
で
あ
る
。

2
、
第

ニ
テ
キ
ス
ト
:

『群
書
類
從
」
本

今
本

『群
書
類
從
』
「文
筆
部
」
に
も

『浦
島
子
伝
』
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

『群
書
類
從
』
本
は
、
学
術
界
に
広
く
用

い
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
、
文
は

『古
事
談
』
本

と
基
本
的

に
同
じ
で
あ
る
が
、
結
び
の
プ

ロ
ッ
ト
に
進
展
が
見

受
け
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
を

「第
ニ
テ
キ
ス
ト
」
と
す
る
。

こ
こ
に
は

『古
事
談
』
本
の
結
尾
に
以
下
の
記
述
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

尋
不
値
七
世
之
孫
、
求
只
茂
万
歳
之
松
。
島
子
齢
于
時
二
八
歳
許
也
、
至

不
堪
。
披
玉
匣
見
底
、
紫
煙
昇
天
無
其
賜
。
島
子
忽
然
頂
天
山
之
雪
、
乗

(
6
)

合
浦
之
霜
矣
。

こ
の
段
に
は
、
新
し
い
プ

ロ
ッ
ト
ー

中
国
の
故
事
を
運
用
し
、
道
教
的
色

彩
を
強
め
、
人
間
の
昇
天
を
描
く
ー

が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
お
そ

ら
く
日
本

の
文
人
創
作
中
、
最
初

に
人
間
の
昇
天
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
よ
り
後
、
人
界
を
中
心
に
、
天
空

・
人
界

・
海
洋
の
三
世
界
が
、
文
学
作

品
の
中
で
新
し

い
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
日
本
漢
文
伝
奇
が

「物
語
」
形
成
に
先
行
す
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
角
度

か
ら
い
え
ば
、
こ
の
プ

ロ
ッ
ト
お
よ
び
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
醸
し
出
す
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
文
学
的
情
趣
の

出
現
は
、
き
わ
め
て
重
視
す

べ
き
で
あ
る
。

3
、
第

三
テ
キ
ス
ト
:

「丹
後
国
風
土
記
』
の
文
章

あ
る
学
者
は
、
『浦
島
子
伝
』
の
テ
キ
ス
ト
が
、
『丹
後
国
風
土
記
』
か
ら
採

(
7
)

ら
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
私
た
ち
が
今
日
見
る
と
こ
ろ
の

『丹
後
国
風
土

記
』
に
は
、
確
か
に

「浦
島
子
」
伝
記
が
あ
り
、
文
体
も

「伝
奇
」
の
類

に
属

し
て
い
る
。
し
か
し
、

『丹
後
国
風
土
記
』

の
原
本
は
す

で
に
早
く
か
ら
散
逸

(
8
)

し
、
現
存
す
る
材
料
は

『釋
日
本
紀
』
巻
十
二
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『釋
日
本
紀
』

の
原
稿

は
、
文
永
十

一
年

(
=

一七
四
年
)
お
よ
び
建
治
元
年

(
一
二
七
五
年
)
に
、
卜
部
兼
文
が
前
関
白

一
条
実
経
の
た
め
に
、
『日
本
書
紀
』

を
講
述
し
た
も
の
で
、
兼
文
の
息
子
ト
部
兼
方

に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
世
に
問
わ
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れ
た
十
三
世
紀
後
期

の
著
作
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
記
録
す
る

『浦
島
子

伝
』
の
内
容
や
主
題
は
、
前
述

の
二
篇
と
同

一
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
者

に
よ

っ
て
、
そ
の
同
様
の
内
容
は
、
よ
り
味
わ

い
深
く
、
入
り
組
ん
だ
プ

ロ
ッ
ト
は

詳
細
に
描
き
出
さ
れ
、
文
字
数
は

『古
事
談
』
本
に
比

べ
三
分
の

一
ほ
ど
も
増

や
さ
れ
て
い
る
。
作
者
の
手
腕

に
は
す
で
に
物
語
の
構
成
に
熟
達
し
た
も
の
が

あ
る
。
前

の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
と
の
明
ら

か
な
相
違
は
、
そ
の
エ
ピ

ロ
ー
グ

に

「
昇
天
」
の
プ

ロ
ッ
ト
が
置
か
れ
た
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
日
本
民
族

文
学
独
特

の
和
歌
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

浦
島
子
は
途
方
に
暮
れ
て
、
咽
び
泣
き

つ
つ
辺
り
を
徘
徊
す
る
が
、
こ
こ
で

涙
を
拭

い
歌
を
詠
む
。

等
許
余
弊
爾
、

久
母
多
知
和
多
留
、

美
頭
能
睿
能
、

宇
良
志
麻
能
古
賀
、

許
等
母
知
和
多
留
。

常
世
べ
に

雲
た
ち
わ
た
る

水

の
江

の

浦
島
の
子
が

言
持
ち
わ
た
る

神
女
が
遥
か
彼
方

に
飛
び
去
り
な
が
ら
美
し
い
声
で
次

の
よ
う
に
詠
む
。

夜
痲
等
弊
爾
、

加
是
布
企
阿
義
天
、

久
母
婆
奈
礼
、

所
企
遠
理
等
母
与
、

(
9
)

和
遠
和
須
良
須
奈
。

大
和
べ
に

風
吹
き
あ
げ

て

雲
放
れ

退
き
居

り
と
も
よ

吾
を
忘

ら
す
な

こ
の
二
首
の
短
歌

の
後
に
、
浦
島
子
の

一
首
と
、
そ
れ
に
後
世
の
人
が
付
け

加
え
た
歌

(長
歌
)

一
首
が
あ
る
。
和
歌
の
出
現
に
よ
り
彼
ら
の
情
愛
は
よ
り

い
っ
そ
う
趣
深

い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
和
歌

の
出
現
の
持

つ
も

っ

と
も
重
要
な
意
義
は
、
中
国

の
文
言
体

の

「伝
奇
」
が
、
日
本

の
民
間
的
な

「語
り
物
」
文
学
に
大
き
く

一
歩
近
付

い
た
こ
と
で
あ
る
。

4
、
第

四
テ
キ
ス
ト
:

「續
浦
島
子
伝
記
』

朱
雀
天
皇
承
平
二
年

(九
三
二
年
)
に

『續
浦
島
子
伝
』
が
あ
る
。
作
品
の

主
題
、
主
人
公
、
文
体
の
特
徴
か
ら
、
こ
れ
が
前
述
の

『釋
日
本
紀
』

の
テ
キ

(10
)

ス
ト
を
基
礎
と
し
て
、
そ
れ
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。
こ
の

『續
記
』
の
重
視
す
べ
き
点

は
、
作
者
が
浦
島
子
の
故
事
を
語
り
終
え
た
後
、

十
四
首

の
和
歌
を
添
え
、
繰
り
返
し
男
女
の
主
人
公
の
心
の
葛
藤
を
述

べ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
和
歌

一
首
ご
と
に
同
様
の

主
題
を
持

つ
七
言
の
漢
詩
が
添
え
ら
れ
、

一
種
の

「歌
詩
合
」
と
も
い
う
べ
き

新
し
い
形
式
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(浦
島
子
咏
)

(和
歌
の
原
文
)

水
乃
江

浦
島
子
加

玉
匣
開
天
乃
後
曾

久
厄
子
雁
氣
留

(漢
詩
の
原
文
)

水
江
島
子
到
蓬
莱

恋
慕
故
郷
排
浪
回

亀
媛
哀
憐
相
別
後

猶
開
玉
匣
萬
悲
來
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(亀
媛
咏
)

紫
雲

乃
歸
緒

見
柄
丹

何
我
袖
乃

紅
丹
染

蓬
山
女
作
紫
雲
心

袖
裏
千
行
紅
涙
深

臥
地
呼
天
釵
忽
落

感
腸
易
斷
涙
難
禁

こ
の
よ
う
な

「歌
詩
合
」
は
き
わ
め

て
興
味
深
い
。
こ
れ
は
翻
訳
で
は
な
い
。

同
様
の
題
材
を
、
同
様

の
イ
メ
ー
ジ
で
、
同
時

に
和
歌
と
漢
詩
に
作
り
上
げ

て

い
る
の
で
あ

っ
て
、
作
者
の
文
学
的
才
知
が
和
漢
と
も
に
兼
備
さ
れ
て
い
る
も

(11

)

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『續
浦
島
子
伝
記
』
の
十

四
組

の

「歌
詩

合
」
は
、

一
つ
の
独
立
し
た
文
学
体
系
を
構
成
し
て
い
る
。
『浦
島
子
伝
』
の
.

中
で
、
人
の
情
感
を
も

っ
と
も
強
く
表
現
し
て
い
る
プ

ロ
ッ
ト
を
、
韻
文
の
形

式
で
詠
唱
し
、
か
つ
、
伝
奇
の
本
文
と
も
呼
応
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は

一
つ
の

新
し
い
文
学
様
式

の
胎
動
で
あ
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ

う
か
。

注(
1
)

小

中
村

清
矩

『国

文
論

纂

・小

説

之
節
』

お
よ
び
青

木

正
児

『
日
本

文
学

』

参
照

。

(
2
)

こ
こ

で
用

い
た

「
小
説

」

と

い
う

概
念

は
、

お
も

に
古

代
物

語
文

学

の
こ

と

を
指

す
。

現
代

文

芸

史

上

で

い
う

「
小

説

」

と

は
ま

っ
た

く
異

な

る

概
念

で
あ

る

が
、

い
か
な

る
差

異

に
か

か
わ
ら

ず

、
「
小

説
」

に
属

す

る
古

今

の
文

学
作

品

は
、

「
小
説

」

の
創

作

に
お

い
て
も

っ
と
も

一
般

的

な
原

則

で
あ

る

と

こ
ろ
の

「虚
構
」
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

『浦
島
子
伝
』
を
古
代
小
説
の
先
行
作
品
と
す
る
。

(3
)

日
本
古
代
漢
文
伝
奇
は

『浦
島
子
伝
』
だ
け
で
は
な
く
、
や
や
遅
れ
て

『狐
媚
記
』
『玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
『遊
女
記
』
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
日

本
文
学
史
に
お
い
て

一
つ
の
領
域
を
な
し
て
い
る
。

・

(4
)

引
用
文
は
、
『新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
十
八
巻
に
よ
る
。
黒
板
勝
美
等

編
集

弘
文
館
刊

昭
和
四
〇
年
版

(5
)

「浦
島
明
神
」
の
こ
と
は
、
南
北
朝
時
代
に
編
纂
さ
れ
た

『紙
本
著
色
浦

島
明
神
縁
起
』
に
見
ら
れ
る
。
宇
良
神
社
所
蔵

日
本
重
要
文
化
財

(6
)

『群
書
類
從
』
第
九
輯

「文
筆
部
」
巻
第
百
三
十
五

(7
)

江
戸
時
代
の
学
者
天
野
信
景
は
、
『塩
尻
』
巻
四
十
八
に
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。
「浦
島
子
水
府
に
至
り
し
故
事
、
万
葉
集
の
歌
に
見
え
天
書
第

八
に
記
…
…
丹
後
風
土
記
に
い
へ
る
も
の
尤
く
は
し
、
丹
後
国
与
謝
の
郡
日

量
筒
川
村
の
人
、
日
下
部
首
等
が
先
祖
筒
川
島
子
と
い
へ
り
」
『日
本
随
筆
大

成
』
(第
三
期
)
第
十
四
冊

弘
文
館
刊

昭
和
五
二
年
版

(8
)

『風
土
記
』
は
、
八
世
紀
に
編
ま
れ
始
め
た
地
方
の
公
文
書
で
、
元
明
天

皇
和
銅
六
年

(七

=
二
年
)、
勅
命
に
よ
り
地
方
官
吏
が
当
地
の
風
俗
や
事
物

な
ど
を
記
録
さ
せ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
現
存
す
る
の
は
、
常
陸

・
出
雲

・
播

磨

・
豊
後

・
肥
前
の
五
国
の
残
本
で
、
『風
土
記
』
の
書
名
は
、
お
そ
ら
く
中

国
晋
代
周
処
の

『陽
羨
風
土
記
』
か
ら
取

っ
た
も
の
で
あ
る
。

(9
)

『風
土
記
』
は

『日
本
古
典
文
学
大
系
』
(二
)
に
よ
っ
た
。
秋
本
吉
郎
校

注

岩
波
書
店
刊

昭
和
三
〇
年
版

(10
)

『續
浦
島
子
伝
記
』
は
、
『群
書
類
從
』
「文
筆
部
」
巻
第
百
三
十
五
に
よ

っ
た
。
あ
る
学
者
は
、
『續
浦
島
子
伝
』
は

『浦
島
子
伝
』
と
何
の
関
係
も
な

い
と
考
え
て
お
り
、
あ
る
学
者
は
、
『續
浦
島
子
伝
』
は

『浦
島
子
伝
』
か
ら
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略
抄
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
も

っ
と
も
と
す
る
と

こ
ろ
は
あ
る
が
、
文
献
学
か
ら
考
察
す
れ
ば
こ
れ
は
第
四
テ
キ
ス
ト
に
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(11
)

「歌
詩
合
」
の
文
学
形
式
に
つ
い
て
は
、
拙
著

『中
日
古
代
文
学
関
係
史

稿
』
第
五
章
第
四
節
に
述
べ
た
。
湖
南
文
芸
出
版
社
刊

一
九
八
七
年
版

第
二
節

ル
ー
ツ
の
研
究

『浦
島
子
伝
』
は
い
く

つ
か
の
海
洋
に
関

す
る
伝
説
が
結
合
し
て
成
立
し
た
物

語

で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る

「海
洋
伝
説
」
は
、
遥
か
昔
の
沿
海
地
区

の
住
民
の
、

海

に
対
す
る
奇
怪
な
想
像
の
産
物
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
編
成
さ
れ
て
で
き
た
物

語

で
あ
る
。
住
民
の
移
動
に
よ

っ
て
、
そ

の
地
域

一
帯

の
伝
説
は
ま
す
ま
す
広

範
な
地
域
に
広
が
る
と
と
も
に
、
互

い
に
交
差

・
融
合
し
、
新
し
い
伝
説
を
合

成
し
た
。
『浦
島
子
伝
』
は
、
こ
の
種
の
海
洋
伝
説
の
基
礎
の
上
に
形
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
始
的
材
料
は
、
文
人
の
意
識
的
創
作

(「創
作
」
と

は
す
な
わ
ち

「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
)
を
経
て
、
文
明
時
代

の
社
会
意
識

が
強
化
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
神
話
や
伝
説
が
本
来
持

っ
て
い
た
主
題
が
次
第

に
埋
没
し
て
、
作
品
は
男
女

の
性

の
表

現
で
あ
る
艶
情
小
説

に
な

っ
た
の
で

(
1
)

あ

る

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

一
編
の
伝
奇
を
構
成
し
た
原
始
的
材
料
-

作
品
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま

っ
た
若
干
の
神
話
や
伝
説
1

は
探
し
出
せ
そ
う

な

の

で
あ

る
。

1
、
「萬
葉
集
」
の

「
水
江
浦
島
子
」

『萬
葉
集
』
巻
第
九

「雑
歌
」
に
、
『咏
水
江
浦
島
子
』
と
い
う
和
歌

(恥

一

七
四
〇
)
が
あ
る
。
辞
は
長
く
、
九
三
句

に
も
及

ぶ
。
こ
の
歌
は

「自
由
歌

(2
)

謡
」
時
代
の
作
品
に
属
し
、
か
な
り
古
代
的
で
あ
る
。
作
者
名
は
な
く
、
冒
頭

は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

春
の
日
の

霞
め
る
時

に

墨
吉
の

岸
に
出
で
居
て
(3
)

釣
舟
の

と
を
ら
ふ
見
れ
ば

古

の

こ
と
そ
思
ほ
ゆ
る

歌
中
に
い
う

「釣
舟
の
と
を
ら
ふ
見
れ
ば
、
古
の
こ
と
そ
思
ほ
ゆ
る
」
は
、

こ
の

一
首
の
和
歌
が
、
お
そ
ら
く
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ

っ
た
古

い
伝
説
に

基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
私
た
ち
は
い
ま
だ
こ

の

「
さ
ら
に
古

い
伝
説
」
を
発
見
で
き
な
い
で
い
る
。
あ
る
研
究
者
は
、
『日

本
書
紀
』
中
の

「浦
島
伝
説
」
を
こ
の
歌

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
。
確
か
に

『萬
葉
集
』
と

『日
本
書
紀
』
の
中

に
は

「浦
島
伝
説
」
が
あ
る
が
、
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
異
な
る
系
統

の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
和
歌
の
内
容
に
は
、
す
で
に
伝
奇

の
基
本
的
輪
郭
が
含
ま
れ
て
い
る
。

韻
文
と
散
文
の
叙
述
方
法

の
相
違
か
ら
、
和
歌
は
ま
ず
二
十
四
句

の
比
較
的
短

い
叙
述
で
、
漁
師
浦
島
子
と
海
神
の
女
の
恋
愛
結
婚
を
描
写
し
て
い
る
。

水
江
の

浦
島
子
が

鰹
釣
り

鯛
釣
り
誇
り

七
月
ま
で

家
に
も
来
ず
て

海
界
を

過
ぎ
て
漕
ぎ
行
く
に

海
神
の

神
の
娘
子
に

た
ま
さ
か
に

い
漕
ぎ
向
か
ひ
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相
と
ぶ
ら
ひ

言
成
り
し
か
ば

か
き
結
び

常
世
に
至
り

海
神

の

神

の
宮
の

内
の

へ
の

妙
な
る
殿
に

携
は
り

二
人
入
り
居
て

老

い
も
せ
ず

死
に
も
せ
ず
し
て

こ
の
後
、
比
較
的
多
く
の
紙
面
を
割

い
て
男
女
の
主
人
公
の
別
離
の
情
お
よ

び
浦
島
子
の
帰
郷
後
の
孤
独
を
描
く
。
構
成
上
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
ッ
ト
の
配
置

は
、
和
歌
に
よ
る
表
現

に
効
果
的
で
あ
る
。

た
だ
し
、
『萬
葉
伝
説
』
と
伝
奇
に
は
重
大
な
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
お
お
む
ね
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第

一
に
、
和
歌
の
女
主
人
公
は

「海

神
の
娘
子
」

で
あ
り
、
大
海
原
の
娘

で

あ

っ
て
、
海

に
潜
む
あ
る
特
定
の
生
物

(た
と
え
ば
、
亀
の
よ
う
な
)
の

「変

体
」
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
「萬
葉
伝
説

」
は
き
わ
め
て
古

い
海
洋

お
よ
び
海

洋
に
関
す
る

一
切
を
崇
拝
す
る

「汎
海

洋
崇
拝
」

の
表
れ
で
あ
り
、
こ
の
た
め

に

一
つ
の
特
定
生
物
を
も

っ
て
崇
拝
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
伝

奇
は
多
く
の
テ
キ
ス
ト
を
持

つ
け
れ
ど
も
、
女
性
の
主
人
公
は
み
な

「亀
」

の

変
体
で
あ
る
。
ト
ー
テ
ム
の
系
譜
か
ら

い
っ
て
、
そ
れ
は
す

べ
て
特
定
の

「亀

崇
拝
」
系
列
に
属
す
る
。

第
二
に
、
「萬
葉
伝
説
」
の
結
尾
で
は
、
男
性

の
主
人
公
が

「海
神
の
娘
子
」

の
忠
告
を
聞
き
入
れ
ず
、
玉
手
箱
を
開

け
、
天
空

に
飛
び
去
り
、
「若
か
り
し

膚
も
皺

み
ぬ

黒
か
り
し

髪
も
白
け

ぬ

ゆ
な
ゆ
な
は

氣

さ

へ
絶
え
て

後

つ
ひ
に

命
死
に
け
る
」
。
こ
の

「死
」
と
い
う
結
末
は
伝
奇
と
明
ら
か
に

異
な
り
、
深
刻
な
意
義
を
含
む
。
そ
れ

は
や
は
り

「汎
海
洋
崇
拝
」
の
延
長
で

あ
る
。
「人
」
た
る
男
性
主
人
公
は
、
「海
神
」

の
女
性
主
人
公
の
警
告

に
反
し

た
の
で
、
「死
」

へ
の
途
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
当
時

の

「汎
海
洋
崇
拝
」

の

一
種
の
心
理
状
態
、

つ
ま
り
、
「人
」
が

「海
」
の
意
志
に

背
い
た
と
き
に
は
、
必
然
的
に
滅
亡
と
い
う
運
命
が
待

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

東
ア
ジ
ア
の
文
化
史
と
い
う
角
度
か
ら
見
て
み
る
と
、
こ
の

「死
」
と
い
う

結
末
は
、
さ
ら
に

一
つ
の
重
要
な
観
念
を
表
し
て
い
る
。
『浦
島

子
伝
』
お
よ

び
そ

の
後
に
続
く

『竹
取
物
語
』
は
、

エ
ピ

ロ
ー
グ

に

「昇
天
」
「不
死
」
を

も

っ
て
終
わ
り
、
「萬
葉
伝
説
」
中
の
浦
島
子
は
、
「昇
天
」
と

「死
」
で
終
わ

る
。
「
昇
天
」
し
な
が
ら
も

「不
死
」
を
得
ら
れ
な

い
と

い
う
の
は
、
日
本

の

先
住
民
族
本
来

の
観
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「記
紀
神
話
」
で
は
、
「
天

神
」
と

「国
神
」
は
、
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
「天
上
界
」
と
は

「
天

神
」
の
居
住
区
で
あ
り
、
「
国
神

(居
住
民
の
首
領
)」
は
、
「
天
上
界
」
に
行

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て

「不
死
」
な
ど
は
不
可
能

で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の

思
想
に
お
い
て
、
「昇
天
」
し
て

「不
死
」
を
得
る
と
い
う

の
は
、
中
国

の
方

士

に
よ

っ
て
発
展
さ
れ
た
道
教

の
観
念

で
あ

る
。
「萬
葉
伝
説
」
の
こ
の
結
尾

は
、
間
違

い
な
く
伝
説
と
伝
奇
の
境
界
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
か
つ
伝
説
の
古

(4
)

さ
を
表
し
て
い
る
。

第

三

に
、
「
万

葉

和

歌
」
は

こ

の

浦

島

伝

説

の

発

生

地

を

「墨

吉

(ω⊆
3
一昌
O
O
)」

の
岸
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
地
は
か
な
り
古
く
か
ら
の
神
聖
な

場
所
で
、
も

っ
と
も
古
く
に
は

『古
事
記
』

の

「神
代
巻
」

の
中
に
見
ら
れ
る
。
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男
神
伊
邪
那
岐
命
が
黄
泉
の
国
か
ら
帰
り
、
筑
紫
国
日
向
の
桔
小
門
の
阿
波
岐

原
で

「禊
ぎ
祓

ひ
」
、
水
底
で
体
を
洗

っ
た
と
き
生
ま
れ
た
神
を
底
洞
之
男
命

と
い
う
。
水
中
で
洗

っ
た
と
き
生
ま
れ
た
神
の
名
を
、
中
洞
之
男
命
と

い
い
、

水
面
近
く
で
洗

っ
た
と
き
生
ま
れ
た
神

の
名
を
、
上
洞
之
男
命
と
い
い
、
「
こ

の
三
柱
の
神
は
、
墨
江
の
三
前
の
大
神
な
り
」
と
す
る
。
こ
こ
か
ら

「墨
江
の

神
」
は
、
海
路

の
保
護
神
の
象
徴
と
な

っ
た
。
(中
国
の
読
者
は
特

に
こ
こ
で

の

「江
」
が
川
を
指
す
も
の
で
は
な
く
て
、

一
つ
の
地
名
を
表
す
こ
と
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「墨
江
」
は

「
墨
吉
」
と
ま

っ
た
く
同
じ
場
所
を
指

す
。
)

『風
土
記

・
摂
津
国

(逸
文
)
』
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

住
吉
と
稱
ふ
所
以
は
、
昔
、
息
長
足
比
賣
の
天
皇
の
み
世
、
住
吉
の
大
神

現
れ
出

で
ま
し
て
、
天
の
下
を
巡
り
行
で
ま
し
て
、
住
む
べ
き
國
を
覓
ぎ

た
ま
ひ
き
。
時
に
、
沼
名
椋
の
長
岡

の
前
に
到
り
ま
し
て
、
乃
ち
謂
り
た

ま
ひ
し
く
、
「斯
は
實
に
住
む

べ
き
國
な
り
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
逑
に

讚
め
稱

へ
て
、
「真
住

み
吉
し
、
住

吉
の
國
」
と
云
り
た
ま
ひ
て
、
乃
ち

す

み

の

え

神
の
瓧
を
定
め
た
ま
ひ
き
。
今
の
よ
、
略
き
て
、
直

に
須
美
乃
叡
と
稱
ふ
。

文
中

の

「住
吉
」
は
、
『古
事
記
』
中

の

「墨
江
」
で
あ
り
、
『万
葉
集
』
中

の

「墨
吉
」
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
海
路
の
保
護
神

「住
吉
の
大
神
」
を
俗
に

「す

み
の
え
」
と
略
称
し
、
「墨
江
」
と
呼
ん

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、

太
平
洋
側
の
大
阪
湾

に
位
置
し
、
「萬
葉

和
歌
」
に
記
載

の
あ
る
浦
島
伝
説

の

発
生
が
、
こ
の
よ
う
に
古
来
よ
り
神
聖
と
さ
れ
た
場
所
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
伝

説
の
本
来
の
特
徴
を
十
分
に
表
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「海
路
保
護
神
」
を

(
5
)

背
景
と
し
、
「汎
海
洋
崇
拝
」
の
意
識
は
な
お
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
『浦
島
子
伝
』
の
各
種
テ
キ
ス
ト
に
記
さ
れ
た
物
語

の
舞

台

(地
名
)
が
す
べ
て
和
歌
と

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
研
究
者
と

し
て
絶
対
に
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
相
違
点
で
あ
る
。
伝
奇

は
浦
島
子
を

「澄
江
浦
島
子
」
と
呼
び
、
ま
た
は

「帰
於
澄
江
之
浦
」
と

い
う
。
こ
こ
で
い

う

「
澄
江
」
は
、
実
際
に
は
な
い
地
名
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
こ
の
言
葉
の
意

味
を
追
求
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く

「水
が
澄
む
こ
と
、
澄
ん
で
い

る
こ
と
」
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
文
人
創
作
の
伝
奇
の

「虚
構
」
の

特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「萬
葉
伝
説
」
と

『浦
島
子
伝
』
は
上
述
の
よ
う
な
相
違
点
が
あ
る
こ
と
は
、

ま
さ
に

「浦
島
伝
説
」
の
中

に
萬
葉
和
歌

「咏
水
江
浦
島
子
」
が
溶
け
込
ん
で

い
る
こ
と
の
証
明
で
あ
り
、
か
な
り
古

い
時
代
性
を
持

つ
と
と
も
に
、
日
本
本

土

の
特
色
を
備
え
持

つ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

2
、
「
日
本
書
紀
」
の

「浦
島
伝
説
」

『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
四

「雄
略
天
皇
廿
二
年
」
に
以
下

の
記
事
が
あ
る
。

秋
七
月
に
、
丹
波
国
の
余
瓧
郡
の
管
川
の
人
瑞
江
浦
島
子
、
舟
に
乘
り
て

釣
す
。
途
に
大
亀
を
得
た
り
。
便
に
女
に
化
爲
る
。
是

に
浦
島
子
、
感
り
(
6
)

婦
に
す
。
相
逐
ひ
て
海
に
入
る
。
蓬
莱
山
に
到
り
て
、
仙
衆
を
歴
り
覩
る
。
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こ
れ
は
古
く
よ
り
丹
波
国

に
伝
わ
る

「浦
島
伝
説
」
で
あ
る
。
伝
説
は
、

「
報
恩
」
「神
婚
」
「
異
域
」
な
ど
の
部
分

か
ら
な
り
、
民
間

の
素
朴
な
信
仰

と

海
に
対
す
る
珍
し
い
幻
想
が
表
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
伝
説
は
雄
略
天
皇

の
時
代

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
伝
説
そ
の
も
の

の
歴
史

の
古

さ
を
示
し
て
味
説
・
伝
説

の
発
生
は
古
代
丹
波

の
国
の

「余
杜

郡
」
で
、
「余
杜
郡
」
は
す
な
わ
ち

「与
謝
」
「与
佐
」
(ど
れ
も

閃
O
ω
鋤
と
読

む
)
で
あ
る
。
『續
日
本
紀
』
巻
六

「元

明
天
皇
和
銅
六
年

(七

一
三
年
)
」
に
、

「夏
四
月
乙
未
、
割
丹
波
国
加
佐
、
与
佐
、
丹
波
、
竹
野
、
熊
野
五
郡
、
始
置

丹
後
囲
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
・

こ
う

し
た
記
述
に
よ
れ
ば
、
な
ぜ

「伝
奇
」

の
各

テ
キ
ス
ト
が
す

べ
て
こ
の
故
事

の
発
生
地
を

「丹
後
」
と
し
、
「伝
説
」

も
ま
た
故
事
発
生
地
を

「丹
波
」
と
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。
も
と
も
と
そ

れ
ら
は
同

一
地
区
の
故
事
で
あ
り
、
し
か
も
、
前
述

の

「伝
奇
」
の
す

べ
て
の

テ
キ
ス
ト
は
紀
元
七

=
二
年
以
後
形
成

さ
れ
た
も
の
で
、
『日
本
書
紀
』
に
あ

る

「伝
説
」
は
紀
元
七

一
三
年
以
前

に
は
必
ず
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

証
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
伝
説
に
は
特
別
注
意
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
二

つ
の
点
が
あ
る
。

第

一
に
、
浦
島
子
が

「舟

に
の
り
て
釣
す
。
遂
に
大
亀
を
得
る
」

一
人
の
漁

師
が
海
上
に
お
い
て
魚
釣
り
を
す
る
が
、
「魚
」
は
得
ら
れ
ず

「亀
」
を
得

る
。

こ
の
亀
も
ま
た

「便
に
女
に
化
」
け
、

二
人
は
愛
し
合
い
婚
姻

へ
と
い
た
る
が
、

こ
の

「神
婚
」
の
プ

ロ
ッ
ト
は
、
前
述

の

『萬
葉
集
』
中
に
歌
わ
れ
た

「海
神

の
女
」
と
大
き
く
異
な
り
、

一
種

の
特
定
の

「神
亀
崇
拝
」

の
心
態
と
信
仰
観

念
を
示
し
て
い
る
。

第
二
に
、
こ
の

一
組
の
日
本
人
の
夫
婦
は
結
婚
後
、
「相
逐
ひ
て
海

に
入
る
。

蓬
莱
山
に
到
り
て
、
仙
衆
を
歴
り
覩
る
」
「蓬
莢
」
は
中
国
に
あ
る
。
現
代
風

に
い
え
ば
、
彼
ら
は
中
国
に
行

っ
て

「
ハ
ネ
ム
ー
ン
」
を
過
ご
し
た
と
で
も

い

お
う
か
。
中
国
古
代
文
化
に
お
い
て

「蓬
莢
」
と
い
え
ば
神
仙
崇
拝

お
よ
び
亀

崇
拝
の
物
的

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
伝
奇

の
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、

こ
の
亀
は
自

ら
を

「蓬
莢

の
女
」
と
い
い
、
す
な
わ
ち
彼
ら
は

「
ル
ー
ツ
を
求
め
て
の
旅
」

に
出
た
か
の
よ
う
だ
。
そ
の
心
態
は
前
述
の

「神
亀
崇
拝
」
と

一
致
し
て
い
る
。

上
述

の
二
つ
の
プ

ロ
ッ
ト
は
、
実
際
に
は
こ
の
伝
説
が
国
境
を
越
え
た
文
化

を
持

つ
と
い
う
意
義
を
表
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
伝
説
の
ル
ー
ツ
の
考

察

に
大
変
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
京
都
市
西
郊
外

に
あ
る
松
尾
神
社
は
京
都

の
中
で
も
も

っ
と
も
古

い

神
社
で
、
松
尾
山
の
山
麓
に
位
置
す
る
。
松
尾
山

に
は
七

つ
の
渓
谷
が
あ

っ
て
、

そ
の
う
ち

「御
手
洗
川
」
は
こ
の
神
社
を
経
由
し
て
流
れ
て
い
る
。
松
尾
神
社

の
史
料

に
よ
れ
ば
、
元
明
天
皇
の
和
銅
七
年

(七

一
四
年
)
御
手
洗
川

に
霊
亀

が
現
れ
た
と

い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
亀

の
首
に
は
三
つ
の
星
が
あ
り
、
背
中

に
は
七

つ
の
星
が
あ

っ
た
。
朝
廷
で
は
こ
れ
を
幸
運

の
兆
し
と
見

て
、
「和
銅

八
年
」
を

「霊
亀
元
年

(七

一
五
年
)」
と
改
め
た
。
そ
の
後
、
八
世
紀

に
は

「神
亀
」
「宝
亀
」
な
ど
の
年
号
が
続
々
と
使
わ
れ
、
十
三
世
紀
中
期
に
は

「亀

(
9

)

山
」
を
も

っ
て
天
皇
の
名
と
し
て
い
る
。
松
尾
神
社
の

「御
手
洗
川
」
は
、
こ

れ
よ
り

「霊
亀
の
滝
」
と
も
呼
ば
れ
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
人
々
は
こ
こ
を
訪
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れ
、
厳
か
な
気
持
ち
で
こ
の
霊
亀
の
現
れ
た
滝
を
拝
む
の
で
あ
る
。

「霊
亀
」
に
対
す
る
こ
の
種

の
崇
拝
と
同
様
に
、
古
代
に
お
い
て
日
本
海
東
南

に
位
置
す
る
丹
後
の
国
か
ら
平
安
京

(京
都
)
、
ま
た
琵
琶
湖
沿
岸

に
い
た
る

地
域
ま
で
、
「亀
」
を
も

っ
て
命
名
し
た
地
区
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
丹
後
半

島
北
部

の

「浦
島
明
神
」
の
所
在
地
伊
根

(古
称
、
伊
禰
)
に
は

「亀
島
」
が

あ
り
、
与
謝
郡
に
は
古
く

「亀
山

(現
在

で
は
亀
島
村
と
合
併
し
て
い
る
)
」

が
あ

る
。
大
偃
川
流
域

の

「亀
岡
」
は
、
古
く

は

「亀

山
」
と
呼
ば
れ
た
。

「丹
波

の
亀
山
」
は
、
日
本
史
上
有
名
な
旧
跡

で
あ
る
。
ま
た
、
平
安
京
西
郊

外

に
嵯
峨
山
が
あ
る
が
、
古
く
は

「亀
山
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
の
名
を

「亀
の

尾
山
」
と

い
わ
れ
て
い
た
。

『古
今
和
歌

集
』
中

に
あ
る

「亀

の
を
の
、
山
の

岩
根
を
、
と
め
て
お
つ
る
、
滝
の
白
玉
、
千
世

の
数

か
も
」
は
、
こ
の
山

の

(10

)

「亀
尾
の
滝
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
京
都
市
内
に
、
「亀
屋
」
と
呼

(
11

)

ば
れ
る
町
名
は
、
な
ん
と
十

一
カ
所
も
あ
る
。
こ
の
他
、
「亀
町
」
「亀
木
町
」

な
ど
が
あ
る
。
地
名
は
往
々
に
し
て
歴
史
の
片
鱗
を
残
し
、
遥
か
昔
か
つ
て
存

在
し
た
歴
史
の
事
実
を
表
し
て
い
る
。
唐

津
、
呉
市
、
秦
荘
の
よ
う
に
、
古
代

日
本
の
国
際
交
流
を
そ
の
名

に
示
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
高
度
な
現
代
化
を

遂
げ
た
東
京
都
に
す
ら
今
も
な
お

「洗

足
池
」
「井
の
頭
」
と
い
う
よ
う
な
地

名
が
あ
り
、
か
つ
て
こ
こ
に
存
在
し
た
村

の
風
貌
を
思

い
起

こ
さ
せ
る
。
上
述

の

「亀
」

に
よ
る
地
名

の
命
名
は
、
古
代
日
本
の
日
本
海
東
南

の
丹
後
半
島
か

ら
丹
波
高
地
、
亀
山
盆
地
、
平
安
京
を
経
、
琵
琶
湖
沿
岸
に
達
す
る
地
域
に
多

く
、
「亀
崇
拝
」
の
ト
ー
テ
ム
遺
跡

の
ラ
イ
ン
と
い
え
よ
う
。

中
国
上
古
時
代
の
ト
ー
テ
ム
の
系
譜

に
は
、
漢
族
を
組
織
す
る
各
氏
族

に
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
ト
ー
テ
ム
が
あ

っ
た
。
黄
河
流
域
を
そ
の
活
動

の
中
心
と
し
た

夏
族
と
周
族
は
、
水
中
を
は
う
も
の
を
そ
の
崇
拝
の
対
象
と
し
た
。
夏
族
は
、

「鯀
」
「禹
」
を
国
の
ド
ン
と
し
、
「
黄
帝
」
を
そ
の
始
祖
と
し
、
周
族

は
夏
族

(
12

)

の
文
化
の
伝
統
を
踏
襲
し
た
。
文
化
史
学

の
立
場

か
ら
い
え
ば
、
「黄
帝
」
は

(
13
)

人
で
は
な
く
、
「黄
」
も
ま
た
色

で
は
な
い
。
「
黄
帝
」
は
、

一
種
の
ト
ー
テ
ム

で
あ

る
。
歴

史

に

「黄

帝
」
と

呼

ば

れ
、
そ

の
号

を

「軒

轅

(×
轟
昌

磯
口
き
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「玄
竈

(×
口
曽
謬
団
⊆
鋤
口
)」
と
同
音

の
当

て
字

で
あ
る
。
「玄
鼇
」
は

一
種

の
大
亀
で
、
亀
甲
文
字
中

に
見
る

「

」
は
、

四
本

の
足
を
広
げ
た
、
体

に
鱗
状

の
甲
羅

の
あ
る
動
物

で
あ
る
。
「鯀
」
は

一

種

の
水
中
に
棲
む
生
物

で
、
死
後

「熊

(Z
Φロ
σq
)」

(「熊

(く
ま
)
」
で
は
な

い
)
に
な
る
。
「熊
」
は

「
三
足
鼈
」
で
あ
る
。
「鼈
」
も
ま
た

「亀
」

の
た
ぐ

い
で
あ
る
。
「禹
」
に

つ
い
て
は
、
顧
吉
剛
氏
な
ど
の
手
に
よ

っ
て
、
す
で
に

「虫
」
あ
る
い
は

「竜
」

の
前
身

で
あ
る
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。
中
国
最
古

の

経
典

『尚
書
』
に
、
「霊
亀
は
玄
文
五
色

に
し
て
神
霊

の
精
な
り
。
上
は
円
く

し
て
天
を
法
ど
り
、
下
は
方

に
し
て
地
を
法
ど
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

神
秘
的
な
亀
は
、
宇
宙
の
縮
図
、
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し

た
が

っ
て
、
中
国
漢
族
の
夏
族
や
周
族
な
ど
は
、
「亀
」
を
自
分
た
ち
の
ト
ー

テ
ム
と
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
『尚
書
』

の
中

で
周
族
が

「亀
」
を

「崇

高
な
存
在
」
と
し
て
い
た
こ
と
も
疑
問
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
爨

・
中
国
の
思

想
哲
学
の
研
究
者
た
ち
は
、
こ
の

一
つ
の
文
化
現
象
を
ほ
と
ん
ど
軽
視
し
て
い
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る
よ
う
だ
が
、
漢
族
の
人
々
の
生
活
の
中
で
、
こ
の

「亀
」
は
生
命
と
長
寿

の

象
徴
と
な

っ
て
い
る
。
『列
子
』
に
描
か
れ
た
不
老
不
死
の
神
仙
た
ち
が
生
活

す
る
と
い
う
蓬
莱
山
は
、
大
亀
が
持
ち
上
げ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
二
世
紀

に
曹

操
が
覇
王
と
な
り
、
神
亀
に
誓

い
を
た

て
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
命
の
意
義
を
比

較
し
た
の
で
嶷

・
中
国
で
は
後
漢
以
後
に
石
禦

で
き
る
が
、
磊

の
台
座

は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
大
亀

で
、
「贔

屓
」
と
呼
ば

れ
る
。
『広
韻
』
で
は
、

「贔
即
贔
屓
、
壮
士
作
力
貌

(贔
は
贔
屓
、
壮
士
の
力
を
作
す
貌
な
り
)」
と
解

釈
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
「贔
屓
」

と
は
、
非
常

に
大
き
な
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
あ
る
い
は
、

そ
の
よ
う
な
力
を
発
揮
す
る
行
為
を
意

味
す
る
言
葉
だ

っ
た
。
今
日
の
日
本
語

で
も
、
「今
後
と
も
ど
う
か
ご
ひ
い
き

に
」
と
い
う
と
き
の
、
あ

の

「
ひ
い
き
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
に
な

っ
た
も
の

で
あ
る
。
民
間
伝
説
中

の

「贔
屓
」
は
、
竜
の

一
種
で
あ
る
。
中
国
の
漢
民
族

に
か
つ
て
存
在
し
た

「亀
崇
拝
」
や
潜
在
的
な
そ
の
心
理
状
態
と
、
日
本
古
代

の

「亀
崇
拝
の
ラ
イ
ン
」
の
間

に
は
、
内
在
す
る
関
係
が
必
ず
あ
る
に
違

い
な

い
。も

っ
と
も
、
「亀
崇
拝
」
は
広
範
な

世
界
的
性
格
を
持

っ
て
い
る
。
特

に
ア

フ
リ
カ
あ
た
り
で
は
も

っ
と
も
普
遍
的

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
ド

ゴ
ン
族
は

「亀
」
を
創
造
の
神
の
化
身

と
し
、
バ
ン
バ
ラ
族
は

「亀
」
を
天
と

地
の
象
徴
と
し
て
い
る
。
現
在

の
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

の
ゾ

ー
ル
族

(イ
ン
タ

カ
)

の
族
旗
に
は

「亀
」
の
図
柄
が
刺
繍
し
て
あ
る
し
、
彼
ら
が
戦

い
の
際
に

用

い
る
盾
は
み
な

「亀
」

の
形
を
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
で
は
イ
ン
ド
に

「ビ
シ

ユ
ヌ
神
話
」
が
あ
る
。
神
々
が
不
死
の
甘
露
を
求
め
て
曼
陀
羅
山
で
乳
海
を
攪

拌
す
る
と
、
ビ
シ
ュ
ヌ
神
は
大
海
の
底

で
亀
に
変
身
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
軸

と
な

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
『日
本
書
紀
』
中
の

「浦
島
伝
説
」
と
こ
れ
ら

の
地
域
の
美
し

い

神
話
と
伝
説
は
、
お
そ
ら
く
直
接
的
な
関
係
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
私

に
は
、
日

本

の

「網
o
ω叩
ひq
巷
」
と
中
国
の
蓬
莱
山
に
登
場
す
る
陸
地

と
海
洋
を

つ
な
ぐ

優
れ
た
媒
介
者
で
あ
る
こ
の

「亀
」
が
、
漢
族
の
文
化
的
色
彩
を
色
濃
く
備
え

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

中
日
間
の
さ
ら
に
広
範
な
文
化
背
景
に
考
察
し
て
ゆ
く
と
、
こ
の
両
者
に
内

在
す
る
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第

一
に
毎
年
秋
、
亀
岡
祭
り
に
山
車
が
出
て
周
辺
を
練
り
歩
く
。
そ
の
中

に

「浦
島
山
」
が
あ
り
、
呉
服
町
が
出
す
。
呉
服
町
と
い
う
地
名
は
亀
岡
盆
地

に

あ

っ
て
、
海
と
は
直
接
的
な
関
係
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
こ
こ
に

「浦
島
山
」
の

伝
統
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

呉
服
町
と
い
う
名
の
由
来

に
つ
い
て
は
以
後
の
考
証
を
待

つ
こ
と
と
し
た
い

が
、
『日
本
書
紀
』
「応
神
天
皇
卅
七
年
春

二
月
」

に
、
「
阿
知
使
主

.
都
加
使

主
を
呉
に
遣
し
て
、
縫
工
女
を
求
め
し
む
。
…
…
呉

の
王
、
是

に
、
工
女
兄

媛

・
弟
媛
、
呉
織
、
穴
織
、
四
の
婦
女
を
與
ふ
」
と
あ
り
、
同
じ
く

「
四
十

一

年
春
二
月
」
に
は
、
「阿
知
使
主
等
、
呉
よ
り
筑
紫

に
至
る
。
時

に
胸
形
大
神
、

工
女
等
を
乞
は
す
こ
と
有
り
。
故
、
兄
媛
を
以
て
、
胸
形
大
神
に
奉
る
。
…
…

既

に
し
て
其
の
三
の
婦
女
を
率

て
、
津
国
に
至
り
、
武
庫

に
及
り
て
、
天
皇
崩
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り
ま
し
ぬ
。
及
は
ず
。
即
ち
大
鷦
鷯
尊

に
献
る
。
是
の
女
人
等
の
後
は
、
今
の

呉
衣
縫

.
蚊
屋
衣
縫
、
是
な
り
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
記
載
か

ら
推
察
す
れ
ば
、
呉
服
町
は
こ
の
幾
人

か
の
呉

の
地
か
ら
来
た
女
工
と
関
係
が

(
16

)

あ
る
。
『史
記

.
呉
太
伯
世
家
』
の
記
載

に
よ
れ
ば
、
こ
の
中
国
江
南

の
地
呉

を
も

っ
と
も
早
く
開
発
し
た
呉
太
伯
は
、
周
太
王
の
子
で
、
周
族

の
嫡
子
で
あ

っ
た
。
こ
れ
も
ま
た

「亀
」
を
ト
ー
テ
ム
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
た
が

っ
て
、
確

か
に
呉
服
町
は
海
岸

に
接
し
て
は
い
な
い
が
、
浦
島
子

と
亀
女
の
伝
説
を
継
承
し
、
そ
れ
が

「
祭
り
」

の
中
の

「浦
島
山
」
に
表
れ
て

い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
葛
野
郡
の

「う
ず
ま
さ

(
太
秦
)」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

現
在
の
京
都
市
右
京
区
に

「太
秦
」

と
い
う
地
名
が
あ

っ
て
、
も
と
の
葛
野

郡

(昭
和
三
年
に
京
都
市
に
編
入
し
た
)

に
あ
る
。
「
太
秦
起
源
説
話
」
も
少
な

か
ら
ぬ
歴
史
の
謎
を
秘
め
て
い
る
。

『日
本
書
紀
』
は

「応
神
天
皇
廿
年
秋
」

か
ら
、
中
国
帰
化
人
た
ち
が
日
本
に

入

っ
て
き
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る

(応
神
天
皇
は
伝
説
の
天
皇
で
、
系
譜
上

第
十
五
代
天
皇
で
あ
る
)
。
当
時
、
中
国

か
ら
の
帰
化
人
た
ち
の
中
で
、
縫
製

や
紡
績

に
従
事
す
る
も
の
が
も

っ
と
も
重
視
さ
れ
た
と
い
う
。
日
本
語
で
は
、

紡
績

の
用
旦
ハを

「
は
た
」
と

い
い
、
中

国
帰
化
民
は

「
は
た
民
」
「
は
た
人
」

と
呼
ば
れ
た
。
帰
化
人
の
中
に
は
、
自
ら
を
秦
朝

の
後
裔
と
す
る
も
の
が
多
く
、

「秦
」
と
い
う
漢
字
を
用

い
て
そ
れ
を
表

し
、
そ
れ
で

「秦
」
は

「
は
た
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

し
か
し
、
『新
撰
姓
氏
録
』
に
は
ま
た
別

の
説

が
あ

る
。
仁
徳

天
皇
時
代

(伝
説
の
天
皇

で
、
第
十
六
代
に
当
た
る
)、
中
国
帰
化
人
は
各
郡
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
養
蚕
絹
織
物
に
従
事
し
、
絲
、
綿
、
絹
な
ど
の
織
物
を
天
皇

に
献
上
し
た
。
す
べ
て
肌
同
様
の
柔
ら
か
さ
を
持

っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
語

で

「皮
膚
」
は
、
「
は
だ
」
と

い
う
。
そ
れ
で
、
「
は
た
」
と
い
う
姓
を
賜

っ
た

と
い
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
説

に
は
相
違
点
も
あ
る
が
、

二
つ
の
等
し
い
点
が
あ
る
。
そ

の

一
つ
は
、
伝
説
中
第
十
五
代
お
よ
び
第
十
六
代
天
皇
の
と
き
、
葛
野
、
嵯
峨

一
帯
に
中
国
帰
化
人
が
現
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
帰
化
人
が
主

に

養
蚕
や
絹
織
物
業
に
従
事
し
た
こ
と
で
、
「う
ず
ま
さ
」
形
成
の
時
間
と
条
件

を
表
し
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
「雄
略
天
皇
十
五
年
」

(雄
略
天
皇
は
伝
説
上
の
天
皇
で
、
系
譜

上
第
二
十

一
代
天
皇

に
当
た
る
)

の
記
載
に
、
「十
五
年

に
、
秦
の
民
を
臣
連

等

に
分
散
ち
て
、
各
欲

の
随
に
駈
使
ら
し
む
秦
造
に
委
に
し
め
ず
。
是
に
由
り

て
、
秦
造
酒
、
甚
に
以
て
憂
と
し
て
、
天
皇
に
仕

へ
ま

つ
る
。
天
皇
、
愛
び
寵

み
た
ま
ふ
。
詔
し
て
秦
の
民
を
聚
り
て
、
秦
酒
公
に
賜
ふ
。
公
、
仍
り
て
百
八

十
種
勝
を
領
率
ゐ
て
、
庸
調
の
絹
繰
を
奉
献
り
て
、
朝
庭
に
充
積
む
。
因
り
て

姓
を
賜
ひ
て
禹
豆
麻
佐
と
日
ふ
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は

「う
ず
ま
さ
」
が
、
山

の
よ
う

に
積
み
上
げ
ら
れ
た
形
を
示
す
と
記
し
て
あ
る
。
文
中
、
「秦
造
」
や

「秦
酒
公
」
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
秦
人

の
管
理
者
自
身
が
生
産
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
彼
は

「
う
ず
ま
さ
」
と
い
う
姓
を
受
け
、
漢
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字
で

「太
秦
」
と
書

い
た
。
実
際
に
は
、
そ
れ
ら
の
間
に
特
別
な
意
味
関
係
は

な

い
。

い
わ
ゆ
る

「太
秦
」
は

「
大
秦
」

で
、
す
な
わ
ち
秦
人
の
首
領
で
あ
る
。

そ
の
後
、
姓
が
地
名

へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
特

に
注
意
す
べ
き
と

思
わ
れ
る
の
が
、
こ
の
記
録
と

『浦
島
伝
説
』
の
記
録
が
わ
ず
か
七
年

の
差
異

し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
歴
史
と
伝
説
の
入
り
交
じ

っ
た
過

程
に
は
、

一
つ
の
非
常

に
重
要
な
特

徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
葛
野
、
嵯
峨
地
区
が
、
中
国
か
ら
の
帰
化
人
の
居
住
し

た
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
彼
ら
が
産
業

の
重
要
な
担

い
手

で
、
多
く
の
財
産
を
蓄
え
、
多
か
れ
少
な

か
れ
朝
廷
や
天
皇

に
影
響
す
る
と
こ

ろ
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。

第
三
に
、
か
つ
て
の
丹
波

の
国
と
丹
波
氏

の
先
祖
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う

「古
丹
波
国
」
と
い
う

の
は
、
紀
元
七

一
三
年
以
前

の

「古
」

の
丹
波
の
国
で
、
そ
の
後

の
丹
波
の
国
を
含
む
。
こ
の
広
大
な
土
地
に
お
い
て
、

中
国
大
陸
の
帰
化
人
も
相
当

の
活
躍
を
し
た
。
『三
代
実
録
』
「清
和
天
皇
貞
観

九
年

(八
六
七
年
)
十

一
月
二
十
日
乙
卯
」
の
条

に
、
以
下
の
記
録
が
あ
る
。

修
新
嘗
會
、
祭
於
神
嘉
殿
。
天
皇
齋
居
内
殿
、
遣
親
王
公
卿
行
事
。
…
…
(
17
)

外
從
五
位
下
行
侍
醫
藏
人
真
野
、
賜
姓
坂
上
宿
禰
、
後
漢
孝
靈
帝
之
後
也
。

こ
れ
は
ま

っ
た
く
興
味
深

い
記
載
で
、
こ
の
侍
医
は
天
皇
か
ら
寵
愛
さ
れ
、

姓
を
賜
り

「坂
上
宿
禰
」
と
名
乗

っ
た
が
、
実
は
中
国
の
後
漢
の
孝
霊
帝
の
後

裔

で
あ

っ
た
と
い
う
。
『
日
本
書
紀
』
巻
十

「応
神
天
皇
廿
年
秋
九
月
」
に
次

の
記
事
が
あ
る
。

倭
漢
直

の
祖
阿
知
使
主
、
其
の
子
都
加
使
主
、
竝
に
己
が
党
類
十
七
県
を

率
て
來
歸
り
。

こ
れ
は
比
較
的
規
模
の
大
き
な
移
民
で
あ
る
。
八
世
紀
に
成
立
し
た

『新
撰

姓
氏
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
移
民
の
リ
ー
ダ

ー
阿
知
使
主
は
、
「為
漢
霊
帝

三

世
孫
」
で
、
彼

の
息
子
都
加
使
主
は
来
日
後
た
だ
ち
に
丹
波
地
区
に
住

み
着
き
、

今
日
の
丹
波
氏

の
祖
先
と
な

っ
た
。
現
存
す
る

『丹
波
氏
系
図
』

に
は
次
の
よ

う
な
系
譜
図
が
あ
る
。

後
漢
霊
帝
↓
正
王
↓
石
秋
王
↓
阿
智
王

(応
神
帝
廿
年
日
本
来
朝
住
大
和

国
)
↓
高
貴
王

(始
来
朝
来
住
丹
波
国
阿
多
倍
号
都
賀
使
主
)
↓
志
岐
直

(
18

)

(於
本
朝
生
、
住
丹
波
国
、
賜
坂
上
住
)

坂
上
宿
禰
と
い
う
侍
医
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
後
裔
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

お
も
に
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
こ
の

一
帯
に
達
し
た
こ
れ
ら
の
中
国
移
民
は
、

河
川
の
治
水
工
事
や
農
耕

に
従
事
し
、
山
地
や
丹
波
両
国
を
開
拓
し
、
中
国
文

化
を
そ
の
地

に
持
ち
込
ん
だ
。
十
世
紀
後
半
の
日
本

の
著
名
な
医
学
者
丹
波
康

(19

)

頼
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
移
民
系
統
の
後
裔
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
す
で

に
相
当
古
く
か
ら
丹
波
の
国
に
は
日
本
文
化
と
異
な
る
文
化

の
融
合
が
見
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
丹
波
地
区
と
い
う
大
き
な
文
化
的
視
野
に
立

っ
て
、
も
う

一

度

『日
本
書
紀
』
の

「浦
島
伝
説
」
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
伝
説
が
国
境
を
越

え
た
文
化
を
内

に
含
ん
で
い
る
と

い
っ
て
も
不
思
議
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
ま

た
は
、
そ
れ
そ
の
も
の
が
中
国
帰
化
人
に
よ

っ
て
異
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
伝
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説
で
あ
る
の
か
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
中

に
す
で
に
相
当
多
く
の
帰
化
人
の
精

神
文
化
が
染
み
込
ん
で
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

3
、
「
記
紀
神
話
」
中
の

「
火
遠
理
命
神
話
」

こ
の
よ
う
に
、
『
日
本
書
紀
』
中
の

「浦
島
伝
説
」
は
国
境
を
越
え
た
文
化

的
意
義
を
持

つ
が
、
か
と
い
っ
て
浦
島
の
故
事
に
日
本
文
化
的
色
彩
が
な
い
と

は
い
え
な
い
。
こ
の
伝
説
の
中

に
潜
在
す
る
意
義
を
詳
細

に
わ
た

っ
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
伝
説
が
変
遷
す
る
過
程
形
態

に
、
豊
か
な
日
本

文
化
の
気
質
が
よ
り
い
っ
そ
う
顕
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際

に
、

「伝
説
」
か
ら

「伝
奇
」

に
い
た
る
変
化

は
、
単
独
の
判
断
で
は
複
雑

に
過
ぎ

る
も
の
が
あ
る
。
漢
文
伝
奇

『浦
島
子
伝
』
は
、

一
つ
の
複
合
形
態

の
作
品
で
、

そ
の
ル
ー
ツ
は
そ
の
ま
ま
さ
か
の
ぼ
っ
て

『古
事
記
』

に
た
ど
り
着
く
。
日
本

の

「
記
紀
神
話
」
中
の

「火
遠
理
命
神
話

」
は
、
あ
る
い
は
こ
の
伝
説
と
伝
奇

の
も

っ
と
も
原
始
的
な
雛
形
で
あ
ろ
う
。

火
遠
理
命

(彦
火
火
出
見
尊
)
は
、

天
照
大
御
神

の
孫
邇
邇
芸
命

(天
津

彦
々
火
瓊
々
杵
尊
)
と
富
士
女
神
木
花
之
佐
久
夜
眦
売

(鹿
葦
津
姫
、
木
花
之

開
耶
姫
)
の
子
ど
も
で
あ
る
。
彼
と
そ
の
長
兄
火
照
命

(火
闌
降
命
)
が
海
辺

で
魚
釣
り
を
し
て
い
た
と
き
、
お
互

い
に
釣
り
針
を
交
換
し
た
。
火
遠
理
命
は
、

火
照
命
の

「針
」
を
不
注
意
に
も
落
と
し

て
し
ま
い
、
そ
こ
で
、
こ
の
感
動
的

な
故
事
が
生
ま
れ
た
。
『古
事
記
』
「神
代
巻
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

矮
に
其
の
弟
、
泣
き
留
ひ
て
藩

に
暦
ま
し
し
時
に
・
撥

禪
來
て
・
問

レ

し
カ

そ

ら

つ

ひ

ご

ゆ

ゑ

ひ
て
日
ひ
し
く
、
「何

に
ぞ
盧
室
津
日
高
の
泣
き
患
ひ
た
ま
ふ
所
由
は
。
」

の

と

い

へ
ば

、

答

へ

て
言

り

た

ま

ひ

し

く

、

「
我

と

兄

と

鉤

を

易

へ
て

、

其

こ
こ

の
鉤
を
失

ひ
つ
。
是
に
其
の
鉤
を
乞
ふ
故
に
、
多
く
の
鉤
を
償

へ
ど
も
受

も
と

け

ず

て
、

『獪

其

の
本

の
鉤

を

得

む

。
』

と

云

ひ

き

。

故

、

泣

き

患

ふ

ぞ
。
」

の

あ
れ

い
ま
し
み
こ
と

た
め

こ
と
は
か
り

な

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
鹽
椎
神
、
「我
、
汝

命

の
爲

に
善
き

議

を
作

さ
む
。
」
と
云
ひ
て
、
即
ち
諜

際

の
艦

を
造
り
・
其
の
船
鋳

せ

て
、
教

へ
て
日
ひ
し
く
、
「鵝
其

の
船
を
押
し
流
さ
ば
・
叢
歡

し
往
で
ま

せ
。
嚇
し
鮮

有
ら
む
。
乃
ち
其
の
道
に
乘
り
て
往
で
ま
さ
ば
・
農

の

ご
と

み

や

わ
た
つ

み

の

み

か
ど

如
造
れ
る
宮
室
、
其
れ
綿
津
見
神

の
宮
ぞ
。
其
の
御
門
に
到
り
ま
し
な
ば
、

か
た
へ

ゐ

へ

ゆ

つ

か

つ

ら

ま

傍
の
井

の
上
に
湯
津
香
木
有
ら
む
。
故
、
其

の
木
の
上
に
坐
さ
ば
、
其
の

わ
た
の

む
す
め

あ
ひ
は
か

海

神
の
女
、
見
て
相
議
ら
む
ぞ
。」
と
い
ひ
き
。

ま
に
ま

つ
ぶ

こ
と

故
、
教
の
隨

に
少
し
行
き
ま
し
し
に
、
備
さ
に
其

の
言
の
如
く
な
り
し
か

ば
、
即
ち
其
の
窯

に
登
り
て
坐
し
き
・
爾
』
溝
神
の
女
・
釁
鬟

慰

貝

ま
か
だ
ち

た
ま
も
ひ

く

か
げ

の
從
婢
、
玉
器
を
持
ち
て
水
を
酌
ま
む
と
す
る
時
に
、
井

に
光
有
り
き
。

を

と

こ

い
と
あ

や

お

も

仰
ぎ
見
れ
ば
、
麗
し
き
壯
夫
有
り
き
。
甚
異
奇
し
と
以
爲

ひ
き
。
爾
に
火

の

ま
か
だ
ち

ま

遠
理
命
、
其
の
婢
を
見
て
、
水
を
得
ま
く
欲
し
と
乞
ひ
た
ま
ひ
き
。
婢
乃

た
て
ま
つ

ち
水
を
酌
み
て
、
玉
器
に
入
れ
て
貢
進
り
き
。
爾
に
水
を
飲
ま
さ
ず
て
、

み

く
び

た
ま

ふ
ふ

つ
ば

御
頸
の
瓔
を
解
き
て
口
に
含
み
て
、
其

の
玉
器
に
唾
き
入
れ
た
ま
ひ
き
。

矮
に
其
の
瓔
、
嬲
に
著
き
て
、
婢
瓔
を
得
離
た
ず
。
故
、
瑛
著
け
る
艦
げ

の

た
て
ま
つ

豐
玉
毘
賣
命
に
進
り
き
。
爾

に
其
の
嶼
を
見
て
、
婢
に
問
ひ
て
日
ひ
し
く
、
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も

か
ど

と

「
若

し

人

、

門

の

外

に
有

り

や

。
」

と

い

へ
ば

、

答

へ
て

日

ひ

し

く

、

「
人

へ

か

つ

ら

う
へ

ま

い
と

を

と

こ

有
り
て
、
我
が
井

の
上
の
香
木

の
上
に
坐
す
。
甚
麗
し
き
壯
夫
ぞ
。
我
が

き
み

ま

い
と

王
に
盆
し
て
甚
貴
し
。
故
、
其
の
人
水
を
乞
は
す
故
に
、
水
を
奉
れ
ば
、

え

は
な

水
を
飲
ま
さ
ず
て
、
此
の
瓔
を
唾
き
入
れ
た
ま
ひ
き
。
是
れ
得
離
た
ず
。

ま
に
ま

も

の

故
、
入
れ
し
任

に
將
ち
來
て
獻
り

ぬ
。
」
と
い
ひ
き
。
爾
に
豐
玉
毘
賣
命
、

あ
や

み

め

ま
ぐ
は
ひ

奇
し
と
思
ひ
て
、
出
で
見
て
、
乃

ち
見
感

で
て
、
目
合
し
て
、
其

の
父
に

か
ど

の

白

し

し

く

、

「
吾

が

門

に
麗

し

き

人

有

り
。
」

と

ま

を

し

き

。

爾

に
海

紳

、

あ
ま
つ

ひ

こ

そ

ら

つ

ひ

ご

自
ら
出
で
見

て
、
「此
の
人
は
、
天
津
日
高

の
御
子
、
虚
室
津
日
高
ぞ
。」

ゐ

み

ち

や

へ

と
云
ひ
て
、
郎
ち
内
に
牽

て
入
り
て
、
美
智
の
皮

の
疊
八
重
を
敷
き
、
亦

き
ぬ
だ
た
み

ま

も
も
と
り

つ
く
ゑ
し
ろ

維

疊

八
重
を
其

の
上

に
敷
き
、
其

の
上
に
坐
せ
て
、
百
取
の
机
代

の
物

そ
な

み

あ
へ
し

ま
ぐ
は
ひ

み

を
具

へ
、
御
饗
爲
て
、
印
ち
其

の
女
豐
玉
毘
賣
を
婚
せ
し
め
き
。
故
、
三

と
せ年
に
至
る
ま
で
其
の
國
に
住
み
た
ま
ひ
き
。

『日
本
書
紀
』
巻
二

「神
代
巻
」

の
下

に
同
様
の
題
材
を
持

つ
記
録
が
あ
り
、

そ
の
他
四
種

の
文
献
の
記
載
が
付
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
神
話
伝
承
の
広
範
さ
が

表
れ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
日
本
の
想
像
力
が
十
分

に
表
現
さ
れ
た
神
話
で
あ
る
。
典
型
的
な
海

洋
型
神
話
で
、
火
遠
理
命
が

「落
と
し

た
釣
り
針
」
を
探
し
求
め
る
た
め
に
発

生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
神
話
の
も

っ
と
も
本
質
的
内
容
は
、
海
宮
の
遊

覧
と
婚
姻
で
あ
る
。
こ
の
神
話
が
お
も

に

「釣
り
針
探
し
」
「異
郷
譚
」
お
よ

び

「神
婚
」
の
三
要
素
に
よ

っ
て
合
成

さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
中
西
進
氏
の
指

(20

)

摘

は

、

ま

っ
た

く

的

確

で
あ

る

。

こ
の
神
話

の
主
旨
は
、
大
地
と
海
洋
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
探
し
求
め

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
が
書
か
れ
る
以
前
の
日
本

の
沿
海
住
民
の

海
に
対
す
る
深
く
謎
め
い
た
憧
憬
、
海
を
開
拓
し
て
ゆ
く
情
熱
、
お
よ
び
海

に

生
き
る
生
物

へ
の
崇
拝
に
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
特
質
こ

そ
が
、
ま
さ
に

「浦
島
伝
説
」
の
原
始
的
雛
形
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
特
に
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
二
点
あ
る
と
思
わ
れ

る
。そ

の

一
つ
は
、
中
西
進
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
「
火
遠
理
命
神
話
」
が

い

わ
ゆ
る

「
日
向
神
話
」
の

一
部
分
で
あ
り
、
「
一
義
的
に
は

『古
事
記
』
全
体

(
21

)

の
流
れ
か
ら
遊
離
し
た
神
話
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
神
話
は
よ
り
強

い
民
間
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
神
話
の
展
開
す

る
海
の
世
界
に
は
優
し
い
人
間
の
情
愛
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
「
記
紀
神
話
」

に
は
合
計
四
つ
の
世
界
-

天
上
界
、
地
上
界
、
黄
泉
界
、
海
洋
界
1

が
描

か
れ
て
い
る
が
、
神
話

の
前
者
三
つ
の
世
界
に
対
す
る
描
写
は
、
み
な
神

の
創

造
に
関
す
る
活
動
や
、
神
と
神
と
の
関
係
を
の
み
表
し
た
だ
け
で
、
彼
ら
の
存

在
す
る
空
間
に
対
す
る
幻
想
は
ほ
と
ん
ど
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
天
の
神
は
最

高
の
神

で
あ
る
が
、
彼
ら
の
居
住
区
に
つ
い
て
は
、
た
だ

「天
安
河
の
誓
約
」

に
い
さ
さ
か
述

べ
ら
れ
て
い
る
ば

か
り
で
、
八
百
万
の
神
は

「天
の
石
屋
戸
」

の
中
と
あ
る
。
「天
の
石
屋
戸
」
と
は
何

か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く

一

つ
の
巨
大
な
洞
穴
で
あ
ろ
う
。
国
神
た
ち
は
地
上
界
に
住

み
、
も

っ
と
も
よ

い

建
物
は
、
速
須
佐
之
男
命
が
築

い
た

「
八
重
垣
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
具
体
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的
な
描
写
は
な
い
の
で
あ
る
。
黄
泉
界

に
い
た
る
と
、
そ
こ
は
悪
の
神
々
の
居

住
地
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
人
を
恐
怖

に
お
の
の
か
せ
る
雰
囲
気
を
の
み
表
し
て

い
る
。
た
だ
こ
の
海
洋
界

の
み
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
世
界
と
ほ
と
ん
ど
完
全

に

異
な

っ
た
表
現
な
の
で
あ
る
。

『古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』

(本
文
)

其

の
道
に
乘
り
て
往
で
ま
さ
ば
、
魚
鱗
の
如
造
れ
る
宮

室
…
…
其
の
神

の
御
門
に
到
り
ま
し
な
ば
、
傍
の
井
の

上
に
湯
津
香
木
有

ら
む
…
…
に
海
神
の
女
豐
玉
毘
賣
の

從
婢
、
玉
器
を
持

ち
て
水
を
酌
ま
む
と
す
る
時

に
、
井

に
光
有
り
き
。
仰
ぎ
見
れ
ば
、
麗
し
き
壯
夫
有
り
き
。

其
の
宮
は
、
雉
蝶
整
頓
り
て
、
臺
宇
玲
瓏
け
り
。
門
の

前
に

一
つ
の
井
有

り
。
井
の
上
に

一
つ
の
湯
津
杜
樹
有

り
。
枝
葉
扶
疏
し
。
時

に
彦
火
火
出
見
尊
、
其
の
樹

の

下
に
就
き
て
、
徒
倚
ひ
彷
徨
み
た
ま
ふ
。
良
久
し
く
し

て

一
の
美
人
有
り

て
、
闥
を
排
き
て
出
づ
。
途
に
玉
鋺

を
以
て
、
來
り

て
當
に
水
を
汲
ま
む
と
す
。
因
り
て
擧

目
ぎ

て
視
す
。
乃
ち
驚
き
て
還
り
入
り
て
、
其
の
父
母

に
白
し
て
日
さ
く
、
コ

の
希
客
者
有
し
ま
す
。
門
の

前
の
樹
の
下
に
在

す
」
と
ま
う
す
。

『日
本
書
紀
』

(
一
書
日
之

一
)

『日
本
書
紀
』

(
一
書
日
之
三
)

其
の
宮
は
城
闕
崇
華
り
、
楼
臺
壯
に
麗
し
。
門
の
外

に

井
有
り
。
井

の
傍
に
杜
樹
有
り
。
乃
ち
樹
の
下
に
就
き

て
立
ち
た
ま
ふ
。
良
久
に
あ
り
て

一
の
美
人
有
り
。
容

貌
世
に
絶
れ
た
り
。
侍
者
群
れ
從
ひ
て
、
内
よ
り
し
て

出
づ
。
將
に
玉
壷
を
以
て
水
を
汲
む
。
仰
ぎ
て
火
火
出

見
尊
を
見

つ
、
便
ち
驚
き
還
り
て
、
其
の
父
の
神
に
白

し
て
日
さ
く
…
…

自
つ
か
ら
に
海
禪
の
宮
に
至
り
た
ま
ふ
。
是

の
時
に
、

海
神
、
自
ら
迎
え
て
延
き
入
れ
て
、
乃
ち
海
驢

の
皮
八

重
を
鋪
設
き
て
、
其
の
上
に
坐
ゑ
た
て
ま

つ
ら
し
む
。

兼
ね
て
饌
百
机
を
設
け
て
、
主
の
礼
を
盡
す
。
因
り
て

從
容

に
問
ひ
て
日
さ
く
、
「
天
禪

の
孫
、
何
以

か
辱
く

臨
で
ま
し
つ
る
」
と
ま
う
す
。

こ
れ
ら
の
描
写
に
見
ら
れ
る
海
は
、
あ
た
か
も
人
の
よ
う
な
優
し
さ
を
持
ち
、

「神
」
や

「霊
」
と
い
っ
た
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
な

い
。
こ
れ
は
ま
さ
に
沿
海

住
民
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
幻
想
で
、
こ
こ
に
は
彼
ら
の
海
に
対
す
る
特
殊
な

情
愛
が
表
れ
て
い
る
。
『浦
島
子
伝
』

の

「亀
宮
」
が
、
そ
の
基
本
的
発
想
を

こ
こ
か
ら
得
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
伝
奇
の
中

に
す
で
に
か

な
り
濃
厚
な
道
教
的
雰
囲
気
が
に
じ
み
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
の
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神
話
が
創
造
し
た
身
近

で
温
か
な
生
存
空
間
は
破
壊
さ
れ
、
そ
の
華
麗
さ
が
か

え

っ
て
人
を
息
苦
し
く
さ
せ
る
の
で
あ

る
。

も
う

一
つ
は
、
火
遠
理
命
と
海
神
の
娘
豊
玉
毘
売
命

の
結
婚
は
、
感
情
的
に

は
非
常
に
よ
い
。
し
か
し
、
女
主
人
公

は

「容
貌
絶
世
」
で
あ
る
が
、
「八
尋

鰐
」

の
変
体
で
あ
る
。
こ
の

「美
人
鰐
」
が
生
ん
だ
子
天
津
日
高
日
子
波
限
建

鵜
葺
草
葺
と
合
わ
ず
、
自
ら
の
叔
母
玉
依
毘
売
命
を
妻
と
す
る

(こ
れ
自
体
が

雑
婚
性
の
形
態

で
あ
る
)。
日
高
日
子

の
母
親
が

「鰐
」
で
あ
る
か
ら

に
は
、

彼

の
母
親

の
妹

で
あ
り
今
は
彼

の
妻

と
な

っ
た
こ
の
女
性
も
ま
た
、
当
然

・
「鰐
」
で
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。
彼
ら

の
第
四
子
は
、
そ
の
名
を
豊
御
毛
沼
命

と
い
い
、
ま
た
の
名
を
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
と
い
っ
た
。

日
本
政
治
文
化
史
上
で
、
彼
は
き
わ

め
て
重
要
な
人
物

で
あ

る
。
日
本

の

「記
紀
神
話
」

(神
代
史
)
は
、
彼
を
代
表
と
し
て
終
わ
り
、
日
本
の
天
皇
史
は

彼
を
代
表
と
し
て
始
ま

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
彼
が
日
本
史
上
最
初
の
伝
説
中

の
天
皇
、
神
武
天
皇
で
、
今
日
第
百
二
十
五
代

に
到
る
天
皇

の
歴
史
は
、
彼
か

ら
始
ま
る
。
こ
こ
で
私
た
ち
の
注
意
を
引
く
に
十
分
値
す
る
こ
と
は
、

こ
の
神

武
天
皇

の
父
系
が
天
照
大
神
の
後
裔
で
、
彼

の
母
系
は
海

に
あ

っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
彼
の
祖
母
や
母
親
は
、
「
鰐
」
と

「鰐
」
の
変
体
な
の
で
あ
る
。

神
武
天
皇
を
太
陽
神
系
と
海
洋
神
系
の
混
血

の
複
合
体
と
す
る
の
は
、
ま
さ
に

日
本
先
住
民
の
太
陽
と
海
洋

へ
の
無
類

の
畏
敬
の
念

の
表
れ
で
あ
る
。

「
天
孫
降
臨
神
話
」
で
太
陽
神

へ
の
崇
拝
が
際
だ

っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
神
話

が
海

へ
の
畏
敬
を
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
い
え
ば
、

こ
の
神
話
は
日
本
先
住
民
の

「鰐
崇
拝
」
の
象
徴
的
表
現
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
日
本
文
化
史

の
研
究
者
が
み
な
、
日
本
民
族
の
太
陽
崇

拝
の
意
識
を
解
明
す
る
こ
と
に
重
き
を
お
い
て
、
ほ
ん
の
ひ
と
に
ぎ
り
の
人
し

か
先
住
民
た
ち
の
海
洋
崇
拝
意
識
-

特
に

「鰐
崇
拝
」
の
ト
ー
テ
ム
に
関
し

て
ー

を
問
題
に
し
て
い
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

鰐
は
海
の
ど
う
猛
な
動
物
で
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
ア
ジ
ア

南
部
の
熱
帯
に
生
息
し
、
十

二
種
六

つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
る
。
日
本
列

島
周
辺
で
は
ほ
と
ん
ど
鰐
を
見
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
の
周
作
人
氏

は
日
本
海
側

の
北
陸
地
方

に

「沙
魚
」
が
お
り
、
当
地
で
は

「
鰐
沙
」
あ
る
い

(
22

)

は

「鰐
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
神
話

に
見

ら
れ
る
強
烈
な

「鰐
崇
拝
」
は
、
お
そ
ら
く
南
方

か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

松
村
武
雄
、
中
西
進
両
氏
が
す
で
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
「火
遠
理

命
神
話
」
は
、
南
方
か
ら
渡
来
し
た
内
容
お
よ
び
性
格
を
持

つ
。
南
洋

の
帰
化

人
が
季
節
風
に
乗

っ
て
洋
行
し
、
日
本
列
島
ま
で
北
上
し
、
大
和
民
族

の

一
部

分
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
の
原
始
的
ト
ー
テ
ム
も
持
ち
込
ま
れ
、
日
本
の
土

着
文
化
の
中
に
溶
け
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、

神
話
か
ら
伝
奇

へ
と
変
化
す
る
過
程

で
、
「鰐
崇
拝
」
は

「亀
崇
拝
」
と
真

っ

向
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
い
、
伝
奇

『浦
島
子
伝
』
中
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
完
全

(
23

)

に

「亀
崇
拝
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
た

い
へ
ん
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
私
な
り
に
漢
文
伝
奇

『浦
島
子
伝
』
の
ル
ー
ツ
と
し
て
の
三

つ
の
基

本
資
料
を
考
察
し
、
そ
れ
ら
の
基
本
的
特
徴
お
よ
び
伝
奇
と
の
関
係
を
で
き
る
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だ
け
詳
し
く
述

べ
た
こ
と
に
な
る
が
、

お
お
む
ね
こ
の
作
品
形
成
の
発
展
過
程

を
描
き
出
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

火
遠
理
命
神
話

浦

島

伝

説

水

江

浦
島

子

一一一1第 一 テ キ ス ト

第ニ テキスト

第三 テキスト

第四テキスト

 

注(1
)

こ
こ
で
い
う

「文
明
時
代
」
と
は
人
類
学
の
概
念
で
、
金
属
の
道
具
を
使

用
し
、
私
有
財
産
の
概
念
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
時
代
を
指
す
。

(2
)

「自
由
歌
謡
」
と
は
、
コ
ニ
十

一
音
の
音
数
律
」
と
い
う
定
型
に
な
る
以
前

の
歌
を
指
す
。
詳
し
く
は
拙
著

『
中
日
古
代
文
学
関
係
史
稿
』
第
二
章
に
述

べ
た
。
湖
南
文
芸
出
版
社
刊

一
九
八
七
年
版

(3
)

『萬
葉
集
』
は

『日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ

っ
た
。
小
島
憲
之

木
下

正
俊

佐
竹
昭
広
校
注
本

小
学
館
刊

昭
和
五
四
年
版

(4
)

国
会
図
書
館
に
、
藤
貞
幹
の

『
(補
訂
)
浦
島
子
伝
』
の
写
本
が
あ
る
が
、

そ
の
結
尾
に

「驚
悔
気
絶
、
不
幾
而
死
、
可
悲
哉
」
と
い
う
十

一
文
字
が
あ

る
。
藤
貞
幹
が

『浦
島
子
伝
』
の
表
現
を

『萬
葉
集
』
の
歌
詞
か
ら
取

っ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の
文

字
は
藤
貞
幹
が
和
歌
に
基
づ
い
て
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

(5
)

「住
吉
」
と
い
う
地
名
は
日
本
各
地
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
丹
後

(宮
津

市
栗

田
湾

)

に
も
、

「
住
吉

」

「
住
吉

神
社

」

が
あ

る
。

(
6
)

『
日
本
書

紀
』

は

『
日
本

古
典

文
学

大
系

』

(六
七
～

六

八
)

に
よ

っ
た

。

坂

本

太
郎

家

永

三
郎

井

上

光
貞

校

注

本

岩

波

書

店
刊

昭

和

四

二

年

版
(
7
)

雄

略
天

皇

は
伝
説

中

の
第

二
十

一
代

天
皇

で
あ

る
。

(
8
)

『新

訂
増

補

国
史
大

系
』

第

二
巻

弘

文
館
刊

昭
和

四

一
年

版

(
9
)

系

譜

を

見

る

と
、

天
皇

の
称

号

中

に
用

い
た
動

物

は

二
種

類
。

一
つ
は

「鳥

」

で
、
朱

雀

天

皇

(九

三

〇
年

-

九

四

六
年

在

位

)
、

後

朱

雀

天

皇

(
一

〇

三
六
年

-

一
〇

四
五
年

在

位
)
、

鳥

羽

天
皇

(
一
一
〇

七

年

1

=

二

三
年

在

位
)
、

後

鳥

羽
天

皇

(
=

八
三
年

ー

一
一
九

八
年

)
。

も

う

一
つ
は

「亀

」

で
、
亀

山

天
皇

(
一
二
五
九

年

ー

一
二
七

四
年

在
位

)
、
後

亀

山

天
皇

(
=

二

八
三
年

1

=

二
九

二
年

在

位

)
。

こ
れ

は
古

代

人

の
意
識

に
潜

在

し
た

ト

ー

テ

ム

の
表

れ

で
あ

る

(角

川
歴

史
辞

典

に
よ

る
)
。

(
10
)

『
古
今

和
歌

集
』

巻
七

「
賀

歌
」

恥

三
五
〇

紀

惟
岳

作

『
新

日
本
古

典

文

学
大

系
』

(五

)

岩

波
書

店
刊

一
九

八
九
年

版

(
11
)

上
京

区

四
カ
所

、
下

京
区

ニ

カ
所
、
中

京

区
五

カ
所
。

そ

の
う

ち

ニ
カ
所

は
も

と
も

と

「
鶴

屋

町
」

と
呼

ば

れ

て

い
た

が

、
元

禄

の
禁

制

で

「
亀

」

に

変

え

ら

れ
た

。
そ

の
他

は
お

そ

ら

く
古

来

よ

り

伝

え

ら

れ
た

そ

の
ま

ま

の
地

名

で
あ

ろ

う
。

(
12
)

司
馬

遷
著

『史

記
』

「
夏
本

紀
」

お
よ
び

「
周
本

紀

」
参
照

。

(
13
)

「
黄

」

は
色

を
表

す

が
、

同
音

の
当

て
字

で
あ

る
。

『
説
文

解
字

』

の
作
者

は
実
際

に
甲
骨
文

字

を
見

て

い
な

い
の

で
、

そ

の
解
釈

に
は
誤

り
が

あ

る
。

(14
)

『尚

書
』

に
は

「亀

崇

拝
」

に
関

す

る
記

録

が
多

く

見

ら

れ

る
。
前

出

お

よ
び

こ
こ

に
引

用

し
た

文

は
、

『
尚
書

』

「
洪
範

」

お
よ
び

「
大
詰

」

で
あ

る
。

『
全
釈

漢
文

大
系

』
巻

十

一
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(15
)

曹
操
は

『亀
雖
寿
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「神
亀
は
壽
な

り
と
雖
も
、
獪
ほ
竟
る
の
時
有
り
。
…
…
烈
士
暮
年
に
、
壯
心
已
ま
ず
」

(16
)

中
国
の
女
工
が
来
日
し
た
こ
と
は
、
『日
本
書
記
』
の
雄
略
天
皇
の
時
代

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前

に
は
、
応
神
天
皇
十
四
年
に
百
済
の
女

工
が
来
日
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

(17
)

『三
代
実
録
』
巻
十
四

『新
訂
増
補
国
史
大
系
』
巻
四

弘
文
館
刊

昭

和
四

一
年
版

(18
)

『群
書
類
從
』
「系
譜
部
」
巻
六
十
三
参
照
。

(19
)

丹
波
康
頼
は
中
古
の
著
名
な
医
学
者
で
、
『医
心
方
』
三
十
巻
を
編
纂
。

こ
の
中
に
は
中
国
で
す
で
に
散
逸
し
た
多
数
の
古
代
医
学
書
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
『本
朝
通
鑑
』
巻
二
十
七
に

「康
頼
其
先
出
自
漢
靈
帝
之
裔
高
貴
王
。

高
貴
王
來
本
朝
、
生
志
岐
直
、
七
世
至
康
頼
。
醫
術
通
神
、
譽
温
天
下
」
と

あ
る
。
ま
た
、
『本
朝
通
紀
』
前
編
も
参
考
に
し
だ
。
(引
用
文
は

『廣
文
庫
』

に
よ
っ
た
。)
名
著
普
及
会
刊

大
正
五
年
版

(20
)
(21
)

中
西
進
著

『天
降
っ
た
神

々
』

角
川
書
店
刊

昭
和
六

一
年
版

(22
)

周
作
人
訳

『古
事
記
』

中
国
国
際
文
化
出
版
公
司
刊

一
九
九
〇
年
版

(23
)

紀
元
前
三
世
紀
か
ら
三
世
紀
の
間
に
日
本
に
移
住
し
た
中
国
人
を

「秦
漢

帰
化
人
」
と
呼
び
、
三
世
紀
以
後
の
移
民
を

「新
漢
人
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
中

の
ほ
と
ん
ど
は
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
日
本
列
島
に
た
ど
り
着
い
た
。
「南
洋

帰
化
人
」
と
は
、
ア
ジ
ア
の
南
方
か
ら
北
上
し
た
非

「日
本
原
住
民
」
を
指

す
。
中
国
の
福
建
省
辺
り

一
帯
の
原
住
民
を
含
む
。
長
江
の
中
流

.
下
流
に
は

「揚
子
鰐
」、
ま
た
古
代
に
は
福
建
沿
海
に
も
鰐
が
い
た
と
い
う
。
「記
紀
神

話
」
に
見
ら
れ
る

「鰐
崇
拝
」
に
は
、
お
そ
ち
く
以
上
の
内
容
が
関
係
し
て

い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節

主
題
の
研
究

日
本
古
代
文
学
の
発
展
史
に
お
い
て
、
漢
文
伝
奇

『浦
島
子
伝
』
の
出
現
は
、

少
な
く
と
も

一
つ
の
象
徴
的
で
き
ご
と
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
ー

つ
ま

り
、
物
語
文
学
に
お
い
て
、
民
間

の
神
話
や
伝
説
か
ら
文
人
の
創
作
文
学

へ
の

発
展
過
程
を
示
す
ー

。
ま
た
、
初
期
の
文
人
作
品
は
、
広
範
か
つ
豊
富
な
民

間
伝
承
を
創
作
の
材
料
と
し
て
い
る
こ
と
を
顕
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

『浦
島
子
伝
』
は
確
か
に

一
種

の
文
人
作
品
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
す
で
に

原
始
的
な
伝
説
か
ら
抜
け
出
、
か
つ
新
し
い
文
学
の
形
式
を
構
成
し
て
い
る
の

は
、
小
説
に
先
行
す
る
作
品
と
し
て
の

「漢
文
伝
奇
」
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。
民
間

の
伝
承
と
文
人
の
作
品
は
二
種
の
相
異
な
る
文
学
形
式
で
あ
る
。

前
者
は
、
長
期
に
わ
た

っ
て
堆
積
せ
ら
れ
た
中
に
形
成
さ
れ
た

「無
意
識

の
芸

術
的
虚
構
」
で
あ
り
、
後
者
は
、
作
者
の
文
学
的

「意
欲
」

に
よ

っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た

「意
識
的
な
芸
術
的
虚
構
」
で
あ
る
。
作
者
は
、
作
品
中
の
プ

ロ
ッ

ト
、
人
物
、
お
よ
び
美
意
識
な
ど
を
通
し
て
、
読
者
に
自
己
の

「創
作
意
欲
」

を
伝
え
、
主
に
作
品
の
主
題
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

伝
奇

『浦
島
子
伝
』
の
人
物
設
定
は
、
伝
説
同
様
、
主
人
公
は
男
女
二
人
で
、

そ
の
う
ち
女
性
は
海
の
神
の
変
化
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
者
は
作
品
中
す
で
に

読
者
に
伝
説
と
は
異
な
っ
た
創
作
意
欲
と
い
う
も
の
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

『浦
島
子
伝
』
と
い
う
伝
奇
の
主
題
が
結
局
な
に
で
あ
る
か
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
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1
、
解
釈
の
分
岐

明
治
時
代

の
著
名
な
比
較
文
化
学
者

高
木
敏
雄
氏

は
、
「浦
島
伝
説
」
と

『浦
島
子
伝
』
を

「
世
界
中
に
頒
布
す
る
神
話
」
と
し
て
い
る
。
「浦
島
伝
説
は
、

羽
衣
神
話
と
等
し
く
、
神
婚
神
話
の

一
種

な
り
。
此
形
式
に
属
す
る
説
話
の
例

証
は
、
世
界
各
地
に
於

い
て
其
数
頗
る
多

か
る
べ
き
も
、
日
本
に
於
け
る
浦
島

伝
説
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
期
の
有
名
な
る

タ
ン
ホ
イ
ゼ

ル

(↓
鋤
昌
P
げ
韓
q
ω①
『)

伝
説
と
、
中
国
の
劉
阮
説
話
と
は
、
世
界

に
於
け
る
此
神
話
の
三
個

の
代
表
者

(
1

)

と
し
て
見
る
を
得

べ
す
」

全
文
を
見
る
と
、
彼
の
い
う

「浦
島
伝
説
」
が

『丹
後
国
風
土
記
』
中

の
漢

文
伝
奇

『浦
島
子
伝
』
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
伝
説
と
伝

奇
を
区
別
し
な

い
で
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て

「神
婚
神
話
」

の
世
界

三
大
代
表
作
品
の

一
つ
と
し
て
い
る
。
神
話
研
究
に
お
け
る
高
木
氏
の
詮
釈
は

権
威
あ
る
代
表
的
な
も
の
で
、
後
世
の
学
者
の

『浦
島
子
伝
』
の
主
題
に
対
す

る
判
断

に
長
期
に
わ
た

っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
現
代
の
あ
る
学
者

は
、
「日
本

の
古
代
説
話

の
中
で
、
も

っ
と
も
文
学
的
意
義
を
備
え
、
後
世

の

文
学
に
強
烈
な
影
響
を
与
え
た
も

の
は
、
神
婚
説
話
の
類
で
あ
る
」
と
考
え
て

い
る
。

い
わ
ゆ
る

「神
婚
説
話
」
と
は
、

人
と
神
と
の
婚
姻

で
、
「自
然
や
神

に
対
す
る
人
為
的
行
為
の
可
能
性
を
確
認

す
る
も
の
で
あ
る
」
。
そ
れ
ら
は
、

『浦
島
子
伝
』
が

「神
婚
説
話
」
を
主
な
内
容
と
す
る
考
え
方
に
よ
る
。

こ
う

い
っ
た
見
解
は
、
『浦
島
子
伝
』

の
日
本
古
代
文
化

に
お
け
る
位
置
づ

け
を
強
調
し
、
特
に

「後
世
の
文
学

へ
の
強
烈
な
影
響
」
を
指
摘
す
る
も
の
と

し
て
、
十
分

に
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
伝
奇

の
主
題

の
解
釈
を

「神
婚
説
話
」
と
す
る
な
ら
ば
、
作
者

の
表
そ
う
と
し
た
主
題
と
は
お
そ
ら
く

一
致
し
な

い
で
あ
ろ
う
。

『浦
島
子
伝
』

の
主
題
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
伝
説
と
伝
奇
を
区
別
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
日
本

の
古
代
文
化
お
よ
び
文
学

の
発
展
史
上

二
つ
の
異
な
る
段
階
の
作
品

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で

に
詳
し
く
述

べ
た
。
「浦
島
子
」
に
関
す
る
原
始
的
伝
説
が
人
と
自
然
の
関
係

を
表
現
し
た
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『浦
島
子
伝
』
は
す
で
に
原
始
的
伝
説

を
脱
皮
し
た
形
態
で
あ
る
。
そ
の
主
題
も
ま
た
す
で
に
自
然
か
ら
世
俗
の
人
間

に
転
向
し
て
い
る
。

『浦
島
子
伝
』
の
モ
チ
ー
フ
は
、
確
か
に

「神
婚
」
と
い

う
形
式
を
踏
襲
し
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は

「変
異
」
と
い
う
手
法
を
用
い
て

い
た
も
の
で
あ

っ
て
、
「人
と
神
」
の
関
係

は
か
な
ら
ず
し
も
重
視
す
べ
き
で

は
な

い
。
作
者
は
、
神
仙
精
霊
の
外
郭
と
形
態
を
借
用
し
つ
つ
、
遊
女
と
遊
客

の
物
語
を
描

い
て
い
る
。
こ
れ
は

一
つ
の
艶
情
小
説
で
、
そ
の
主
題
は
艶
情
で

あ
る
。

高
木
敏
雄
氏
は
、
世
界
的
普
遍
性
を
持

っ
た

「神
婚
神
話
」

の
代
表
と
し
て

三
編
の
作
品
を
挙
げ
て
い
る
が
、
日
本

の

『浦
島
子
伝
』
同
様
、
中
国
の

「劉

阮
説
話
」
や
ド
イ
ツ
の

日
鋤
づ
コ
『
93二
ω臼

(現
在
で
は
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
訳
さ
れ

る
)
も
、
神
話
や
伝
説
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
古
代
小
説
の
先
行
作
品
で
あ
り
、

そ
の
主
題
も
す

べ
て
人
の
世
の
情
愛

で
あ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
興
味
深

い
。
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「劉
阮
説
話
」
と
は
、
『神
仙
記
』
中
の

「劉
晨

・
阮
璧

の
故
事
」
を
指
し
、
魏

晋
の

「志
怪
小
説
」
の

一
つ
で
、
神
話

で
は
な
い
。
同
時
期
に
書
か
れ
た

『桃
(2
)

花
源
記
』
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
れ
が
艶
情
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
頷
け
る
。

.
↓
①
⇒
嘗
ぎ
ω
臼

伝
説
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
物
語
で
、

十
三
世
紀
の
叙
情
歌
人

(ミ
ン
ネ
ゼ
ン
ガ
ー
)
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、
城
主
の
娘

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
と
恋
に
堕
ち
た
が
、
ま
た
魔
女
ヴ

ェ
ヌ
ス
の
美
貌
に
も
心
を
惑

わ
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
教
皇

に
罪
を
あ
が
な
い
許
し
を
請

う
が
、

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
気
絶
し
た
ま
ま
息
絶
え
た
。
彼
女

の
葬
儀
の
際
、
タ

ン
ホ
イ
ザ
ー
も
ま
た
恋
人
の
横
に
身
を
横
た
え
て
果
て
る
。

こ
う

い
っ
た
伝
説

は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

「
ロ
マ
ン
文
学

(騎
士
文
学
)
」
の
先
行
作
品
で
、
英
雄

と

(
3
)

美
女
の
情
愛
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
男
女
関
係
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
古
代
小
説
の
形
態
を
備
え
た
散
文
が
、
神
話
や
伝
説

の
胎
内
か
ら
生
ま
れ

出
て
、
社
会
の
属
性
を
獲
得
し
た
と

い
う
表
れ
の
も

っ
と
も
主
要
な
も
の
の

一

つ
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
『浦
島
子
伝
』
、
お
よ
び
そ
の
他
の
作
品
は
、
そ
れ

を
も

っ
と
も
生
き
生
き
と
例
証
す
る
も

の
で
あ
る
。

2
、
奈
良
時
代
の
遊
女
資
料

『浦
島
子
伝
』
の
主
題
は
非
文
学
的
な
社
会
問
題
に
ま
で
波
及
す
る
。

つ
ま
り
、

「遊
女
」
の
問
題
で
あ
る
。

遊
女
制
度
は
、
か
な
ら
ず
し
も
商
業
資
本
発
達
後
の
特
有

の
産
物
で
は
な
く
、

男
性
中
心
の
社
会
の
出
現
に
伴

っ
て
形
成
し
た
世
界
的
な
普
遍
現
象
で
あ
る
。

古
代
ア
ジ
ア
の
遊
女
制
は
、
家
長
制
の
確
立

に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
遊
女
は
寺

に
生
ま
れ
、
宗
教
と
同
時
に
形
成
し
た
。
中
国
の
遊
女
は

軍
隊
に
生
ま
れ
、
そ
の
時
期
は
遅
く
と
も
戦
国
時
代
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
。
人

に
よ
れ
ば
、
日
本
の
遊
女
制
は
十
四
世
紀
鎌
倉
時
代

に
な

っ
て
か
ら
生
ま
れ
、

十
七
世
紀
以
降

の
江
戸
時
代
に
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
七
世
紀

に

は
、
日
本
は

「大
化
の
改
新
」
を
経
て
封
建
経
済
が
発
達
し
、
中
国
の
都
長
安

に
学
ん
だ
天
皇
制
国
家
が
、
大
和
平
野
を
中
心
と
し
て
繁
華
な
首
都
を
築

い
た
。

経
済
的

に
破
綻
し
た
女
性
が
そ
の
身
を
売

っ
て
生
き
抜
く
こ
と
を
強

い
ら
れ
た

社
会
的
現
象
は
こ
の
と
き
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
少
な
く
と
も
、
奈
良
時
代

に
は

「寺
院
売
春
」
「白
拍
子
」
「巫
女
」
な
ど
が
登
場
し
て
い
る
。
平
安
時
代

に
な
る
と
発
展
が
み
ら
れ
、
『萬
葉
集
』
中
に
生
彩
あ
る
描
写
が
あ
る
。
巻

五

「雑
歌
」

に
山
上
憶
良

「松
浦
川
に
遊

ぶ
序

(遊
於
松
浦
河

序
)
」
お
よ
び
そ

の
歌

(恥
八
五
三
)
が
あ
り
、
序
は
漢
文

で
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
れ
を

挙
げ

る
。

余
、
暫

に
松
浦
の
縣

に
往
き
て
逍
遙
し
、
聊
か
に
玉
島

の
潭
に
臨
み
て
遊

覧
す
る
に
、
忽
ち
に
魚
を
釣
る
女
子
等
に
値
ひ
ぬ
。
花

の
容
双
び
な
く
、

光
り
た
る
儀
匹
な
し
。
柳
の
葉
を
眉
の
中

に
開
き
、
桃

の
花
を
頬

の
上
に

發
く
。
意
気
雲
を
凌
ぎ
、
風
流
世

に
絶
え
た
り
。
僕
問
ひ
て
曰
く
、
「誰

が
郷
誰
が
家
の
児
ら
そ
、
け
だ
し
神
仙
な
ら
む
か
」
と
い
ふ
。
娘
等
皆
咲

み
答

へ
て
曰
く
、
「
児
等
は
漁
夫

の
舎
の
児
、
草
の
庵
の
微
し
き
者
な
り
。

郷
も
な
く
家
も
な
し
、
何
ぞ
俗
げ
云
ふ
に
足
ら
む
。
た
だ
性
水
に
便
ひ
、
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ま
た
心
山
を
楽
し
ぶ
。
あ
る
と
き

に
は
洛
浦

に
臨
み
て
徒
ら
に
玉
魚
を
羨

し
び
、
あ
る
と
き
に
は
巫
峽
に
臥
し
て
空
し
く
煙
霞
を
望
む
。
今
邂
逅

に

貴
客
に
相
遇
ひ
ぬ
。
感
應
に
勝

へ
ず

、
輙
ち
欸
曲
を
陳
ぶ
。
今
よ
り
後

に
、

豈
偕
老

に
あ
ら
ざ
る
べ
け
む
」
と

い
ふ
。
下
官
対

へ
て
曰
く
、
「唯
々
、

敬
み
て
芳
命
を
奉
は
ら
む
」
と
い
ふ
。
:
…

文
中
、
「あ
る
と
き
に
は
洛
浦

に
臨
み

て
徒
ら
に
玉
魚
を
羨
し
び
、
あ
る
と

き
に
は
巫
峽
に
臥
し
て
空
し
く
煙
霞
を
望

む
」
は
、
中
国
上
古
の

「神
女
文
学

チ

ェ
ー
ン
」
に
あ
る
二

つ
の
故
事
か
ら

き
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

「洛
神
賦
」
お

よ
び

「高
唐
賦
」
に
表
さ
れ
て
い
る
世
俗
社
会

の
艶
情
で
あ
る
。

事
実
、
こ
の
時
期
の
日
本
漢
文
学

に
は
、
「遊
女
」
を
主
題
と
し
た
作
品
が

少
な
く
な
い
。
『玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』

は
賦
体
に
類
似
し
た
作
品
で
あ
り
、

華
麗
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
描

写
さ
れ
て
い
る
の
は
、

一
人
の

「遊

女
」
の

「盛
」
と

「衰
」
、
二
つ
の
明
ら

か
に
異
な
る
状
況

で
あ
る
。

予
行
路
之
次
。
歩
道
之
間
。
徑
邊
途

傍
有

二
一
女
人
。
容
貌
顴
頸
。
身
躰

疲
痩
。
頭
如

二
霜
蓬
。
膚
似
二
凍
梨
。
骨
竦
筋
抗
。
面
黒
齒
黄
。
裸
形
無

レ

衣
。
徒
跣
無
レ
履
。
聲
振
不
レ能
レ
言
。
足
蹇
不
レ
能
レ
歩
。
猴
糧
已
盡
。
朝

夕
之
喰
難
レ
支
。
糠
粃
悉
畢
。
旦
暮
之
命
不
レ
知
。
左
臂
懸
二
破
筐
。
右
手

提
二
壞
笠
。
頸
係
二
一
裹
。
背
負

二
一
袋
。
袋
容
何
物
。
垢
膩
之
衣
。
裹
容

何
物
。
粟
豆
之
餉
。
笠
入
何
物
。
田
黒
蔦
蕋
。
筐
入
何
物
。
野
青
蕨
薇
。

肩
破
衣
懸
レ胸
。
頸
壞
蓑
纏
レ
腰
。
匍

コ
匐
衢
間
。
俳
コ
個
路
頭
。
予
問
レ
女

日
。
汝
何
郷
之
人
。
誰
家
之
子
。
何
村
徃
還
。
何
縣
去
來
。
有
二
父
母
一哉
。

無
二
子
孫
一歟
。
無
二
兄
弟

一歟
。
有
二
親
戚

一哉
。
女
答
レ
予
日
。
吾
是
倡
家

之
子
。
良
室
之
女

レ
焉
。
壯
時
僑
慢
寅
甚
。
衰
日
愁
歎
獪
深
。
齡
未

レ
及

二

二
八
之
員
O
名
殆
兼
二
三
千
之
列
コ
被

レ
寵
二
華
帳
之
裏
。
不

レ
歩
二
外
戸
。

被
レ
愛
二
珠
簾
之
内
。
無

レ行
二
傍
門
。
朝
向
二
鸞
鏡
。
點
二
蛾
眉

一而
好
二
容

貌
。
暮
取
二鳳
釵
。
畫
二
嬋
翼
一而
理
二
艷
色
。
面
不
レ絶
二白
粉
。
顔
無
レ
斷
二

丹
朱
。
桃
顔
露
嘆
。
柳
髪
風
梳
。
腕
肥
玉
釧
狹
。
膚
脂
錦
服
窄
。
瞳
曄
面

子
疑
三
芙
蓉
之
淨
二
曉
浪
。
婀
娜
腰
支
誤
三楊
柳
之
亂
二
春
風
。
不
レ奈
二
楊
貴

(4
)

妃
之
花
眼
。
不
レ屑
二李
夫
人
之
蓮
睫
。

序
文

の
後
に
五
言

の
古
体
詩
が
あ

っ
て
、
当
時
の
遊
女

の
典
型
的
な
生
活
を

写
実
的
に
写
し
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
義

に
お
い
て
も

っ
と
も
注
目
す
べ

き
作
品
は
、
大
江
匡
房

の

『遊
女
記
』
で
、
奈
良

・
平
安
の
遊
女
の
様
子
に
つ

い
て
全
面
的
な
認
識
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た

『浦
島
子

伝
』
の
主
題
を
完
全
に
説
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
全
文
は
長
く
な
く
、
今
こ

こ
に
取
り
上
げ

て
み
る
。

自
二
山
城
國
與
渡
津
繭
浮
二
巨
川
一
西
行

一
日
、
謂
二
之
河
陽
。
往
二
返
於
山

陽
南
海
西
海
三
道
一之
者
、
莫
レ
不
レ遒
二
此
路
。
江
河
南
北
、
邑
々
處
々
、

分
流
向
二
河
内
國
ハ
謂
二
之
江
口
。
…
…
比
レ
門
連
レ
戸
、
人
家
無
レ
絶
、
倡

女
成
レ群
。
棹
二
扁
舟
晶
看
二檢
舶
訥
以
薦
二
枕
席
。
聲
過
二溪
雲
、
韻
飄
二水

風
ハ
經
廻
之
人
、
莫
レ
不
レ忘
レ家
。
州
盧
浪
尤
、
釣
翁
商
客
、
舳
艫
相
連
、

(
5

)

殆
如
レ無
レ水
、
盖
天
下
第

一
楽
地
也
。
…
…

『遊
女
記
』

に
は
、
当
時
の
大
和

の
男
女
の
、
非
婚
姻
性
の
性
関
係
の
広
範
さ
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が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
都
賀
庭
鐘

『古
今
奇
談

・
繁
野
話
』
に
あ

る

「江
口
の
遊
女
薄
情
を
恨

て
珠
宝
を
沈
る
話
」
は
、
明
代
の

「杜
十
娘
怒
沈

百
宝
箱
」
を
粉
本
と
し
て
は
い
る
が
、
そ

の
発
想
お
よ
び
題
名
、
出
典
は
、
お

そ
ら
く
こ
の

『遊
女
記
』
と
深
い
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
江

匡
房
に
は
他
に

『傀
儡
子
』
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

「女
性
傀
儡
」
の
姿
や
生

活

に
つ
い
て
、
「施
朱
傅
粉
、
唱
歌
淫
楽
、
以
求
妖
媚
。
…
…
亟
雖
逢
行
人
振

容
、
不
嫌

一
宵
之
佳
会
」
と
記
し
て
あ
る
。
「傀
儡
」
と
は

一
種
の
ア
イ
ド

ル

で
あ
り
、
初
期
の
傀
儡
的
女
性
で
、
遊

女
の
性
格
も
兼
ね
た
。
こ
こ
で
い
う

「傀
儡
」
と
は
遊
女
で
あ
る
。
『萬
葉
集
』

の
中
で
使
わ
れ
て
い
る

「女
性
」

に

関
す
る
名
称

に
は
区
別
が
あ
る
。
普
通

の
女
子
に
つ
い
て
は

「比
女
」
「姫
」

「媛
」
「未
通
女
」
「処
女
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
、
こ
れ
と
類
別
さ
れ
て
使

わ
れ
て
い
る

「宇
加
礼
女
」
「阿
曽
比
女
」
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「淫
乱
な
浮

か
れ
女
」
「遊
び
楽
し
む
女
」
の
意

で
あ

る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
は
、
異
性

と
遊
び
戯
れ

つ
つ
放
蕩
生
活
を
営
む
遊
女

(売
春
婦
)
の
代
名
詞
と
見
る
の
が

至
当
で
あ
る
。

当
時
よ
く
行
わ
れ
た

「燿
歌
の
会
」
は
、
た
ぶ
ん
こ
の
種

の
非
婚
姻
性

の
性

関
係
を
前
提
と
し
た

一
般
的
な
交
際
の
場
を
提
供
す
る
も

の
で
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
燿
歌
の
会
は
本
来

一
種
の
宗
教
的
行
事
で
、
男
女
が
巡
り
会

い
、
歌
を

歌

っ
た
り
、
踊
り
を
踊

っ
た
り
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。
「燿
歌
」
と

い
う
言
葉

(
6
)

の
最
初
は
、
中
国

の

『昭
明
文
選
』
の

「魏
都
賦
」
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
種

の
歌
会
は
、
日
本
の
奈
良
時
代
に
は

「性
の
場
所
」

に
変
化
し
て
い
た
。

『万
葉
集
』
巻
九
に
あ
る

「筑
波
嶺
に
登
り
て
、
燿
歌
会
を
為
る
日

に
作
る
歌

(恥

一
七
五
九
)
」
に
は
、
当
時

の
惑
乱
し
た
性
行
為
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

鷲
の
住
む
、」
筑
波
の
山

の
、
裳
羽
服
津
の
、
そ
の
津
の
上
に
、
率
ひ
て
、

娘
子
壯
士
の
、
行
き
集

ひ
、
か
が
ふ
擢
歌
に
、
人
妻
に
、
我
も
交
は
ら
む
、

我
が
妻
に
、
人
も
言
問

へ
、
こ
の
山
を
、
う
し
は
く
神
の
、
昔
よ
り
、
禁

め
ぬ
行
事
ぞ
、
今
日
の
み
は
、
め
ぐ
し
も
な
見
そ
、
事
も
咎
む
な
。

歌
中
に
あ
る

「
か
が
ふ
」
は

「乱
婚
」、
「ま
じ
は
ら
む
」
は
中
国
唐
人
伝
奇

『遊
仙
窟
』
中
に
あ
る

「数
迴
相
接
」、
「言
問

へ
」
は

「求
婚
」
の
意
で
あ
る
。

こ
れ
は

「
人
交
我
妻
、
我
交
他
妻
」
と
い
う

一
幅

の
春
画
で
あ
り
、
こ
こ
に
い

う

「妻
」
と
は
、
す
な
わ
ち

「娘
子
」
の
た
ぐ

い
の
遊
女
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
私
た
ち
が
漢
文
伝
奇

『浦
島
子
伝
』
の
主
題
を
解
釈
す
る
に
際

し
て
、
当
時

の
広
範
か
つ
生
彩
あ
る
生
活
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

3
、
主
題
の
判
定

「範
疇
」
を
確
認
す
る
と

い
う
意
味
か
ら

い
っ
て
、
「神
婚
説
話
」
は
か
な
ら

ず
し
も
本
当

の
意
味

に
お
け
る

「神
話
」
で
は
な
く
、
「神
話
」
が
外
界
に
向

け
て
拡
大
、
発
展
し
て
い
っ
た
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
作
品
で
あ
る
。
俗
世

の

「
人
」
が

「神
話
」
の
中
で
主
導
的
地
位
を
占
め
、
自
己
の
意
志
を
主
張
し

た
と
き
、
こ
れ
ら

の

「神
話
」
そ
の
も
の
も
次
第
に
本
来

の

「神
話
」
と
し
て

の
意
義
を
喪
失
す
る
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

「神
婚
説
話
」
は
、
「俗
世
の
人
」

で
あ
る
男
性
と
、
「神
霊

の
変
体
」
で
あ
る
女
性
と
の
婚
姻
1

こ
れ
を

一
つ
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の
婚
姻
の
ス
タ
イ
ル
と
仮
定
す
る
な
ら
ば

ー

を
描

い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ

の
種
の
表
向
き
に
は

「神
話
」
に
似
た
作

品
が
、
現
世
の
人
々
の
情
感
と
世
俗

社
会

の
生
活
形
態
を
直
接
的

に
表
現
す
る
形
式
に
な

っ
て
ゆ
く
こ
と
を
表
し
て

い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う

(こ
れ
は
、
神
話
に
見
ら
れ
る
曲
折
的
な
表

現
と
比
較
し
て
い
う
の
で
あ
る
)。

「神
婚
説
話
」
の
基
本
的
意
義

は
、
「人

」
と

「神
」
と
の
間
に
相
互
交
流
を

求
め
る
人
類
の
願
望

に
あ
る
。

つ
ま
り
、
人
神
結
婚
と
い
う
形
式
を
通
し
て
、

人
間
と
神
霊
と
の
間

に
、
互
い
に
互
い
を
受
け
入
れ
、
か
つ
、
む

つ
ま
じ
く
生

活
し
対
話
を
交
わ
せ
る
空
間
を
創
造
し
た

い
と
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味

か
ら
い
え
ば
、
こ
の
種

の
説
話
は

「
神
話
」
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
と
い
え
る
。

時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、
社
会
生
活
の
内
容
は
い
っ
そ
う
豊
富

に
な
り
、
こ

う
い
っ
た
変
化
は
、
必
然
的
に
各
種
の
神
話
や
伝
説

に
影
響
し
て
い
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
時
代

に
形
成
さ
れ
た

「説
話
」

で
は
、
女
性
は
や
は
り
神
霊
の

「変

体
」
と
い
う
姿
で
登
場
し
、
形
式
上
な
お
神
の
ご
と
き
霊
力
を
ち
ら
つ
か
せ
て

は
い
る
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が

っ
て
、
彼
女
が
も
と
も
と
持

っ
て

い
た

「人
」
と

「神
」
と
の
橋
渡
し
的
役
割
は
、
そ
の
色
彩
が
薄
れ
て
く
る
。

社
会

に
お
け
る
男
女
の
関
係
に
新
た
な
る
内
容
が
加
わ
る
に
つ
れ
て
、
女
性
主

人
公
は
、
次
第
に
人
間
の
男
女

の
交
情
の
場

に
お
け
る
役
柄
と
し
て
の
色
彩
を

強
め
、
世
俗
化
さ
れ
た
そ
の
本
質
は
ま
す

ま
す
顕
著
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
転
化

の
痕
跡
は
、
中
国
の
上
古

に
お
け
る
賦
体
文
学
作
品
に
見

ら
れ
る
。
屈
原

の

『九
歌
』
に
あ
る

「湘

夫
人
」
か
ら
、
曹
子
建

の

『洛
神

賦
』
ま
で
は
、
す
べ
て
妖
艶
な
絶
世

の
美
人

(神
女
)
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、

人
と
神
と
の
交
流
願
望
が
仮
託
さ
れ
て
お
り
、
宗
教
的
祭
祀
と
少
な
か
ら
ぬ
関

係
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を

「神
女
文
学
チ

ェ
ー
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
民
間
伝
承
の

「神
婚
伝
説
」
を
賦
体
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
「神
」
や

「神
女
」

の
世
界
を
現
出
し
、
華
麗
な
幻
想

に
満
ち
て
い

る
。
し
か
し
、
作
品
に
は
か
え

っ
て
世
俗
の

「美
女
」

に
対
す
る

(「神
女
」

に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
て
)
恋
慕
や
情
愛
が
ま
す
ま
す
多
く
書
き
表
さ
れ
、

先
に
述

べ
た

「神
婚
」

の
基
本
的
目
標
を
超
越
し
て
、
人
間
本
来
の
情
欲
を
そ

そ

っ
て
い
る
。
著
名
な
宋
玉
の

『神
女
賦
』
中
、
「我
」
が
夜
寝
て
い
る
と
き

に
神
女
と
逢
う
情
景
は
、
表
面
的
に
は
ま
だ

「神
婚
」
の
形
式
を
保

っ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
読
む
者
は
、
「我
」
の
巫
山
の
女
神
に
対
す
る
抑
え
が
た

い
情
感

を
は

っ
き
り
と
感
じ
と
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の

「神
女
」

の

「目
略
微
眄
、

精
彩
相
授
、
志
態
横
出
、
不
可
勝
記
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
媚
態

の
描
写
に
よ

り
、
「神
婚
」
の
本
質
と
の
平
衡
は
失
わ
れ
、
作
品
中

に
は
人
の
心

の
奥
底
に

潜
在
す
る

「
リ
ビ
ド
ー
」
が
明
確
に
表
れ
て
い
る

(実
際
、
作
品
に
は
人
間
の

情
欲
が
す
で
に
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
)。
こ
う
い
っ
た

「神
話
の
世
界
」

と

「世
俗
の
世
界
」

の
二
重
表
現
か
ら
、
「世
俗

の
世
界
」
に
重
き
を
置

い
た

表
現
に
向

か
う
心
理
状
態
は
、
宋
玉
の

『高
唐
賦
』
に
き
わ
め
て
典
型
的
に
表

れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

昔
者

楚
の
襄
王
、
宋
玉
と
雲
夢
の
臺
に
遊
ぶ
。
高
唐

の
觀
を
望
む
に
、

其

の
上
に
獨
り
雲
氣
有
り
。
碎
く
直
ち
に
上
り
、
忽
ち
容
を
改
め
、
須
臾
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の
間

に
、
變
化
し
て
窮
ま
り
無
し
。
王

玉
に
問
ひ
て
曰
く
、
此
れ
何

の

氣
そ
や
と
、
玉
對

へ
て
曰
く
、
所
謂
朝
雲
と
い
ふ
者
な
り
と
。
王
曰
く
、

何
を
か
朝
雲
と
謂
ふ
と
。
玉
曰
く
、

昔
者
、
先
王
嘗
て
高
唐

に
遊
び
、
怠

り
て
晝
寢
ね
、
夢
に

一
婦
人
を
見
る
。
曰
く
、
妾
は
巫
山

の
女
な
り
、
高

唐

の
客
爲
り
。
君
高
唐
に
遊
ぶ
と
聞
く
。
願
は
く
は
枕
席
を
薦
め
ん
と
。

王
因
て
之
を
幸
す
。
去
る
と
き
辭

し
て
曰
く
、
妾
は
巫
山
の
陽
、
亠口同
丘
の

阻
に
在
り
。
旦
に
は
朝
雲
と
爲
り
、
暮
れ
に
は
行
雨
と
爲
り
、
朝
々
暮
々
、

(7
)

陽
臺
の
下
に
あ
り
と
。

こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
の
も
、
や
は
り

「人
」
と

「神
」
と
の
婚
姻
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
実
質
的

に
は
す
で
に
完
全
な

る
世
俗
社
会
の
艶
情
ー

非
婚
姻
関
係

の
男
女
間
の
暫
時
的

「性
関
係
」
1

が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く

中
国
上
古

の

「神
婚
伝
説
」
の
発
展

ル
ー
ト
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
変
容
は
、

後
に
魏
晋
の
志
怪
に
影
響
し
た
が
、
魏
晋
の
志
怪
に
現
れ
る
女
性
は
、
す
で
に

「神
女
」
で
は
な
く

「仙
女
」
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
す
で
に
世
俗
の
情
愛

の
形

態
と
完
全
に

一
体
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『浦
島
子
伝
』
の
作
者
は
、
神
話
や
伝
説
の
表
現
形
式
を
踏
襲
し

つ
つ
、
無
意

識
の
芸
術
的
虚
構
か
ら
意
識
的
な
芸
術
的
虚
構

へ
と
転
向
し
て
い
っ
た
。
作
者

は
そ
の
創
作
に
お
い
て
、
伝
説
の
伝
統

に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
や
は
り
男

女
二
人
の
主
人
公
を
の
み
設
定
し
、
女

性
の
主
人
公
も
亀
の
変
体
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
伝
奇
が

『日
本
書
紀
』

の

「浦
島
伝
説
」
を
基
本
的
構
想
と
し
、

同
時
に
ま
た
、
そ
の
他
の
神
話
や
伝
説

の
材
料
を
も
吸
収
し
、
作
品

の
発
想
と

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
奇
中
の
男
女
の
主
人
公
は
神
話
や
伝

奇
を
超
越
し
た
新
し
い
性
格
を
持

っ
て
い
る
。
女
性
主
人
公
亀
姫
は
、
釣
り
糸

を
垂
れ
る
漁
師
を

「蓬
莢
仙
宮
」
に
連
れ
込
み
、
「共
入
玉
房
」
し
、
「駐
老
之

方
」
「延
齢
之
術
」
な
ど
の
術
を
施

す
。
男
性
主
人
公
浦
島
子
は
、
「得
仙
因

健
」
、
ほ
し
い
ま
ま
に
そ
れ
を
楽
し
む
が
、
最
後

に
は

「志
成
亠口同
尚
」
、
玉
房
を

離
れ
、
「故
郷
」

に
帰
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

『遊
女
記
』
に
類
似
す
る
現
実

を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

『浦
島
子
伝
』
を

「伝
奇
」
と
し
、
「
伝
説
」
と
し
な
い
の
は
、
そ
れ
が
民
間

の
題
材
や
形
式
を
採
用
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
題
材
に
す
で
に
現
実

の
生
活
経

験

に
基
づ

い
た
新
た
な
芸
術
的
虚
構
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
単
な
る

「異
事
」

の
叙
述
か
ら
脱
却
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
芸
術
的
虚
構
の
第

一

の
社
会
的
内
容
は
、
当
時
の
社
会
生
活
に
存
在
し
た
特
殊
な
男
女
関
係
で
あ
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
「性
」
は
古
代
文
学
の
展
開
す
る
軸
で
あ
る
。

こ
の
作
品

に
施
さ
れ
た
芸
術
的
虚
構
と
、
そ
こ
に
融
合
さ
れ
た

「性
」
は
、
比
較
的
偏

っ

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
当
然
、
こ
れ
は
当
時
の
社
会
生
活
の
実
状
に
よ

っ
て
決

定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
『浦
島
子
伝
』
は
や
は
り
、

一
つ
の

新
し
い
文
学
様
式

で
真
の

「
人
間
の
諸
相
」
を
表
し
た
最
初
の
作
品
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。



幣

注(1
)

引

用
文

は
、
近

代

に

お
け

る

日
本

最

初

の
百
科

辞

典

『
日
本

百

科

大

辞

典

』

「
う

ら

し
ま
」

の
項

(高

木

敏
雄

)

に
よ

る
。

三
省

堂

刊

明

治

四

一
年

版
(2
)

引
用

文

は
、

『文

淵

閣

四
庫

全
書

』

「
子
部

・
小

説
家

類
」

に
よ

っ
た
。
台

湾

商
務

印
書

館
刊

一
九

八
六
年

版

(3
)

十
九

世
紀

に
は
、

こ

の
題

材

で

ロ

マ
ン
的

オ

ペ
ラ

『
↓
p。
コ
魯

營

ω
臼

琶

α

α
Φ
『
oっ
營

αq
Φ
爵

「
δ
σq
鋤
珪

α
Φ
『
鬢

9
暮
げ
霞

αq

(
タ

ン
ホ
イ
ザ

ー

と
ヴ

ァ
ル
ト
ブ

ル

ク
城

の
歌

合
戦

)
』

が
創

ら

れ

た
。

一
八
四

五
年

十

月
十

九

日
、
プ

ロ
シ
ア
宮

廷

劇

場

に

て
上

演
、

一
八

六

一
年

、

パ
リ

で

の
上
演

の
際

に
は

バ

レ
ー

が
加

え
ら

れ
た
。

こ
れ

は
ド

イ

ツ
歌
劇

の
代
表

作

品

の

一
つ
で
あ

る
。

こ
の
劇

は
、

一
九

二
〇
年

十

二
月
、

一
九

四
七

年

七
月

と
前

後

二
回
東

京

で
上

演

さ

れ
た
。

(4
)

『
群
書

類
從

』

「
文
筆

部
」

巻
第

百

三
十
六

。
吉

田
兼

好

は

『徒

然
草

』
第

百

七

十

三
段

に
、

本
文

は
小

野
小

町

の
生

涯

を

記
録

し
た

も

の
で

あ

る

と
述

べ
て

い
る

が
、

お
そ

ら
く

こ
れ

は
正
確

を
欠

い
て

い
る

か
と
思

わ
れ

る
。

(
5
)

『
群
書

類
從

』

「
文
筆

部
」
巻

第

百

三
十

五

(6
)

『
魏
都

賦
』

の
蜀

・
呉

二
国

の
風

俗
を

描
写

し

た
箇
所

に
は
、

「
或
明

発
而

燿
歌

、
或

浮

泳

而

卒

歳
」

と

あ

る
。

い
わ

ゆ

る

「
癨

歌
」

と

い
う

の

は
、
す

な

わ
ち

、
巴

蜀

の
歌
会

の

こ
と

で
、

男

女

が
互

い
に
手

を

取

り
、

踊

り

な
が

ら
歌
う

こ
と
を

い
う
。

(
7
)

『
高
唐

賦

』

の
日
本

語

訳

は

『全

釈

漢

文
大

系
』

巻

二
十

七

に
よ

っ
た
。

集

英
社

刊

昭
和

四
九

年
版

第
四
節

媒
体
の
研
究

『浦
島
子
伝
』
の
主
題
を
解
釈
す
る
に
あ
た

っ
て
は
ー

こ
れ
が
遊
女
を
描

い

た
艶
情
作
品
で
あ
る
に
し
て
も
1

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。

作
者
は
な
ぜ
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
叙
述
す
る
と

い
う
写
実
的
方
法
を
採
ら
ず
、
神

仙
精
霊
の
変
異
に
仮
託
す
る
方
法
を
採

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
然
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
伝
奇
の
作
者

に
代
わ

っ
て
こ
の
問
題

に

答
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
民
間
の

「浦
島
伝
説
」
が
文
人
創
作

の

『浦
島
子
伝
』
に
発
展
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た

「超
現
実
」
的
な
表
現
方
法
は
、

一
方
で
は
初
期
の
文
人
創
作

の
原
始
的
痕
跡
を
残
し
、

一
方
で
は
中
国
古
代
文

化
-

特
に
魏
晋
の
志
怪
と
唐
代
伝
奇
1

の

「媒
介
作
用
」
を
窺
わ
せ
て
い

る
。こ

こ
で
い
う

「媒
介
作
用
」
と
は
、
文
化
史
学
の
概
念
で
あ
る
。
文
化
の
発

達
過
程
に
お
い
て
は
、
と
き
と
し
て
異
質
の
文
化

の
受
容
と
い
う
状
況
が
発
生

す
る
。
こ
の
よ
う
な

「受
容
」
は
、
必
ず

一
定
の
条
件
下
に
お
い
て
発
生
す
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

つ
ま
り
、
異
文
化
中
の
、

一
つ
あ
る
い
は
い
く

つ
か
の
特
定
の
個
体
と
接
触
し
、

(
1
)

融
合
し
た
後
、
形
成
さ
れ
る
。
「受
容
」

に
お
け
る
異
質
文
化
の

「特
定

の
個

(2
)

体
」
を

「媒
体
」
と
呼
び
、
そ
れ
ら
の
作
用
を

「
媒
介
作
用
」
と
呼
ぶ
。
『浦

島
子
伝
』
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
国
文
化

の

「媒
体
」
は
、
お
そ
ら
く
多
元
的

で
、
そ
れ
ら
は
各
々
の

「媒
体
作
用
」
を
通
し
て
、
こ
の
伝
奇
の
形
成
過
程

に

浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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-
、
虚
幻
の
美

中
国
の
魏
晋

に
現
れ
た

「
志
怪
」
や

「
志
人
」
の
作
品
は
、
中
国
古
代
小
説

が
神
話
や
伝
説
か
ら
抜
け
出
て
、
成
熟
し
た
文
人
創
作
に
発
展
し
て
ゆ
く

一
つ

の
過
渡
期
的
形
態
で
あ
る
。
唐
人
伝
奇
は
す
で
に
漸
次
成
熟
し
は
じ
め
、
文
人

に
よ
る
文
言
小
説
の
先
哨
と
な

っ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
発
展
過
程
に
登
場
し

た
作
品
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
神
仙
世
界
と
現
実
世
界
を
重
ね
て
描
く
技
法

が
採
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
魏
晋
志
怪

か
ら
唐
人
伝
奇

に
い
た
る
ま
で
、
男
女

の
関
係
を
主
題
と
し
た
作
品

に
は
、
現
実

に
生
き
る
遊
女
と
遊
客

の
艶
情
が
、

一
つ
の
茫
漠
、
模
糊
と
し
た
生
存
空
間

の
中
に
置
か
れ
て
い
る
し
、
そ
の
艶
情

が
い
っ
た
ん
終
結
す
れ
ば
、
こ
の
虚
構

の

「神
仙
空
間
」
も
消
滅
す
る
。
残
さ

れ
た
も
の
は
わ
ず
か

一
片
の

「虚
幻
の
美
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
技
法
は
、

あ
た
か
も
時
代
か
ら
時
代

へ
と
継
承
さ
れ
る
芸
術
上
の
規
則
と
な

っ
た
か
の
よ

う
で
、
唐
代
以
降

の
作
品
も
、
と
き
と
し
て
こ
の
種

の
構
想
を
踏
襲
し
て
い
る
。

前
述
の
高
木
敏
雄
氏
は
、
中
国
魏
晋

の

「劉
阮
説
話
」
を
世
界
三
大

「神
婚

神
話
」
の

一
つ
と
し
た
が
、
こ
の

「説
話
」
は
、
魏
晋
の

「
志
怪
」
の
中
で
、

こ
の

「虚
幻
の
美
」
を
描
い
た
典
型
的
な
作
品
な
の
で
あ
る
。

劉
晨
阮
璧
入
二天
台

一採
藥
、
遠
不
得
返
、
經
二
十
三
日
ハ
饑
、
遙
望
レ山
上

有
二桃
樹
ハ
瞰
二
數
枝
ハ
饑
止
體
充
、
欲
二
下
山
。
以
レ杯
取
二水
ハ
見
二蕪
菁

葉
流
下
ハ
甚
鮮
妍
、
復
有
二
一
杯
流

下
ハ
有
二
胡
痲
飯

一焉
。
乃
相
謂
日
、

此
近
レ人
矣
。
逑
渡
江
い
出
二
一
大
溪
O
溪
邊
有
二
二
女
子
訥
色
甚
美
。
見
二

二
人
持
レ
杯
ハ
笑
日
:
劉
阮
二
郎
、
捉
向
二
杯

一求
。
劉
阮
驚
、
二
女
途
忻

然
如
二
旧
識

訥
日
來

何
晩

耶
。
因
邀
還
レ家
。
西
壁
東
壁
各
有
二絳
羅
帳
訥

帳
角
懸
鈴
、
上
有
二
金
銀

一交
錯
、
各
有

二
數
侍
婢

一使
令
。
其
饌
有
二
胡
痲

飯
訥
山
羊
脯
、
牛
肉
ハ
甚
美
。
食
畢
行
酒
。
俄
有

二
群
女

一
持
二
桃
子

一笑

日
:
賀

二
汝
婿
來
。
酒
酣
作
樂
、
夜
後
各
就
二
一
帳
宿
O
婉
態
殊
絶
。
至
二

十
日
一求
還
、
苦
留
半
年
。
気
候
草
木
常
是
春
時
、
百
鳥
啼
鳴
、
更
懷
郷
、

歸
思
甚
苦
。
女
逑
相
示
二
歸
路
ハ
郷
邑
零
落
已
七
世
矣
。

作
者
は
伝
説

に
基
づ

い
て
、
さ
ら
に

一
つ
の
特
殊
な
生
存
空
間
を
創
造
し
、

人
間
界
の
艶
情
を
、
神
仙
界
の
べ
ー
ル
の
中
で
、
思

い
の
ま
ま
に
進
展
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
文
中
、
「酒
酣
作
楽
、
夜
後
各
就

一
帳
宿
、
婉
態
殊
絶
」
と
述
べ
、

主
題
を
ほ
の
め
か
し
、
作
品
を
仙
女

(神
話
中

の
神
女
で
は
な
い
)
に
仮
託
し

た
も
の
と
し
た
。
結
尾
に
は
、
「
苦
留
半
年
…
…
郷
邑
零
落
已
七
世
矣
」
と
あ

る
。

こ
れ
は
、
魏
晋
六
朝
時
代
の

「志
怪
」
に
よ
く
見
ら
れ
る
手
法
で
、
神
仙

世
界
の
時
間

の
仕
組
み
が
現
実
世
界
と
異
な
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
時
間
の

流
れ
の
違

い
に
よ

っ
て
神
仙
世
界
の
超
現
実
性
を
作
り
出
し
、
虚
幻
の
空
間

の

持

つ
神
秘
性
を
増
長
さ
せ
て

い
る
。

『浦
島
子
伝
』
の
第

ニ
テ
キ
ス
ト
の
結
尾

に
も
、
こ
の
よ
う
な
表
現
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

唐

の
李
商
隠
は
、
こ
の
志
怪

の
主
題
に
は

っ
き
り
気
が
つ
い
て
い
た
。
だ
か

ら
、
彼
の

『無
題
』
と

い
う
詩

の
中
で
、
恋
人
に
対
す
る
恋
慕
の
情
を
表
す
際

に
、
自
ら
を

「劉
晨
」
に
た
と
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
詩
に
は
、
「劉
郎

は
已
に
恨
む
蓬
山
の
遠
き
を
、
更
に
隔

つ
蓬
山

一
萬
重
」
と
あ
る
。
こ
の

「劉
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郎
」
は
、

つ
ま
り
、
「劉
晨
」
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
李
商
隠
自
身

の
こ
と

で
も
あ
る
。

私
の
手
元

に
も
う

一
つ
の
魏
晋
志
怪

が
あ
る
が
、
こ
れ
が
ま
た
た
い
へ
ん
興

味
深
い
。
署
名

に
よ
れ
ば
、
陶
潜
編
纂

の

『後
捜
神
記
』
で
、
巻

一
に

「袁
相

根
碩
説
話
」
が
あ
り
、
全
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

會
稽
剣
縣
民
朿
相
根
碩
二
人
獵
、
經
深
山
重
嶺
甚
多
、
見

一
群
山
羊
六
七

頭
、
途
之
、
經

一
石
橋
甚
狹
而
峻
羊
去
、
根
等
亦
隨
渡
向
絶
崖
、
崖
正
赤

壁
立
、
名
日
赤
城
、
上
有
水
流
、
下
廣
狹
如
匹
布
、
剣
人
謂
之
瀑
布
。
羊

徑
有
山
穴
如
門
、
豁
然
而
過
、
既
入
内
、
甚
平
敞
、
草
木
皆
香
。
有

一
小

屋
、
二
女
子
住
其
中
、
年
皆
十
五
六
、
容
色
甚
美
、
著
青
衣
。

一
名
瑩
珠
、

一
名
潔
玉
、
見
二
人
至
、
忻
然
云
、
早
望
汝
來
。
途
爲
室
家
。
忽
二
女
出

行
、
云
復
有
得
壻
者
往
慶
之
。
曳

履
於
絶
巖
上
行
、
琅
琅
然
。
二
人
思
歸

潜
去
、
歸
、
路
二
女
、
追
還
巳
知
。

乃
謂
日
、
自
可
去
。
乃
以

一
腕
嚢
與

根
等
、
語
日
、
慎
勿
開
也
。
於
是

乃
歸
。
後
出
行
、
家
人
開
視
其
嚢
。
嚢

如
蓮
花
、

一
重
去

一
重
、
復
至
五
盖
、
中
有
小
青
鳥
飛
去
。
根
還
知
此
、

帳
然
而
巳
。
後
根
於
田
中
耕
、
家
依
常
餉
之
、
見
在
田
中
不
動
、
就
視
、

但
有
殻
如
嬋
殼
蛻
也
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
作
品

の
発
想
、
構
造
、
プ

ロ
ッ
ト
の
発
展
過
程
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
わ
た

っ
て

『劉
阮
説
話
』
に
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ

る
。神

仙
世
界

の

「虚
幻
の
美
」
を
用

い
て
人
間
社
会

の
艶
情
を
表
現
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
魏
晋
志
怪

の
作
者
た
ち
に
と

っ
て

一
般
的
な
芸
術
思

惟
方
式
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
芸
術
的
発
想
は
、
さ
ら
に
古
く

は
賦
体
文
学
中
に
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の

「主
題
の
研
究
」
に
は
、
す

で
に

「神
女
文
学
チ

ェ
ー
ン
」
に
つ
い
て
述
べ
た
。
お
よ
そ
こ
の

「文
学
チ

ェ

ー
ン
」
に
属
す
る

「賦
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
豊
富
な
想
像
力

に
よ

っ
て
神

女

の
世
界
を
構
築
し
、
絢
爛
豪
華
な
筆
致

に
よ

っ
て
神
女
の
美
貌
を
描
写
し
、

そ
し
て
、
読
者
を
恍
惚
の
世
界

へ
と
導

い
て
、
人
と
神
と
が
対
話
す
る

「虚

幻
」
に
し
て

「華
麗
」
な
空
間
に
入
ら
せ
る
。
ま
た
、
そ
の
結
尾
に
は
、
作
品

の
中
の

「
我
」
と
神
女
の
別
離
の
耐
え
難

い
悲
し
み
の
心
態
を
表
現
す
る
。
こ

こ
で
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
宋
玉
の

『神
女
賦
』
「
闇
然
と

し
て
瞑
く
、
忽

ち
処
を
知
ら
ず
」
の
よ
う
に
、
そ
の
結
尾
に
お
い
て
、
輝
か
し

い
世
界
が
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
音
も
な
く
消
え
失
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
発
想
は
、

お
そ
ら
く
魏
晋
志
怪
の
艶
情
作
品
に
見
ら
れ
る
芸
術
的
思
惟

の

先
駆
で
あ
ろ
う
。

こ
の
種
の

「虚
幻
の
美
」
を
創
造
し
た
も

っ
と
も
代
表
的
な
唐
人
伝
奇
に
は
、

(
3
)

ま
ず

『遊
仙
窟
』
を
最
初
に
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

『遊
仙
窟
』
は
七
世
紀

の
中
後
期

(唐
代
前
期
)
文
人
創
作

の
伝
奇
で
あ
る
。

作
者
張
文
成
は
、
全
体

の
芸
術
的
構
成
に

一
つ
の
神
仙
世
界
を
作
り
上
げ
、
そ

れ
を

「青
壁
万
尋
之
下
、
碧
潭
千
仞
之
上
」
に
設
定
し
た
。

一
人
の
男
が
こ
こ

で

「神
女
」
と
巡
り
会

い
、
男
女
の
情
事
を
極
め
る
。
伝
奇
は
、
唐
代
士
大
夫

の
遊
女
遊
び
を
、
恍
惚
と
し
て
魅
惑
的
な
仙
界
の
幻
影
に
描
き
出
し
て
い
る
。
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夜
が
明
け
て
鳥
が
鳴
き
出
す
と
、
男
は
遊
び
尽
き
て
そ
こ
を
去
る
。
神
女
は
嘆

き
悲
し
み
、
宝
物
を
贈
る
。
男
が
人
間
界

に
帰
る
と
、
仙
窟
は
跡
形
も
な
く
消

え
、
そ
の
所
在
も
わ
か
ら
な
く
な
る

(こ
の
伝
奇
は
す
で
に

一
つ
の
中
編
ほ
ど

の
規
模
を
持

つ
の
で
、
こ
こ
で
は
本
文
を
引
用
す
る
こ
と
は
避
け
る
)
。

こ
の
伝
奇
は
、
「劉
阮
志
怪
」
な
ど
と
、
間
違

い
な
く
同

一
の
構
想
系
統

に

属
し
、
た
だ
艶
情

の
描
写
に
つ
い
て
は
、
露
骨
さ
を
増
し
、
細
微
に
い
た

っ
て

表
現
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
、
男
女
の
艶
情
を
虚
幻
の
空
間
に
置
き
、
最
後
は
、

ま
た
、
こ
の
虚
構
の
特
殊
空
間
の
消
滅
を
物
語
す

べ
て
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て

い
る
。

こ
こ
で
、
「劉
晨
阮
璧
志
怪
」
か
ら

『遊
仙
窟
』
ま
で
を
ま
と
め
、

こ
の
種

の
芸
術
的
艶
情
表
現
の
基
本
的
軌
跡
を
次

の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

1
思 男
郷 性

登 男
場 性

1馳 1
難 難
捨 分

出 仙
現 女

1111
帰 男
郷 性

男 誘
性 惑

[1 【i

消 仙
失 境

仙 共
境 入

11 i1
思 愁
念 帳
と

作 恣
楽 情

1

『浦
島
子
伝
』
の
全
体
的
な
構
想
は
、

こ
の
よ
う
な
軌
跡
を
た
ど

っ
て
発
展
し

た
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
、
神
話
や
伝
説
を
踏
襲
す
る
と
い
う
基
礎
に
立
脚
し
、

上
述
の
十
場
面
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
プ

ロ
ッ
ト
を
構
成
し
、
本
来
な
ら
ば
人
問

界
に
お
け
る
男
女
の
艶
情
を
、
虚
幻

の
神
仙
世
界
に
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

事
の
成
就

の
後
に
は
、
ま
た
伝
統
的
手
法
に
よ

っ
て
、
男
性
主
人
公
を
人
間
界

に
帰
し
、
仙
境
は
消
失
、
残
さ
れ
た
の
は
た
だ

一
片
の

「虚
幻
の
美
」
ば
か
り

と
な
る
。

こ
の
意
味
か
ら
い
っ
て
、
日
本
伝
奇

『浦
島
子
伝
』
と
、
中
国
魏
晋

「劉
阮

志
怪
」
「袁
根
志
怪
」
お
よ
び
唐
人
伝
奇

『遊
仙
窟
』
な
ど
は
、
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
漢
文
文
学
史
上
、
同

一
系
統
の

「艶
情
芸
術
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

2
、
遊
仙
の
真
義

『浦
島
子
伝
』

の
芸
術
的
表
現
を
、
『遊
仙
窟
』

の
よ
う
な

「艶
情
芸
術
」
と

し
た
の
は
、
決
し
て
軽
率
な
結
論
で
は
な
い
。
実
際
、
さ
ら
に
細
か
く
考
察
を

加
え
て
ゆ
く
と
、
『遊
仙
窟
』
と
の
問
に
は
、
そ

の
発
想
か
ら
描
写
に
い
た
る

ま
で
、
密
接
な
関
係
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
『遊
仙

窟
』

の
奈
良
文
学

へ
の
広
範
な
影
響
、
特

に

「萬
葉
和
歌
」

へ
の
影
響
に
等
し

い

。『遊
仙
窟
』
は
、
七
世
紀
後
半
に
日
本

に
伝
わ
り
、
奈
良
朝
お
よ
び
そ
の
後

の

平
安
朝
の
知
識
人
が
夢
中

に
な

っ
て
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る

『遊
仙

窟
』
の
う
ち
、
も

っ
と
も
古
い
テ
キ
ス
ト
は
、
京
都
醍
醐
寺
三
宝
院
所
蔵

の
康

永
三
年

(
=
二
四
四
年
)
の
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
大
僧
都
宗
算
が

後
伏
見
天
皇

の
正
安
二
年

(
一
三
〇
〇
年
)
の
写
本
に
基
づ
い
て
新
た
に
抄
録

(4
)

し
た
も
の
で
、
「
醍
醐
寺
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
巻
末

に
は
、
宗
算

の
模
写
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し
た
奥
書
が
あ
り
、
中
納
言
大
江
惟
時
が
東
宮
学
士
在
官
の
と
き

(九
四
四
年

四
月
-
九
四
六
年
九
月
)
、
木
古
島
明
神

の
神
主
か
ら

『遊
仙
窟
』
の
読

み
方

を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
の
巓
末
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
記
載
は
、
平
安
の
初
期

か
ら
中
期
の

『遊
仙
窟
』
伝
授
の
神
秘
性

を
多
く
物
語

っ
て
い
る
。

こ
れ
以
前

一
世
紀
前

に
も
、
『遊
仙
窟
』
は
す
で
に
宮
廷

に
お
い
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

現
存
す
る
も
の
の
中
に
、
文
保
三
年

(
=
一=

九
年
)
文
章
生
英
房

の

『遊
仙

窟
』

の
写
本
に

「跋
文
」
が
あ
る
。
「跋

文
」
に
は
、
「嵯
峨
天
皇
、
書
巻

の
中

(5
)

よ
り
撰
ん
で

『遊
仙
窟
』
を
得
た
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

「跋
文
」

に
も

木
古
島
明
神

の

『遊
仙
窟
』
伝
授
の
伝
聞

に
関
し
て
の
記
述
が
あ
る
。
嵯
峨
天

皇
は
、
八
〇
九
年
か
ら
八
二
一二
年
に
在
位
し
た
、
特

に
漢
文
化

の
教
養
豊
か
な

君
主
で
あ

っ
た
。
も
し
、
英
房
の
記
録

が
本
当
な
ら
、
『遊
仙
窟
』
は
、
九
世

紀

の
初
め
に
は
す
で
に
日
本

の
宮
廷
内
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
文
学
発
生
学
の
立
場
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
こ
れ
以
前

の
奈
良
朝
文
学

へ
の

『遊
仙
窟
』

の
影
響
は
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
。

『萬
葉
集
』
巻
五
に
、
山
上
憶
良
の

「沈
痾
自
哀
文
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
中

国
の
文
献
が
多
種
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

に

「九
泉

の
下
の
人
は
、

一
錢

に
だ
に
直
せ
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

こ
の
言
葉
は

『遊
仙
窟
』
本
文
か
ら

使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
山
上
憶
良
は
、
聖
武
天
皇
天
平
五
年

(七
三
三
年
)

に
世
を
去

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
嵯
峨
天
皇
在
位
期
と
比

べ
て
、
約
百
年
近
く

早
い
。
そ
の
作
品
の
中

に

『遊
仙
窟
』

の
影
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当
然
、

『萬
葉
集
』
中

『遊
仙
窟
』
の
プ

ロ
ッ
ト
を
も

っ
て
和
歌
の
境
地
を
構
築
し
た

の
は
、
た
だ
山
上
憶
良
と
い
う
歌
人

の
み
で
は
な

い
。
巻
四
に
は
、
「更

に
大

伴
宿
禰
家
持

坂
上
大
娘

に
贈

る
歌
十
五
首
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は

『遊
仙

窟
』
の
プ

ロ
ッ
ト
を
そ
の
中

に
溶
け
込
ま
せ
、
独
自

の
和
歌
の
境
地
を
創
造
し

た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
挙
げ
る
。

第

一
首

(臨
七
四

一
)

夢

の
逢
ひ
は

苦
し
か
り
け
り

お
ど
ろ
き
て

掻
き
探
れ
ど
も

手
に
も
触
れ
ね
ば

第
四
首

(翫
七
四
四
)

夕
さ
ら
ば

屋
戸
開
け
て
設
け
て

我
待
た
む

夢

に
相
見
に

來
む
と
い
ふ
人
を

第
十
五
首

(恥
七
五
五
)

夜
の
ほ
ど
ゐ

出
で
つ
つ
來
ら
く

度
ま
ね
く

な
れ
ば
我
が
胸

『遊
仙
窟
』

少
時
に
し
て
坐
睡
す
れ
ば
、
則
ち
夢

に
十
娘

を
見
る
。
驚
き
覚
め
て
之
を
攬
れ
ば
、
忽
然

に
し
て
手
を
空
し
く
す
。
心
中
悵
快
に
し
て

ま
た
何
ぞ
論
ず

べ
け
ん
や
。

『遊
仙
窟
』

今
宵
戸
を
閉
す
こ
と
な
か
れ
、

に
向
か
は
む
。

夢
裏
渠
が
邊

『遊
仙
窟
』

ま
だ
曽
て
炭
を
飲
ま
ね
ど
も
、
腸
熱
き
こ
と

燒
く
が
如
く
、
刃
を
呑
む
と
憶
は
ね
ど
も
、

(
6
)

腹
穿
が

つ
こ
と
割
く
に
似
た
り
。
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切
り
燒
く
ご
と
し

上
述

の

『遊
仙
窟
』
の
プ

ロ
ッ
ト
は
、
そ
の
他
の
和
歌
の
中
に
も
組

み
込
ま

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「夢

に
十
娘
を
見

る
。
驚
き
覚
め
て
之
を
攬
れ
ば
、
忽

然
に
し
て
手
を
空
し
く
す
」
の

一
節
は
、
ま
た
、
『萬
葉
集
』
巻
十
二

「
寄
物

陳
思
歌
」
「愛
し
と
思
ふ
、
我
妹
を
、
夢

に
見
て
、
起
き
て
探

る
に
、
な
き
が

さ
ふ
し
さ
」

(翫
二
九

一
四
)
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
『遊
仙
窟
』
の

若
干
の
プ

ロ
ッ
ト
や
語
句
も
、
直
接
、

『萬
葉
集
』

の
漢
文

「歌
序
」
に
用

い

ら
れ
て
い
る
。

紅
桃
灼
々
…
…
、
翠
柳
依
々
…
…
。

(恥
三
九
七
六
)

使
君
勿
作
苦
念
、
空
費
精
神

(喩
四
〇

一
五
)

(使
君
、
勿
、
苦
念
を
作
し
て
、
空
し
く
精
神
を
費
や
す
こ
と
)

夫
乞
水
得
酒
、
從
來
能
口

(恥
四

一
三

一
)

(夫
水
を
乞
ひ
て
酒
を
得
る
は
、
從
來
能
き
口
な
り
)

こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
『遊
仙
窟
』
が
、
奈
良
時
代

の
知
識
階
級

の
間
に
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
古
代
初
期
文
学
の
創
作
に
事
実
上
の
影
響

(
7

)

を
与
え
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
化
環
境
の

中
で
、
『浦
島
子
伝
』

の
作
者
が
、
『遊
仙
窟
』
の
芸
術
的
構
想
に
啓
示
を
受
け
、

伝
説
と
い
う
基
礎

の
上
に
伝
奇
を
創
作

し
た
こ
と
は
十
分
に
自
然
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
し
て
、
『浦
島
子
伝
』
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
の
描
写
に
は
、
そ
の
他

に
も
ま
だ

『遊
仙
窟
』
を
模
倣
し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
作
品
の

間
の
関
係
は
、
反
論
の
余
地
な
く
論
証

で
き
る
の
で
あ
る
。

-

、

2

、

遊
女
の
美
貌

の
記
載

『浦
島
子
傳
』

玉
顔
之
艶
、
南
威
障

袂
而
失
魂

;
素
質
之

閑
、
西
施
掩
面
而
無

色
。
眉
如
初
月
出
於

蛾
眉
山
、
靨
似
落
星

流
於
天
漢
水
。

『遊
仙
窟
』

華
容
婀
娜
と
し
て
、
天
上
に
も
儔
無
く
。
玉

體
逶
迄
と
し
て
人
間
に
疋
少
し
…
…
靨
は
織

女
の
星
を
留
め
て
去
る
か
と
疑
ひ
、
眉
は
妲

娥
の
月

に
奔
り
て
來
た
る
が
如
し
。

「仙
宮
」
の
門
前
に
い
た
る
情
景

祚
女
與
嶋
子
提
携
到

蓬
莱
宮
、
而
令
嶋
子

立
於
門
外
。
神
女
先

入
告
於
父
母
、
而
後

共
入
仙
宮
。

3
、
華
麗
な
遊
女
の
寝
室
の
記
載

嶋
子
與
神
女
共
入
玉

房
、
薫
風
吹
寳
帳
而

羅
帷
添
香
、
翡
翠
簾

蹇
而
翠
嵐
卷
筵
、
芙

蓉
帳
開
而
素
月
射
幌

・
:

・

:

o

張
生
と
娘
は

一
緒
に
宅
前
に
至

つ
て
、
片
時

停
歇
せ
ん
と
欲
す
…
…
娘
は
宅

に
は
い
つ
て
、

遽
に
張
生
を
門
側
の
草
亭
の
中

に
止
め
、
良

久
し
く
て
乃
ち
出
づ
。

遂
に
少
府
を
引

い
て
十
娘
の
臥
處

に
向
ふ
。

屏
風
十

二
扇
、
画
嶂
三
五
張
あ
り
、
兩
頭
に

綵
幔
を
安
ん
じ
、
四
角
に
香
嚢
を
垂
る
…
…

相
隨

つ
て
屋
裏
に
入
れ
ば
、
縦
横
羅
綺
を
照

ら
す
、
蓮
花
は
鏡
臺
よ
り
起
り
、
翡
翠
は
金

履
に
生
ず
。
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4
、
男
女
二
人
の
主
人
公
の
別
れ
の
情
景

の
記
載

眠
久
欲
覺
、
魂
浮
故

薄
媚

の
狂
鷄
、
三
更
に
曉
を
唱
は
ん
と
は
、

郷
、
涙
浸
新
房
。
願

遂

に
則

ち
衣
を
被
り
て
対
坐
し
泣
涙
し
て
相

吾
暫
歸
舊
里
、
即
又

看
る
…
…
十
娘
報
ゆ
る
に
雙
履
を
以
て
し
、

欲
來
仙
室
、

(神
女
)

又
、
手
中
の
勗
を
贈
り
。

邊
玉
匣
、
裹
以
五
彩

も
し
、
『遊
仙
窟
』

の

『萬
葉
集
』
に
対
す
る
影
響
が
、
ま
だ
な
お
断
片
的

な
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
『遊
仙
窟
』
の

『浦
島
子
伝
』

へ
の
影
響
は
、

全
体
的
-

構
想
、
主
題
、
プ

ロ
ッ
ト

お
よ
び
言
語
表
現
な
ど
総
合
的
影
響
形

態
を
持

つ
こ
と
を
指
す
ー

で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
れ
は
、
日
本
古
代
文
学
中

も

っ
と
も
早
く
中
国
文
学
を
模
倣
の
対
象

と
し
た

「翻
案
作
品
」
で
あ
る
と
い

え
る
か
も
知
れ
な
い
。

3
、
蓬
莱
の
誘
惑

『浦
島
子
伝
』
に
登
場
す
る
男
女

の
主

人
公
は
、
そ
の
主
な
活
動
の
舞
台
を

「蓬
莢
」
と
し
て
い
る
。
中
国
古
代
文
化

に
お
い
て
は
、
「蓬
莢
」
は

一
つ
の
非

常

に
魅
惑
的
な
神
秘
の
場
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
地
名
と
い
う
よ
り
も

む
し
ろ
特
殊
な
文
化
概
念
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「蓬
莱
」
と
い
う
こ
の
特
殊
な
文
化
概
念

は
、
三
つ
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
伝
奇

『浦
島
子
伝
』
が
、
こ
の
三

つ
の
意
味
を
よ
く
理

解
し
、
そ
れ
ら
を
効
果
的

に
運
用
し
て

い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
現
代
の
研
究

者
を
驚
か
せ
る
に
足
る
。

第

一
の
概
念
は
、
す
な
わ
ち
、
「蓬
莢
伝
説
」
か
ら
き
た
神
仙
思
想
で
あ
る
。

一
つ
の
地
名
と
し
て
の

「蓬
莱
」
は
、
中
国
の
古
文
献
に
初
め
て
登
場
し
た
と

き
、
す
で
に
相
当
の
神
秘
性
を
持

っ
て
い
た
。
『史
記

・
封
禅
書
』
に
は
、
次

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

蓬
莢
、
方
丈
、
瀛
州
と
い
う
三

つ
の
神
仙
は
、
…
…
言

い
つ
た
え
に
よ
れ

ば
、
渤
海
の
な
か
に
あ

っ
て
、
さ
ほ
ど
遠

い
と
こ
ろ
で
は
な
い
…
…
そ
こ

に
は
も
ろ
も
ろ
の
仙
人
た
ち
も
お
れ
ば
、
不
死
の
薬
も
あ

っ
て
、
そ
こ
に

あ
る
も
の
、
と
り
け
も
の
ま
で
白

一
色
で
、
黄
金
と
白
銀
と
で
宮
殿
を

つ

く

っ
て
い
る
。
そ
こ
ま
で
ゆ
か
ぬ
う
ち
に
遠
く
望
め
ば
雲
の
よ
う
で
あ
り
、

そ
こ
ま
で
行

っ
て
み
る
と
三
神
山
は
か
え

っ
て
水
の
下

に
あ
り
、
そ
れ
を

の
ぞ
き
こ
む
と
、
き
ま

っ
て
風
が
船
を
ひ
い
て
は
な
し
て
し
ま

い
、
結
局
、

(8
)

だ
れ
も
ゆ
き

つ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
お
け
る

「蓬
莢
」
は
神
仙
た
ち
の
居
住
地
で
あ
り
、
黄
金
と
白
銀
と

で
で
き
た
宮
殿
が
あ
り
、
ま
た
、
不
死
の
薬
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
多
く
の

人
に
限
り
な
い
誘
惑
を
覚
え
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、

こ
れ
は
永
遠
な

る
幻
想

の
世
界
で
し
か
な

い
。
こ
こ
で
の

「蓬
莢
」
は
、
「至
福
」
の
神
仙
思

想
を
体
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
漢
民
族
の
文
化
的
特
色
が
き
わ
め

て
濃
厚
な
宗
教
的
意
識
形
態
で
あ
る
。
そ
の
後
の
文
化
に
現
れ
た

「蓬
莱
」
と

い
う
地
名
や
事
物
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
こ
う

い
っ
た
神
仙
思
想
、
お
よ
び
そ

(
9
)

の

「至
福
」
の
生
活

へ
の
希
求
が
表
さ
れ
て
い
る
。
『浦
島
子
伝
』
が
、
神
仙
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世
界
と
現
実
世
界

の
二
重
の
描
写
方
法
を
採
用
し
、
プ

ロ
ッ
ト
の
展
開
し
て
ゆ

く
舞
台
を

「蓬
莢
仙
宮
」
に
設
定
し
た
の
は
、

お
そ
ら
く
も

っ
と
も
的
確
な
選

択
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

第

二
の
概
念
は
、
こ
れ
が
暗
示
す
る

「亀
崇
拝
」
の
意
識
で
あ
る
。
漢
民
族

に
お
け
る

「亀
崇
拝
」
の
心
態

に
つ
い
て
は
、
す
で
に

「
ル
ー
ツ
の
研
究
」
で

詳
し
く
述

べ
た
。
『浦
島
子
伝
』
中
の
女

主
人
公
が

「亀
女
」
の
形
を
と

っ
て

登
場
す
る
の
は
、
こ
の

「亀
崇
拝
」
が
潜
在
し
た
痕
跡
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

信
仰
心
理
が
、
作
者

に
、
「蓬
莢
」
と

い
う
文
化
概
念
の
暗
示
す
る
も
の
を
受

け
入
れ
さ
せ
、
物
語
の
展
開
す
る
舞
台
を
も
、
こ
の
神
秘
的
な
神
仙
世
界
に
留

め
置
か
せ
た
の
で
あ
る
。

『列
子

・
湯
問
篇
』
曰
く
、

(蓬
莢
)
の
上
の
台
観
は
皆
金
玉
、

其
の
上
の
禽
獸
は
皆
純
縞
…
…
居
る

と
こ
ろ
の
人
は
、
皆
仙
聖
の
種
に
し

て
、
…
…
。

而
る
に
、
こ
の
山
の
根
は
、
連
著
す
る
所
な
く
、
常
に
潮
波

に
隨

つ
て
、

上
下
し
往
還
し
て
…
…
。

(
10

)

(帝
)
禺
彊
に
命
じ
、
巨
鰲
十
五
を

し
て
、
首
を
擧
て
之
を
載
き
…
…
。

こ
の
よ
う
に
、
霊
亀
た
ち
は
蓬
莢
山

の
下
に
集
ま

っ
て
き
た
。
七
、
八
世
紀

の
日
本

の
文
人
は
、
「蓬
莢

の
靈
龜
」
の
変
体
を
、
巧
妙
に
こ
の
世

に
二
人
と

な
い
美
少
女
に
描
き
出
し
、
日
本
の
澄
江

の
浦
に
お
い
て
、

一
人
の
漁
師
と
出

会
わ
せ
、
俗
世
の
人
間
の
艶
劇
を
演
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
登
場

す
る

「巨
鰲
」
は
、
『列

子
』
と
同
時
代

の

『玄
中
記
』
中

「
巨
龜
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
文
化
史
上
の

「鰲
」
「龜
」
「龍
」

な
ど
は
、
す
べ
て
古
代
意
識
に
お
け
る
崇
拝

の
対
象
で
あ
り
、
実
際
に
は
同
義

で
あ
る
。
古
代
漢
族

の
ト
ー
テ
ム
や
祖
先
崇
拝
は
、
氏
族
を
単
位
と
し
て
お
り
、

各
氏
族
さ
ま
ざ
鼠
で
あ
る
。
氏
族

の
発
展
と
融
合
に
よ
り
、
信
仰
と
崇
拝

の
心

理
も
ま
た
無
意
識

の
う
ち
に
相
互
に
浸
透
し
、
各
氏
族
本
来

の
生
彩
あ
る
ト
ー

テ
ム
が
つ
な
ぎ
合
わ
せ
ら
れ
、
旦
ハ体
的
な
も
の
か
ら
幻
想
的
な
も
の

へ
と
変
化

し
て
い

っ
た
。
「龍
崇
拝
」
は
、
こ
の
よ
う
な

一
種
の
共
同
認
知

の
心
態
で
あ

る
。
夏
氏
や
周
氏

に
あ

っ
た

「亀
崇
拝
」
は
、
「龍
崇
拝
」
の
前
期
形
態

の

一

(
11

)

つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
い

っ
て
、
『浦
島
子
伝
』
に
設
定
さ
れ
た

「蓬
莢
仙
宮
」
は
、
後
世
の
習
俗
に
あ
る

「龍
宮
」
で
あ
ろ
う
。
「亀
」
の
変
体

で
あ
る
女
性
主
人
公
は
、
す
な
わ
ち
、
「龍
女
」
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
『釋
日
本
紀
』
巻
十
二
に
引
か
れ
た
、
日
本
で
は
す
で
に
散

佚
し
て
し
ま

っ
た
古
文
献

『天
書
』
第
八

「
(雄
略
天
皇
)
廿
二
年
秋
七
月
、

丹
波

の
人
水
江
浦
島
子
入
海
龍
宮
、
得
神
仙
」
中

の

「海
龍
宮
」
は
、
当
然

「蓬
莢
仙
宮
」
を
指
す
。

こ
れ
は
ま
た
、
唐
人
伝
奇

『柳
毅
伝
』

の
影
響
も
、

い
く
ぶ
ん
受
け
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
『柳
毅
伝
』
で
は
、
俗
世
の
女
性

の
情
愛
の
渇
望
を
、
龍
宮

の
女
に
変
え
、
そ
の
女
は
、
人
間
界
に
来
て
夫
を
求

め
、
そ
の
後
ま
た
龍
宮
に
帰

っ
て
ゆ
く
。
あ
る
い
は
こ
う
い
っ
た
関
係
か
ら
、

江
戸
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
形
式

で
は
、
『浦
島
子
伝
』
の
故
事
を
内
容
と

し
て
新
た
に
創
作
す
る
際
に
、
そ
の
多
く

の
作
品

に
お
い
て

「蓬
莱
宮
」
を

「海
龍
宮
」
と
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
以
下
に
旦
ハ体
的
な
作
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品
名
を
挙
げ
て
み
る
。

龍
宮
曽
我
物
語

(黒
本
)

作

・
挿
し
絵

富
川
房
信

安
永
三
(
一
七
七
四
)年
版

浦

山

太
郎
兵
衛

龍
宮
巻

(黄
表
紙
)

作

窪
田
春
滿

挿
し
絵

北
尾
門
人
三
二
郎

天
明
五
(
一
七
八
五
)
年
版

龍
宮
洗
濯
噺
芋
蛸
の
由
来

(黄
表
紙
)
作

・
挿
し
絵

勝
春
朗

浦

島

太

郎

龍
宮
羶
鉢
本

(黄
表
紙
)

作

・
挿
し
絵

山
東
京
伝

寛
政
五
(
一
七
九
三
)年
版

青
海
波
龍
宮

(黄
表
紙
)

作

・
挿
し
絵

十
返
舎

一
九

寛
政
八
(
一
七
九
六
)年
版

龍
宮
苦
海
玉
手
箱

(黄
表
紙
)

作

・
挿
し
絵

曲
亭
馬
琴

寛
政
十

(
一
七
九
八
)年
版

龍
都
朧
夜
話

(読
本
)

大
道
寺
宣
布
撰

明
和
七
(
一
七
七
〇
)年
刊

繪
本
龍
宮
遊

(繪
本
)

寛

政
年
間

(
一
七
八
九
!

一
八
○
○
)版

龍
宮
入
り
浦
島

(摺
物
)

種 種 種

挿 挿 挿
し し し
絵 絵 絵

葛
飾
辰
齋

可
笑
軒
春
扇

魚
屋
北
漢

文
化
年
間
(
一

天
保
年
間
(
一

天
保
年
間
(
一

八
〇
四
ー

一
八

一
七
)版

八
三
〇
ー

一
八
四
五
)版

八
三
〇
i

一
八
四
五
)
版

『浦
島
子
伝
』
が
演
出
さ
れ
る
舞
台
は
、
大
亀

の
住
む

「蓬
莱
仙
宮
」
か
ら
、

次
第
に

「海
龍
宮
」

に
移
り
変
わ

っ
て
お
り
、
そ
こ
に
潜
在
す
る
ト
ー
テ
ム
や

先
祖
信
仰
に
は
、
深
層

に
溶
け
込
ん
だ
、
真
の
意
味
で
の
受
容
形
態
が
表
れ
て

い
る
。

「蓬
莱
」

の
第
三
の
概
念
は
、
そ
れ
が
象
徴
す
る
男
女
の
恋
愛

の
リ
ビ
ド
ー
で

あ
る
。
隋
唐
以
来
の
中
国
文
学
で
は
、
と
き
と
し
て

「蓬
莢
」
を
恋
愛
中
の
男

女
の
密
会

の
象
徴
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
唐
の
李
商
隠
の

『無
題
』
二
首

に

よ

っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

相
見
る
時
難
く
別
る
る
も
亦
難
し

東
風
は
力
無
く
百
花
残

る

春
蚕

死
に
到
り
て
絲
方
に
盡
き

蠣
炬

灰
と
成
り
て
涙
始
め
て
乾
く

暁
鏡
に
但
だ
愁
う
雲
鬢

の
改
ま
る
を

夜
吟

應

に
覺
ゆ
べ
し
月
光
の
寒
き
を

蓬
山

此
よ
り
去
る
こ
と
多
路
無
し

青
鳥

殷
勤

爲
め
に
探
り
看
よ
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こ
れ
は

一
種
の
恋
愛
詩
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
李
商
隠
は
、
玉
陽
の
都
霊
観

の
女
道
士
と
愛
し
合

っ
て
い
た
が
、
常
時
逢
う
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。

こ
こ
に
い
う

「蓬
山
」
は
、
女
道
士

の
住
む
都
霊
観
を
指
す
の
で
あ
る
。
遠
く

離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
し
か
し
、
な
か
な
か
逢
う
こ
と
が
で
き
な
い
、

そ
こ
で
や
む
を
得
ず
、
た
だ
使
者

(青
鳥
)
に
託
し
て
自
身

の
情
を
密
か
に
伝

え
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

来
る
と
は
是
れ
空
言

去

つ
て
蹤
を
絶

つ

月
は
斜
め
な
り

樓
上

五
更
の
鐘

夢
に
遠
別
を
爲
し
て
啼
け
ど
も
喚
び
難
く

書
は
成
す
を
催
さ
れ
て
墨
未
だ
濃
か
ら
ず

蝋
照

半
ば
籠
む

金
翡
翠

麝
薫

微

に
度
る

繍
芙
蓉

劉
郎
は
已
に
恨
む

蓬
山
の
遠
き
を

更
に
隔

つ

蓬
山

一
萬
重

こ
こ
で
の

「蓬
山
」
も
、
前
出

の
詩
と
同
様
、
恋
人
の
い
る
場
所
を
指
す
。

こ
の
二
つ
の
詩
か
ら
、
唐
代

の
詩
歌
に
あ

る

「蓬
莢
」
「蓬
山
」
が
往
々
に
し

て
特
別
な

「暗
意
」
を
持

つ
こ
と
が
わ
か

る
。
『浦
島
子
伝
』
の
中

で
は
、
こ

の
よ
う
な
文
学
的
な

「暗
意
」
が
、
小
説

の
主
題
や
内
容

に
ぴ

っ
た
り
と
符
合

さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
次
の
よ
う

に
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小
説
の

著
者
は
、
蓬
莢
山
に
関
す
る
、
中
国
古
来

の
伝
統
的
な

「明
意
」
を
も

っ
て
物

語
を
構
成
し
、
中
国
唐
代
文
学
の

「暗
意
」
を
も

っ
て
主
題
を
暗
示
し
、
両
者

を

一
つ
の
形

の
中
で
強
調
さ
せ
、
統

一
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
初
期

小
説
が
中
国
文
学
を
融
合
す
る
力
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
、
「
蓬
莢
」
は
、
日
本

の
伝
統
的
習
俗

の
中

で
、
男
女

の
恋
愛

を
表
す
特
殊
な
象
徴
と
な

っ
た
。
現
代
の
婚
姻

に
関
す
る
風
俗
で
、
よ
く
山
型

に
盛
り
飾
ら
れ
た
も
の
を
新
郎
新
婦
に
贈
る
の
は
、
吉
祥
を
表
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
飾
り
物
は

「島
台

(し
ま
だ

い
)
」
と
呼
ば
れ
、
想
像
上
の
蓬
莱
山

を
造
形
化
し
た
盆
景

で
あ
る
。
こ
の
種
の
習
俗
の
ル
ー
ツ
は
、
お
そ
ら
く

『浦

島
子
伝
』
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『浦
島
子
伝
』
の
作
者
に
と

っ
て
、
「蓬
莢
」
に
集
積
さ
れ
た
内
在
的
文
化
概

念
が
、
ほ
と
ん
ど
抵
抗
し
が
た
い
魅
力
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
、
作
品
の
各
所

に

「蓬
莱
文
化
」
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
で
わ
か
る
。
こ
の
文
化
現
象
は
、

ま
さ
に
こ
の
時
代
の
日
本
の
知
識
人
た
ち
の
文
化
的
教
養
の
深
さ
と
豊
富
な
想

像
力
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

4
、
玉
手
箱
の
謎

前
述

の
四
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
中

で
、
第
ニ
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
そ
の
結
尾
に
す

べ
て

「玉
手
箱
」
が
登
場
す
る
。
読
者
を
不
思
議
に
思
わ
せ
る
の
は
、
こ
の
宝

物
が
男
性
主
人
公
を
単
独
で
昇
天
さ
せ
、
永
遠
に
彼

の
恋
人
と
別
離
さ
せ
る
点

で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
学
者
飯
台
簑
笠
翁
の

『燕
石
雑
誌
』

に
は
、
『浦
島
子
伝
』
の
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「
玉
手
箱
」
の
原
型
が
、
中
国
魏
晋
志
怪

の

「
袁
相
説
話
」
で
あ
る
と
指
摘
さ

(
12

)

れ
て
い
る
。
前

に
引
用
し
た

「袁
相
説
話
」
で
は
、
別
離
に
際
し
て
、
女
性
は

男
性
に

「腕
嚢
」
を
贈
り
、
か
つ
、
「慎
勿
開
也
」
と

い
い
含
め
る
。
そ
の
後
、

袁
相
の
家
人
が
密
か
に

「腕
嚢
」
を
開
け
、
袁
相
の
魂
は
身
体
を
離
れ
、
残
さ

れ
た
の
は
た
だ
彼
の
身
体

の
み
と
な

っ
た
。
こ
の
意
味

か
ら

い
っ
て
、
こ
れ
は

『万
葉
集
』
「咏
水
江
浦
島
子
」
の

「
玉
手
箱
」
同
様

の
意
味
を
持

つ
。

し
か
し
、
『浦
島
子
伝
』
の
中

の

「玉
手
箱
」
は
、
形
式
的

に
は
こ
の
伝
統

的
な
宝
物
の
観
念
を
継
承
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
懲
罰
と
い
う
意
味
を
超

越
し
た
新
し
い
宗
教
的
観
念
-

昇
天
と
不
死
ー

を
表
し
て
い
る
。
七
、
八

世
紀
、
古
代
日
本
で
は
、
律
令
制
が
形
成

さ
れ

つ
つ
あ
り
、
中
国
の
儒
学
は
、

そ
の
新
し
い
統
治
体
制
を
支
え
る
政
治
思

想
と
し
て
貴
族
や
知
識
階
級
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
が
、
し
か
し
、
実
際
に
は
、

日
本
の
政
治
が
儒
学
理
論
を
取
り
入

れ
た
と
同
時
に
、

一
方
で
き
わ
め
て
幻
想

的
で
享
楽
的
な
道
教
意
識
が
、
日
本

社
会

の
さ
ら
に
広
範
な
各
階
層

に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
儒
学
の
説
は

治
国
と
人
格
の
原
則
を
説
き
、
道
教
は
現
世
で
の

「極
楽
」
を
追
求
す
る
。
後

者
は
人
の
欲
望
と
激
情

に
満
ち
て
い
る
。

『浦
島
子
伝
』
は
、
道
教

の
炎

の
き

ら
め
く
文
人
創
作
で
あ
る
。
作
品
に
登
場

す
る

「玉
手
箱
」
は
、
道
教
の
追
求

(13

)

す
る
も
の
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

一
つ
の
道
旦
ハで
あ
る
。

第

一
テ
キ
ス
ト
で
は
、
亀
女
が
そ
の
身

の
上
を
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

「我
成
天
仙
、
生
蓬
莢
之
宮
、
子
作
地
仙
、
遊
于
澄
江
波
之
上
」
。
こ
こ
に
い
う

「天
仙
」
「地
仙
」
と
は
、
道
教

の
観
念
の
中

で
も
仙
人
を
類
別
す
る
概
念
で
あ

る
。
『抱
朴
子
』

で
は
、
仙
人
に
な

っ
た
方
法

に
よ

っ
て
、
神
仙
を
三

つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
「内
篇
・論
仙
第
二
」

に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。

按

《仙
經
》
云
、
上
士
挙
形
升
虚
、
謂
之
天
仙

;
中
士
游
于
名
山
、
謂
之

地
仙
;
下
士
先
死
后
脱
、
謂
之
尸
解
仙
。

『抱
朴
子
』
「内
篇

・
対
俗
第
三
」
に
は
、
仙
人
た
ち
の

「
昇
天
」
や

「居
住

地
」
に
つ
い
て
の
主
な
内
容
が
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「仙

人
或
升
天
、
或
住
地
、
要
于
倶
長
生
、
去
留
各
従
其
所
好
耳
。
又
服
還
丹
金
液

之
法
、
若
且
欲
留
在
世
間
者
、
但
服
半
剤
而
録
其
半
。
若
后
求
升
天
、
便
尽
服

之
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
地
仙
は
、
「昇
天
」
す
る
能
力
を
持

っ
て
は
い
る
が
、

た
だ
そ
れ
を
使
わ
な
い
で
人
界
に
残

っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
浦
島
子
は

こ
う
い
っ
た
性
質
を
持

つ
地
仙
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
伝
奇
の
第
ニ
テ
キ

ス
ト
か
ら
、
「
昇
天
」
と
い
う
結
末
が
表
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
道
教

の
ロ

ジ

ッ
ク
に
完
全
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
ニ
テ
キ
ス
ト
に
は

「披
玉
匣
見
底
、
紫
烟
昇
天
」
と
あ
る
。
玉
手
箱
を
開

け
た
後
、
煙
が
天
に
昇
る
が
、

で
は
、
な
ぜ

「紫
」
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
当

然
道
教
的
色
彩
の
表
れ
で
あ
る
。
道
教
で
は
、
天
帝
の
居
住
地
を

「
紫
微
宮
」

と
呼
び
、
神
仙
の
居
住
地
を

「紫
宮
」
、
浩
渺
の
蒼
穹
を

「紫
微
虚
」
と
呼
ぶ
。

道
家

は

「紫
」
を
尊
ぶ
か
ら
、
「紫
気
東
来
」
は
福

の
神
が
降
り
来
る
と
い
う

意
味
な
の
で
あ
る
。
「
紫
烟
」
は

「紫
気
」
で
あ
る
。
浦
島
子
は
、
玉
手
箱

の

中
か
ら
紫
の
煙
が
立
ち
昇

っ
た
と
き
、
そ
れ
と
と
も
に
天
に
昇
る
。
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第
三
テ
キ
ス
ト
で
は
、
浦
島
子
は
玉
手
箱
を
開
け
た
後
、
「芳
闌
之
体
率
于

風
雲
、
翩
飛
蒼
天
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
道
教
的
観
念
の

一
つ
の
典
型
的
手
法

-

道
を
得
て
昇
天
し
、
昇
天
し
て
永
久
に
長
ら
え
る
ー

で
あ
る
。
浦
島
子

は
確
か
に
彼
の
恋
人
と
未
来
永
劫
再
び
相
ま
み
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
も
知

れ
な
い
が
、
し
か
し
、
彼
自
身
は
永
遠

の
存
在
を
保
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
現

世
で
の
恒
久
の
存
在
を
追
求
す
る
こ
と

は
、
道
教
の
哲
理
に
お
け
る
究
極
的
な

目
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
義

に
お
い
て
玉
手
箱
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
ま

さ
に
そ
れ
は
こ
の
哲
理
を
現
実
化
さ
せ

る
宝
物

で
あ
る
。
道
教
的
意
識
は
、
日

本
古
代
文
学
の
創
作

に
、
広
範
で
多
彩
な
想
像
空
間
を
与
え
た
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
文
化

の
浸
透
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
儒
学
は

日
本
文
学
の
創
作

に
終
始
浸
入
し
き
れ
な
か

っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

道
教
は
そ
の

「不
死
」
と
い
う
究
極

の
境
地

に
い
た
る
過
程
に
、
現
世
に
お

け
る
十
分
な
修
練
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
の

一
つ
は

「
丹
石
の
煉
」
で
あ
り
、

も
う

一
つ
は

「内
気

の
煉
」
で
あ
る
。
浦
島
子
と
女
性
主
人
公
は
、
こ
の
よ
う

な
修
練

の
方
法
を
多
く
体
現
的

に
表
し

て
い
る
。

第

一
テ
キ
ス
ト
で
は
、
浦
島
子
と
亀
女
が
玉
房
に
入

っ
た
後
、
「朝
服
金
丹

石
髄
、
暮
飲
玉
酒
瓊
漿
。
九
光
闌
草
駐
老
之
方
、
百
節
菖
蒲
延
齢
之
術
」
と
描

か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
表

さ
れ
て
い
る

の
は
、
き
わ
め
て
標
準
的
な
道
教

の

「丹
石
の
煉
」
で
あ
る
。

道
教

の

「内
気

の
煉
」
に
は
多
種
の
方
法
が
あ

っ
て
、
気
功
や
房
術
は
常
に

用

い
ら
れ
る
二
大
項
目
で
あ
る
。
こ
の
伝
奇
が
表
し
て
い
る
の
は
ま
さ
に
こ
の

「内
気
」
の
中

の

コ
房
中
の
術
」
で
あ
る
。

第
四
テ
キ
ス
ト
の
中

で
は
主
人
公
の
性
関
係

に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
描
写
が

あ
る
。
「鴛
衾
撫
玉
體
、
勒
纖
腰
、
述
燕
婉
、
盡
綢
繆
。
魚
比
目
之
興
、
鸞
同

心
之
遊
。
舒
卷
之
形
、
偃
伏
之
勢
、
普
會
於
二
儀
之
理
、
倶
合
於
五
行
之
教
」

こ
こ
に
は
セ
ッ
ク
ス
の
形
態
の
み
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「性
」
を
養

生
の
道
と
す
る
観
念
を
も
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
す

べ
て
、
中

国
の
隋
代
の
房
中
術

の
名
著

『洞
玄
子
』
か
ら
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
そ
の
二
つ
を
比
較
し
て
み
る
。

第
四
テ
キ
ス
ト

『洞
玄
子
』

島
子
與
神
女
共
入
玉
房
、

夫
天
生
萬
物
、
唯
人
最
貴
。
人
之
所
上
、

坐
綺
席
、
迥
觴
肝
、
撫

莫
過
房
欲
…
…
其
坐
臥
舒
卷
之
形
、
偃
伏

心
定
氣
…
…
鴛
衾
撫
玉

體
、
勒
纖
腰
、
述
燕
婉
、

盡
綢
繆
。
魚
比
目
之
興
、

鸞
同
心
之
遊
。
舒
卷
之

形
、
偃
伏
之
勢
、
普
會

開
張
之
勢
、
側
背
前
却
之
法
、
出
入
深
淺

之
規
、
竝
會
二
儀
之
理
、
倶
合
五
行
之
數
。

其
導
者
則
得
保
寿
命
、
其
違
者
則
陷
于
危

亡
。
即
有
利
于
凡
人
、
豈
無
傳
于
萬
葉
。

於
二
儀
之
理
、
倶
合
於

五
行
之
教
。
無
勞
萱
草
、

是
可
忘
憂
;
不
服
仙
藥
、

忽
應
驗
齡
也
。

『洞
玄
子
』
は
道
教

の
著
作
で
あ

っ
て
、
女
性
と
の
特
定
の

「性
関
係
」
を
通
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し
て
長
寿
と
い
う
目
標
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
い
う

い
わ
ゆ
る

「坐
臥
舒
卷
之
形
」

「偃
伏
開
張
之
勢
」
な
ど
は
、

セ
ッ
ク

ス
の
体
位
を
指
す
。
し
か
し
、
各
種

の
体
位

は

「
二
儀
之
理
」
「五
行
之
教
」

を
守

っ
て
初
め
て
若
さ
を
保
ち
延
命
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

道
教

の
哲
理
か
ら

「性
」
に
規
範
を
設

け
た
も
の
で
、
『玉
房
秘
訣
』
は
、
『周

易
』

の

コ

陰

一
陽
謂
之
道
、
構
精
化
生
之
為
用
」
を
引
用
し
て
い
る
。
道
教

で
は
、
男
女
の
性
交
は
、
陰
陽
相
生
と

い
う
よ
う
に
、
交
わ
り
の
決
ま
り
に
違

え
ば
、
不
死
の
道
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
房
中
術

の
も
う

一
つ

の
専
門
書

『素
女
経
』
に
は
、
「
愛
精
養

神
、
服
食
衆
藥
、
可
得
長
生

;
而
不

知
交
接
之
道
、
雖
服
藥
無
益
也
。
男
女

相
成
、
猶
天
地
相
生
也
…
…
故
得
陰
陽

之
術
、
則
不
死
之
道
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
こ
そ

『浦
島
子
伝
』
の
い
う

「無
勞

萱
草
、
是
可
忘
憂
;
不
服
仙
藥
、
忽
應
驗
齡
」

の
意
味

で
あ
る
。
だ
か
ら
、

(14

)

『玉
房
指
要
』
に
は
、
「黄
帝
御
女
而
登
仙
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
黄

帝
は
女
性
と
の
特
別
な

「
セ
ッ
ク
ス
」

に
よ

っ
て
仙
人
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
宝
物

「
玉
手
箱
」
の
意
味
が

は
っ
き
り
と
わ
か
る
の
で
あ
る
。
浦
島

子
は
、
亀
女
と
の
性
関
係
を
通
し
て
、
最
後

に
道
を
悟
り
仙
人

に
な
り
、
「玉

手
箱
」
の
紫
の
煙
を
通
し
て
、
仙
界

へ
と
送
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
道
教

の
追
求

す
る
不
老
不
死
と
、
そ
れ
が
持

つ
幻
想
的
な
雰
囲
気
は
、
こ
の
日
本
最
古

の
伝

奇
の
中
で
生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

注(
1
)

こ
こ

で

い
う

「
特

定

の
個
体

」

と
は
、

一
つ
の
文

学
作

品

で
も
よ

く
、

一

種

の
文

学

様
式

で
も

よ

く
、

ま

た
、

当

然

一
つ
の
文

学

思

潮

で

も

よ

い
わ

け

で
あ

る
。

(
2
)

「
媒
体

」

は
、
形
式

上

、
化

学
反

応

に
お
け

る

「触

媒

(
カ
タ
リ

シ

ス
)
」

に
似

て

い
る

が
、
実

際

に
は
、

そ

れ

ら

の
役

割

は
同

じ

で

は

な

い
。
化

学

反

応

に

お
け

る

「触

媒

」

は
、
加

速

と

い
う

作

用

を
持

ち
、

こ
れ

ら

は

反

応

終

了

後
も

そ

れ
自
身

の
性

質

を
保

っ
て

い
る
。

「
媒
体

」

は
異

な

る
文

化

の
融

合

に
、
促

進

と

い
う

作

用

を
果

た
す

も

の
で
、

媒
体

自

体

も

こ

の
融
合

の
過

程

の
中

に
溶

け

込

み
、
本

来

の
姿

を

失

う

の

で
あ

る
。

研

究
者

は
、

比
較

文

化

と

い
う

手

段

(た

と

え
ば

、
文

献

学

や

人

類
学

の
比

較

方

法
)

を

用

い
て
、

そ

の
中

の
文

化
的

要
素

を

も
と

の
形
態

に
還

元

す
る

の

で
あ

る
。

(3
)

『遊

仙
窟

』

は
、
中

国

国
内

に
お

い
て
は
、

そ

の
成

立
後

す

ぐ

に
散
佚

し

た
。

清
末

に
な

っ
て
初

め

て
楊

守

敬

の

『
日

本

訪
書

志

』

に
そ

の
書
名

が
載

せ

ら

れ

た
。

一
九

二

八
年

、
海

寧

陳

氏

慎

初

堂

校
印

の

『古

佚

小

説

叢

刊
』

に
初

め

て

そ

の
全

文

が
収

め

ら

れ
、

一
九

二

八
年
、
章

矛

塵

が

全

文

を

単
行

本

で
発
刊

し

た
。
序

文

は
魯
迅

に
よ
る
。

北
新
書

局

版

(
4
)

「醍

醐
寺

本
」

『遊

仙
窟

』

は
、

現

在
国
立

京
都

博
物

館

に
保

存

さ
れ

て

い

る
。

こ

の
テ

キ

ス

ト

は
、

昭

和

二
年

、
古

典

保

存

会

に
よ

っ
て
複

製

さ

れ
刊

行

さ

れ

た
。

山

田
孝

夫

博

士

の
解

題

。
大

僧

都

宗

算

の

「
奥

書
」

は
、

比

較

的
長

い
た

め
、

こ
こ

で
は
省
略

さ

れ

て

い
る
。

(
5
)

英

房

の

「
跋

文
」

は
、

江
戸

時
代

前
期

の
写

本

に
見
ら

れ

る
。

こ

の
テ
キ

ス
ト

の
原

本

は
、

戸

川
浜

男

氏

旧

蔵
、

現

在
慶

應

義

塾

大

学

図
書

館

に
保

存
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さ

れ

て

い
る
。
習

慣

上
、

「慶

大

双

注
本

」

と
呼

ば

れ

る
。
跋

文

は
長

い
た

め
、

省
略

さ

れ
て

い
る
。

(6
)

『遊

仙
窟

』

の
日
本

語
訳

は
、

八
木

澤
元

著

『
遊
仙
窟

全

講
』

に
よ

っ
た
。

明
治

書
院

刊

昭
和

四

二
年
版

(
7
)

奈
良

・
平
安

時
代

に
お
け

る

『遊

仙
窟

』

の
流
布

に

つ
い
て
は
、
多

く

の

古
文

献

に
そ

の
記
載

が

あ

る
。

『
和
漢

朗

詠
集

』

『
新
撰

和

漢
朗

詠

集
』

『
唐

物

語

』

『宝

物

集
』

な

ど
。

こ
れ

は
、

拙
著

『中

日

古
代

文

学
関

係

史

稿
』

第

四

章

に
比

較
的

多
く

論
述

し

た
。
湖

南
文

芸
出

版
社

刊

一
九

八
七

年
版

(
8
)

訳
文

は
、

『
中

国
古
典

文
学

全
集

』

(野

口
定

男
他

訳

注
本

)

に
よ

っ
た
。

平
凡
社

刊

昭
和

三

三
年

版

(9
)

日

本

の
新

年

の
慣

習

で

は
、

器

に
食

物

を

「
山

型

」

に
盛

っ
て

「
蓬

莢

台
」

と

す

る
。

『
年
中

行

事

大

成
』

巻

一
第

十

三

条

、

『故

実

拾

要

』
巻

九

第

二
十

五
条

、

『守

貞

漫
稿

』
第

二
十

六
な

ど
参

照
。

(
10
)

『列

子
』

は
、

『新

釋
漢

文
大

系
』

に
よ

っ
た
。
小

林
信

明
校

注
本

明

治

書

院
刊

昭

和
六
〇

年

版

(
11
)

「
龍
」

と

「亀

」

の
関

係

に

つ
い
て

は
、
漢

代

以
来

学

者

た

ち

の
手

に
よ

っ
て
さ

ま

ざ

ま

な
考

証

が

加

え

ら

れ

て

い
る
。

西

漢
初

期

の

『淮

南

子

』

で

は

「
墜
形

訓

」

に

「
羽

嘉

生

飛

…

…
凡

羽

者
、

生

於

庶

鳥

。
毛

犢

生

應

龍

…

…

凡
毛

者

、
生

於

庶

獸
。
介

鱗

生

蛟

龍

…

…

凡
鱗

者

、
生

於
庶

魚

。
介

潭

生

先
龍

…

…

凡
介
者

、

生

於
庶
龜

」

と
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

こ

れ

は
、
「
龍

」

が

異

な

っ
た
類

型

を

持

ち
、

そ

れ
ぞ

れ

鳥
、

獣
、

魚
、

亀

か

ら

き

て

い
る

こ

と

を

い
う

の
で
あ

る
。

後

漢

の
王
充

が

著

し

た

『論

衡
』

の

「
龍
虚

篇

」

に

は
、

「
蛟

与
龍

、
常

任

淵
水

之

中
、

明
矣

。
常

在

淵
水

之

中
、

則
魚

鼈

之

類
」

と

あ

り
、

「
龍

」

が
魚
鼈

に
属

す

る
こ

と
が

さ

ら

に
強

調

さ

れ

て

い
る
。

明
代

に

い

た

る
と
、

呉

承

恩

が

『西

遊

記

』
を

著

し
、

そ

の
第

四

十

三

回

で

は

「
龍

生

九

種

、
九

種
各

別

」

と

い
う
観

念

が
特

に
強

調

さ

れ

て

い
る
。

「
龍
」

は

九
種

の
形

態

を
持

ち
、

そ

の
九

番

め
が

「
鼇

」

で
あ

る
。

「
黽
」

は
亀

類

に
属

す

る
。

(12
)

『
日
本

随
筆

大
成

』

第

二
期
第

一
九

冊

弘
文
館

刊

昭
和

五

〇
年

版

(13
)

本
稿

で

い
う

「
道
教

」

と
は
、

広
義

の
概

念

で
あ

り
、
道

家

の
学
説

の

一

部
分

を

含

む
。
道

教

と
日

本

文
化

の
関

係

に

つ
い
て

は
、
福

永

光

司

氏

の
著

作

に
詳

し

い
。

(
14
)

本

文

に
引

用

し

た

『洞

玄

子
』

『
玉

房

秘

訣
』

『
玉

房
指

要

』

『素

女

経

』

は
、
十

世

紀

に

丹
波

康

頼

が

編

纂

し

た

『
医

心

方
』

巻

二

十

八

コ
房
内
」

部

に
よ

っ
た
。

「
日
本

医
学

叢
書

活
字

本

」

9

凶Φ
暮
o
出

版
社

刊

一
九
九

一
年

版
結
語

上
述

の
よ
う
に
、
『浦
島
子
伝
』

の
形
成
過
程
に
は
国
際
文
化

の
色
合

い
が

濃
厚
で
あ
る
が
、
伝
説
か
ら
伝
奇

に
い
た
る
ま
で
に
は
、
そ
の
内
在
機
構

に

一

系
列
の
異
文
化
受
容
時

の
変
異
が
見
ら
れ
る
。

『浦
島
子
伝
』
は
、
日
本
古
代

小
説
形
成
史
上
、
最
古
の
先
行
文
学
作
品
で
あ
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
文
化

史
上
、
中
日
古
代
文
化
間

の
複
雑
に
し
て
微
妙
な
関
係
を
旦
ハ体
的
か

つ
明
確
に

体
現
化
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
こ
に
は
日
本
古
代
文
学
に
新
し
い
様
式
が
形

成
さ
れ
た
基
本
的
特
徴
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

一
般
に
、
日
本
文
学
史

で
は
、
仮
名
に
よ
る

「物
語
」
を
古
代
小
説
の
最
初

の
形
式
と
す
る
。
物
語
文
学

の
形
成

に
つ
い
て
は
、
『竹
取
物
語
』
を
目
安
と

し
、
そ
の
成
立
を
お
お
よ
そ
十
世
紀
半
ば
と
す
る
が
、

い
わ
ゆ
る

「物
語
」
は
、
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実
際

に
は

「語
り
物
」
で
あ

っ
て
、
虚
構
性
を
備
え
た
ス
ト
ー
リ
ー

・
プ

ロ
ッ

ト
の
説
話
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
文
体

か
ら
見
れ
ば
、
日
本
古
代
物
語
文
学
は

比
較
的
中
国
唐
代

の

「変
文
」
と
い
う
説
唱
文
学
作
品
に
似
て
い
る
。
が
、
ま

た

「変
文
」
と
も
異
な
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
部
分
は
作
家

の
創
作
で
、

作
家

に
よ

っ
て
個
性
化
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
そ
れ
は
唐
代

の
文
人
伝

奇
に
も
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

中
国
古
代
小
説

の
形
成
過
程
は
、
隋

・
唐

の
時
代
に
次
第
に
二
つ
の
系
統
に

分
か
れ
て
い
っ
た
。

つ
ま
り
、
文
人
に
よ
る
伝
奇
と
民
間
説
話
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
、
互
い
に
影
響
し
あ

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
文
人
伝
奇
は
そ
の
後
文
言

小
説
に
発
展
し
、
民
間
説
話
は
俗
語
小

説
に
発
展
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
『浦
島

子
伝
』
の
よ
う
な
日
本
古
代
漢
文
伝
奇

は
、
次
第
に
文
人
創
作
の

「説
話
化
」

の
道
を
た
ど
る
。

こ
れ
は
、
日
本
文
化

が
そ
の
受
容
過
程
に
あ

っ
て
表
出
し
た

民
族
文
化
的
個
性
で
あ
る
。
あ
る
意
味

か
ら

い
っ
て
、
「物
語
」
の
形
成

は
、

古
代
漢
文
伝
奇

の

「仮
名
文
学
化
」
が

な
し
た
き
わ
め
て
積
極
的
な
成
果
で
あ

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
国
学
者
加
納
諸
平
は
、

そ
の
著
書

『竹
取
物
語
考
』
に
、
「物

語
」
形
成
の
見
解
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

今
按
ふ
に
、
其
事
蹟

(『竹
取
物
語
』
を
指

す
…
…
筆
者
注
)
は
、
藤
原

宮
の
頃
と
覺
し
け
れ
ば
、
も
と
浦
島
子
伝
、
柘
枝
仙
伝
な
ど
に
倣
ひ
て
作

れ
る
書
な
り
し
を
、
後
、
其
意
を

の
べ
、
歌
を
も
加

へ
と
、
物
語
と
せ
し

な
る
べ
し
。

こ
れ
は
た
い
へ
ん
優
れ
た
見
解
で
あ
る
。
ま
た
池
田
亀
鑑
博
士
は
、
岩
波
講

座

「
日
本
文
学
」

の
書
目
解
説
で
、
「竹
取
物
語
は
土
肥
經
平
の
云
ふ
や
う
に
、

も
と
漢
文
又
は
準
漢
文
体
の
文
章

で
書
か
れ
て
、
そ
れ
を
読
み
聞
か
せ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
今
現
存
し
て
い
る
や
う
な
本
に
な

っ
た
の
は
、
恐
ら
く

余
程
後
世
の
こ
と
で
あ
ら
う
」
と
、
述

べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
ま
た
別

の
専
門
的
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
古
代
漢
文
伝
奇
と
仮
名
で
書

か
れ

た
物
語
文
学
作
品
と
の
関
係
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『浦
島
子
伝
』
の

日
本
文
化
史
上
、
日
本
文
学
史
上
の
位
置
と
価
値
は
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

平

成

六
年

四
月
、

私

は

(
日
本
文

部
省

)
国

際

日
本
文

化
研

究

セ

ン
タ
ー

に
ご

招

聘
頂

き
、
同

セ

ン
タ

ー

の
客

員

教

授

と

し

て
来

日
し

た
。

以

来

一
年

間

、

「
日
中
文

化

に

お
け

る
神
話

か
ら
小

説

へ
の
軌

跡

に

つ
い
て
」

と

い
う
研

究

テ

ー

マ
に
取

り
組

ん

で
き

た
。

本

稿

は

そ

の
研

究

報

告

(
レ
ポ

ー

ト
)

の

一
つ

で
あ

る
。

日
文

研

に

お

い
て

は
中

西

進

教

授

に
多

方

面

に
亘

っ
て
温

か

い
ご

指

導
を

仰

い
だ
。

厚
く

お
礼

を
申

し
上
げ

た

い
。

な

お
本

稿

の
作

成

に
際

し

て
、

日
本

語

の
訂

正
な

ど

で
、

友

人

の
丹
羽
香

女

史

に

い
ろ

い
ろ
ご

協
力

頂

い
た
。

併

せ

て
深

く
感

謝

の
意
を

表

す
。
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